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〝若〟と珠綺




　昔から、『珠たま綺きちゃんは背が高いねぇ』って、言われてきた。

　身長が伸びてしまうのは、自然現象なわけで。いくら『伸びるな、縮め』と念じてみたところで、自分ではどうにもならない。そして、そのなにげない周りの人たちの言葉が、実はコンプレックスになっていた時期もあった。

　だけど〝いい大人〟と言われる年齢になった今、自分の外見のことなんて、とっくに吹っ切れていた私は、なーんの劣等感も羞恥心もなく、この身長と付き合っている。

　そんな、二十七歳の夏の始まり。

「えっ、珠綺さんって、身長百六十八センチなんですか？」

　朝の清々しい空気が漂うオフィスに、なんともかわいらしい声が響く。

　当の本人は、思いがけず自分の声が響いたことに赤面し、ハッと口を両手で押さえた。

　その仕草を、かわいいなぁと思いながら、隣の席でオバサンよろしく片手を振った私は、「あはは」と笑ってみせる。

「そー、中途半端でしょ？　どーせなら百七十欲しいわ」

「いえそんな……スタイルよくて、うらやましいです」

「いやいや。さなえちゃんみたいにちっちゃい子のほうが、かわいくて得だって」

「ちなみにさなえちゃんは何センチ？」と尋ねてみたら、「百四十八です」と、なんともミニマムな答えが返ってきた。

　うーん、今さら身長のことで、どうこう言うつもりはない。だけど、やっぱり少しだけ、彼女のように小さくて華きゃ奢しゃな女の子に生まれたかったなぁと思ってしまうこともある。

〝守ってあげたい系〟っていうの？　背が高いと、それだけで周りからの扱いが雑になる気がするんだよなぁ。私にも、もうちょっと女の子扱いしてほしいときだってあるのだ。

　まあ、そこまで極端にデカいわけでもないし、割と便利ではあるんだけどね。高いところにある物を取るときとか。服や靴なんかも、最近はかわいい大きめサイズが当たり前にあるし。

　というか私とさなえちゃんには、身長以前の問題で大きな違いがあるんだよなぁ。いわゆる〝女子力〟ってヤツ。

　この会社は、制服がない。男性社員は基本的にスーツを着ていて、女性社員はそれなりにキレイめでカジュアルな服、といった具合だ。

　そんな中、私より四歳年下の彼女はいつもゆるふわ～なかわいらしい服を身にまとい、ヘアアレンジだって欠かさない。今日だって、一見ただのハーフアップに見えるけど、後ろから確認すると、なんと結び目がリボンの形になっているという、女子力フルパワーな髪型をしている。

　本人いわく『意外と簡単なんですよ～』らしいが、不器用な私には絶対無理です。

　例えるなら、まるでトイプードルみたいなこの後輩に対し、私は素朴な柴犬といったところだ。鼻筋は通っていると言われるけれど、大きくも小さくもない瞳に、小さめの唇。いつだってナチュラルメイクで機能性重視な私のクローゼットは、シンプルな服ばかり。髪型だって、ゆるくひとつにまとめたセミロングの髪をただ右肩の前に垂らしてるだけだ。

　……ううーん、さすがは本社内独身女性部門人気Ｎｏ．１（推定）の木きの下したさなえ嬢。同じ女として尊敬します。

「おはようございます」

　オフィスのドアが開く音がしたから、反射的にそちらへ視線を向ける。

　始業時間二十分前。サラサラの黒髪を揺らしながら、いつもの涼しい顔で出勤してきたのは、我が同期だ。

「伊い瀬せ、ちょっと」

　私の右斜め向かいのデスクにビジネスバッグを置き、そのまま椅子を引こうとした人物を、ちょいちょい手招きする。

「……なに、佐さ久く真ま。おはよう」

「おはよ。いーから、ちょっと来て」

　嫌な予感は察知しているだろうに、それでも適当な返事はせず真面目に相手をしてくれる伊瀬 昴すばるという男は、超律儀なヤツ。

　自分でも胡う散さん臭くさいと思う満面の笑みに、伊瀬は不審そうに眉を寄せたけれど、やっぱり律儀な性格なので、デスクの島を回って私のそばまで来てくれる。

「あ、木下さんも。おはよう」

　私の隣の席に座るさなえちゃんにも気づいて、伊瀬が声をかけた。

　対する彼女も、はにかみながら答える。

「おはようございます、伊瀬さん」

「ねー伊瀬、こないだの健康診断、どうだった？」

　自然と浮かんでくる笑みを隠そうともしないまま尋ねる私を、彼がチラリと一いち瞥べつする。

　伊瀬は朝に弱い。だから、切れ長で二重の印象的な瞳は、この時間はいつも若干眠たげに覇気を失っている。

　クールビズ運動でネクタイをつけていないワイシャツの襟元を整えながら、「なにが」と伊瀬はひと言だけ返してきた。一見素っ気ない返事だけど、その眉間には一本のシワがくっきり刻まれている。

　気づかないフリをして、私はさらに続けた。

「毎年聞いてるでしょ。身長よ、身長」

「……百六十七センチだけど」

　憮ぶ然ぜんとした答えに、心の中で思わずガッツポーズ。

　や、ホントに心の中でよ。つい『よっしゃ』とか呟つぶやいたけど、実際にポーズしたのは心の中だから！

「ふっふっふ～、今年も私の勝ちね！」

「子どもか。……佐久真は？」

「私？　ひゃくろくじゅーはち！」

「たった一センチ差じゃねーかよ」

　呆あきれたように言う伊瀬の目の前で、「チッチッチ」と人差し指を振ってみせた。

「ふふん、その一センチが大きな差なのよ」

「……そーですか」

　やっぱり呆れた表情でため息をついて、彼が呟く。

　腰に手を当てて、眼光鋭くこちらを見下ろしてくる伊瀬。けれど、その目が本当に怒っているわけではないことを私はちゃんとわかっている。そのとき……。

「おーい、そこの三人～」

　そう言って、ひょっこり輪の中に加わったのは、ふたつ歳上の内うち川かわさんだ。彼女はメモ帳とボールペンを持って、私たちの顔を見回す。

「今アタシ、ビアガーデンの打ち上げに使う店決めのアンケート取ってんの。協力してー」

「え、ビアガーデンって、あと二ヶ月先ですよね？」

　私が思わず尋ねると、内川さんはカチリとボールペンをノックした。

「人数多いから、早めに抑えときたくてさ～。今からリサーチ。君たちはなに食べたい？」

　この会社は毎年八月の初めに、取引先の人を招待してのビアガーデンを行う。本社ビルの屋上を開放し、そこでお酒やソフトドリンク、軽食などを振る舞うのだ。その企画・運営は、我がマーケティング部の仕事になっている。

　私は今年異動してきたばかりだから、まだ経験したことはないけれど……なかなか大変だと、前に伊瀬がこぼしてたっけ。

「あらー、お疲れさまです。私、基本好き嫌いないですけど、焼き鳥のおいしいとこがいいです」

「えーっと、焼き鳥ね。やっぱり佐久真はおっさんくさいなぁ」

「むぅ。おいしいじゃないですか～、焼き鳥」

「ハイハイ」

　唇をとがらせる私を軽くあしらって、次に内川さんは「木下ちゃんは？」とメモ帳から顔を上げた。

「えっと、私も好き嫌いはあまりなくて……強いて言うなら、パスタとかピザとか、好きです」

「はいよ、イタリアンね。さっすが木下ちゃんは女子っぽーい。佐久真とは大違ーい」

「そこ、ひと言余計ですよ！」

　私のツッコミは盛大にスルーし、彼女が最後に視線を向けたのは伊瀬だ。

「〝若〟は？」

「そうですね……」

　話を振られた伊瀬は、考えるように顎に手を当てた。

〝若〟というのは、社内での伊瀬のあだ名だ。先輩方の『和服が似合いそう！』という勝手な感想から、この部署への異動当初より浸透しているらしい。

　ちなみにこのあだ名、最初こそ伊瀬も嫌がってはいたものの、今はこの通り、すっかり受け入れてしまっている。バイタリティに富むここの先輩たちには自身のささやかな抵抗なんてなんの意味もなく、ただ自分が無駄に疲れるだけだと早々に悟ったようだ。

　そんな良くも悪くも飲み込みの早い伊瀬は、顎に手をやったまま口を開く。

「俺はあっさりした和食がいいです。煮物とか焼き魚とか塩味の鍋とか」

「あーはい、若も期待を裏切らないね。けど、夏だから鍋はどうかなぁ」

　サラサラとボールペンを走らせ、「じゃあ、決まったらまた連絡するわ」と内川さんは言い残し、軽やかにこの場を去っていった。

　私は彼女の背中から、呆れたように伊瀬へと視線を向ける。

「あのさー。一応若い男なんだから、がっつりした肉とか揚げ物とかさ」

「いらん。もたれる」

「もたれるって、アンタ……じーさんか」

　腕を組んで、なぜかえらそうに言い切った伊瀬に、やっぱり呆れ顔でツッコむ。

　伊瀬はいつもこの調子だ。若者らしいハツラツとした空気が感じられないし、同じ年頃の男と比べても妙に達観している。

　先日行われた部内の飲み会中、酔っぱらって『年下の彼女が全然甘えてきてくれてないんだ……』と涙ながらに語った先輩社員には、『男は好きな人の前で子どもになって、女は好きな人の前では大人になるものなんですよ』なんて、真顔で諭してたし。

　入社直後の新入社員研修時、国内にあるどの営業所に配属されるのか、まだわからなかった段階で、自分の配属先についての不安を話していた同期たちに『まあ、とりあえず日本のどっかだから』と淡々と言い放ったエピソードは、いまだに仲間内でも伝説になっていたりする。

　そんなわけで、〝若〟というあだ名は〝若年寄り〟からも由来しているのではと、勝手に私は睨にらんでいる。

　私のじーさん呼ばわりに対して心外そうに片眉を上げた伊瀬が、鋭い視線を向けてくる。

「うるさいな、ほっとけよ。で、他に用は？」

「ん、ない」

「……はあ」

　もう用は済んだとばかりに私がヒラヒラと右手を振れば、伊瀬は最後にため息をついて、自分のデスクへと引き返した。

　その背中から視線を外したところで、左隣に座っているさなえちゃんが、ぽや～んと頬をピンク色に染めていることに気づく。

「さなえちゃん？」

「あ、はいっ！　なんですか!?」

「大丈夫？　なんか顔、赤いような……」

「だっ、大丈夫です！」

　顔の前で両手をブンブン振り、元気アピールをするさなえちゃん。

「そう？」と首をひねりながらも納得した私は、起動が完了したパソコンの中のメールアイコンを開いた。

　昨日退社した以降に受信したメールをチェックして、必要なものにはちゃかちゃか返信をする。

　朝礼が始まる前に終わらせると決めている、私の日課だ。

　ここは、『株式会社ブルーバード』。日本に住んでいれば必ず耳にしたことはある、大手の飲料品メーカーだ。

　社名は、創設者の鳥とり海み青せい次じが自らの名前から取ったらしい。幸せを運ぶという〝青い鳥〟にもあやかり、ウチの商品を手にした人に幸せを、という願いも込められているようだ。

　入社式で社長が語ったその話と、派遣やパートも含めた社員全員が持っている、羽ばたく鳥がモチーフの社員バッジを、私はなかなか気に入っている。

　まあ、毎日スーツを着ている男性社員はともかく、制服がない女性社員は私服につけにくくて、年に数回、総会なんかで身につけるくらいだけど。

　私は入社六年目。最初の三年間は地方の営業所に勤務して、それから本社勤務になった。このマーケティング部へは、今年の四月に量販営業部から異動してきたばかりだ。

　そんなわけで、同期といえども、この部署に三年いる伊瀬と比べたら、ようやく三ヶ月目の私なんて、まだまだひよっこだ。

「伊瀬、ちょっといいか？」

「はい」

　ナイスミドルと噂うわさ高だかい大おお谷たに部長に呼ばれ、伊瀬が席を立っていく。

　こうして上司たちから、よくお声がかかるのは、彼がまだ二十代とはいえ、優秀な人材だから。彼が去年携わった清涼飲料水のリニューアルが大成功を収めたことは、社員たちの記憶にも新しい。

　そして私はといえば、今はまだ先輩方のアシスタント業務ばかり。伊瀬のように、この若さで大きな仕事を任されるというのは、そう簡単なことじゃない。

　今はまだ比べようもない差が、私たちにはある。でも、そこに落胆なんてしてられない。私は私、伊瀬は伊瀬。毎日なんとか、自分のやれることに全力で取り組むしかない。

　そうしてコツコツと経験を積み重ねていこうと、私はせっせと目の前の業務と向き合う日々を送っていた。




「よい、しょっと」

　両手で抱えていたダンボールを一旦廊下に置いて、目の前のドアノブを回す。そして、ドアが閉まらないように右足の膝あたりで押さえると、再びダンボールを持ち上げ、腰でドアを押し開けるようにして室内に入った。

　ちょっぴり埃ほこりくさい物品庫は、何年も前から置いてある会議資料や販促グッズなどで雑然としている。最近は会議もほとんどタブレット端末を使うから、プレゼンに使うフリップなんかの類いはなくなってきてはいるが。

　両手が塞がっているけれど、照明スイッチの心配はしなくても済んだ。私がこの部屋に来たとき、すでに照明をつけた先客がいたからだ。

「……佐久真さ、いい歳した女だろ。もう少し立ち振る舞い方考えろよ」

「ああ、もう。うるさいなぁ、アンタは小こ姑じゅうとか」

「…………」

　ものすごく呆れた表情で、私が物品庫に入ってくるまでの動向を見ていた伊瀬。彼は唇をとがらせる私の言葉を聞いて、さらにため息をつく。手にしていた、いつの物かわからない販促用ポケットティッシュを棚に戻して、スタスタとこちらに歩いてきた。

　私の手から、ヒョイとダンボールを奪う。

「あ、ありがと」

「いーえ。どっか適当に入れておけばいい？」

「うん」

『適当』とか言いつつ、伊瀬は手頃なところに無理やり突っ込んだりしない。一度ダンボールを床に置いてから、きちんと棚を整理して空けたスペースにダンボールをそっと置いた。

　……うーん、やっぱりデキる男はそのあたりの所作から違うよね。私だったらグイグイ突っ込んでるわ。これを言ったら、間違いなく伊瀬に『お前は大ざっぱすぎ』と呆れられるだろうけど。

「伊瀬は、なにか探し物？」

　ここで会ったのは偶然とはいえ、このまま放置して、知らん顔でオフィスに戻るつもりもない。

　そう思って小さく首をかしげると、ガシガシ頭を掻かきながら、伊瀬は目の前にある背の高い棚を見上げた。視線の先には、小ぶりなダンボールがある。

「ああ。なに、あれ？」

「……そう」

　歯切れが悪いのは、つまりそういうことだからだろう。

　私は緩む口元を隠そうともせず、その肩にポンと片手を置いた。

「まあまあ。背が足りないのは仕方ないって」

「……お前さ、そろそろいい加減にしろよ」

　伊瀬がキロリと睨んでくる。

　その視線をはねのけて、私は彼の前に足を進める。「あれね？」と、もう一度確認してから、そのダンボールに向かって手を伸ばした。

「ぐぬぬ……」

「無理だって。散々俺のことをいじり倒すけど、佐久真だって、そこまで身長高いわけでもないし。つーか、たった一センチ差だろ」

　必死に背伸びしながらヒョイヒョイ手首を動かしてみるけど、全然触れる気配がない。

　こ、これは強敵……。ブラウスの脇破けちゃいそう。

　そのとき、背後から「ふう」と息を吐く音が聞こえた。

「仕方ないな。どっかに脚立があるはずだから、発掘して……」

　そう呟いた伊瀬の声が一瞬、遠くなった。

　私の手がぶつかった棚から、固そうな缶の入れ物や黄ばんだ模造紙たちが降ってくるのが見える。

「佐久真っ!!」

　……あ、やばい。

　真上を見上げながら、そう思った瞬間、怒鳴るように名前を呼ばれて体を引っぱられた。少し遅れて音が戻った世界に、バサバサッと激しい物音が響く。

「び、びっくりした……」

　ドクドクと、心臓がいつもより速く脈を打っている。気づけば、後ろで座り込む伊瀬に抱きかかえられるように、床に尻餅をついていた。

「はあっ」と大きく息を吐いて、それから後ろを振り向く。

「ごめん、伊瀬。ありが……」

「っの、バカッ！　無鉄砲も大概にしろよ!!」

「え……」

　キーンと耳に響く大声に、私は伊瀬の顔を見上げたまま目が点になった。あまり見たことのない怒りの表情で、彼が見下ろしている。

「お前は俺の心臓を止める気か！　一センチの身長差で、届く位置がそうそう変わるわけないだろ！」

「ふぇ、ご、ごめん、なさい……」

　迫力負けしながら、それでもたどたどしく謝罪を口にする。

　そんな私を見た伊瀬が、ちょっとだけ正気になったように表情を変えた。

　そのまま立ち上がった彼のスーツから、シトラスのような爽やかな香りがほのかに鼻び腔こうをくすぐる。

「……わかればいい。片付けるぞ」

「あ、うん……」

　伊瀬にならって、私も服についた埃を払いながら腰を上げる。

　……伊瀬、香水なんてつけてたのかな。それとも、お部屋の芳香剤なんかだろうか。こんなに近くにいたこと、めったにないから、今まで気がつかなかったな。

　少しだけ微妙な雰囲気のまま、散らかしてしまった物をなんとか片付ける。

「俺、こっちだから」とマーケティング部のオフィスとは反対側を指差した伊瀬と、やっぱり少しだけ微妙な雰囲気のまま、物品庫の前で別れた。

　その後ろ姿が角を曲がったのを見送って、私は横にあった壁に背中をトンとつけた。

「やっちゃった……」

　小さな呟きは誰にも聞かれることなく、空気に溶けて消える。

　伊瀬、本気で怒ってたよね。よかれと思ってしたことで、迷惑かけちゃった。

　つい潤みそうになる涙腺をグッと堪える。

　壁に額をつけて、ひとしきり落ち込んでから、私はガバリと顔を上げた。

　……ウジウジしてたって、仕方ないよね。次、がんばろう。うん、がんばる！

　会社の廊下で百面相をする私へ不審げに向けられる、通りすがりの社員たちの視線。だけど、それを気にするだけの余裕は今の私にはない。

　私は自分を鼓舞するように両手で小さくガッツポーズをして、オフィスに向かって歩きだした。




「……ふぅ」

　達成感から思わず出たため息で、自分がずいぶん長い時間パソコンと睨めっこしていたことに気づく。

　自前の卓上時計を確認してみると、時刻は十九時前を示していた。

　右斜め前の席を盗み見ても、そこは数時間前から変わらず空っぽのまま。たぶん、伊瀬はあの物品庫からその足で会議にでも向かったのだろう。

　定時の十七時半をしばらく過ぎて、オフィスは空席がちらほら目立つ。左隣のさなえちゃんのデスクも、二時間近く前からキレイに片付いていた。

　派遣社員の彼女は正社員とは違い、いつも定時きっかりで帰ることができる。『手伝います』とは毎回申し出てくれるけれど、そこは私ひとりが甘えてはいけないところだ。

　たった今でき上がったばかりの企画書に【『和なごみ姫ひめ』営業戦略案】とタイトルをつけて、保存する。

『和み姫』は、ブルーバードの主力商品のひとつである緑茶飲料だ。数年前の発売当初から爆発的にヒットし、今や他社の緑茶飲料から頭ひとつ飛び出た売り上げを誇っている。

　人気商品だけに、その販売戦略にもいっそう力を入れていて、ここ数ヶ月テレビなどで流れているＣＭには人気上昇中の清純派女優を起用し、話題性にも事欠かない。

　私は現在、その『和み姫』の営業戦略を担当している。……が、現状はサブのそのまたサブみたいな位置づけだ。

　もちろんアイデアさえあれば、先輩たちを押しのけて、どんどん売り込んでいっていいのだけど、悲しいかな、今の私にそこまでのマーケティングセンスはない。

　お客様がどんな飲み物を飲みたいか。どんな飲み物があれば、食生活がもっと充実するのか。

　一見単純なようで実はとても奥深く複雑なテーマを扱うマーケティング部門は、毎日勉強させられることばかりだ。

　パソコンのバックアップアイコンをダブルクリックして、椅子に座ったまま「うーん」と伸びをする。

　デスク上に置いていた水筒やスマホを通勤用のカバンの中に突っ込んで、私は立ち上がった。

「それじゃあ、お先に失礼します」

「はーい、お疲れさま～」

　まだ仕事を続ける同僚たちに声をかけて、オフィスを出た。

　この身長があるから、あまりヒールが高い靴は履かないようにしている。コツコツとパンプスを鳴らしながら、エレベーターを目指した。

　お腹すいたなぁ。今日はご飯、どうしよう。確か卵の賞味期限が近かったから、オムライスでも作ろうかな。

　そんなことを考えながら、廊下の角を曲がると……。

「……あ」

「あ、伊瀬」

　角を曲がった先で鉢合わせたのは、数時間ぶりに見る顔だ。

　とっさにお互い立ち止まったけれど、さっきのことがあるから、ちょっとだけ気まずい。

　まっすぐ顔を見られずにさまよわせた視線が、伊瀬の手に握られたビニール袋に気がついた。

「コンビニ？」

「ああ、うん。まだ帰れなさそうだから、夜食」

「そっか……」

　伊瀬は今、他の部署の人たちとも連携して、新しい炭酸飲料の開発プロジェクトに携わっている。つい先ほどまでオフィスにいなかったのも、おそらくはその新商品関連の会議かなにかだったのだろう。

　いつもと変わらないようで、だけど少し疲れたように見える彼と、私はようやく目を合わせた。

「根詰めすぎないようにね。なにかできることあったら、私も手伝うから」

「さんきゅ」

　伊瀬が小さく笑みを浮かべたから、私もつられて微笑む。

　普段は憎まれ口ばっかりだけど、やっぱり伊瀬が笑うとうれしい。彼は、大事な仕事仲間だから。

　そして、ふたりの間の空気がよくなったこの隙に、チャンスとばかりに口を開いた。

「あの。さっきは、ホントにごめん」

「え……」

　不意を突かれたように、伊瀬の切れ長の瞳が少しだけ見開かれる。

　その様子をなぜだか見ていられなくて、うつむきがちに私は続けた。

「私ってホント、大ざっぱで考えなしのとこあるからさ。伊瀬がいてくれて助かったよ」

　パンプスのつま先に視線を落としながら、無意識に苦笑が漏れる。そうして再び目の前の人物へと顔を向けた。

「ありがと、伊瀬。やっぱり伊瀬は、頼りになる」

　言いながら、照れくさくなって思わずはにかんでしまう。

　そんな私を彼は驚いたように表情を固まらせて見つめていたけれど、やがてフッと大きく息を吐いた。

「……別にいいよ。佐久真の大ざっぱは、今に始まったことじゃないし」

「うっ、耳が痛い……」

「次からは気をつけろよ。そんな毎回、俺だってお前のことフォローできるわけじゃないんだから」

「……はい。心得ておきます」

　私の素直な返事に、伊瀬が薄く笑んでうなずく。

　そのまま彼は歩きだすのかと思っていたけれど、予想に反して、なにかためらうように一度、視線を床に落とした。

「……？」

　私が疑問を口にするより先に、顔を上げた彼とまた視線が交わる。

「あのさ、佐久……」

「珠綺ちゃん！」

　突然聞こえた第三者の声に、思わず肩が跳ねた。見ると、伊瀬を越えた向こう側から、長身の男性がこちらに近づいてくる。

「よかった。まだ帰ってなかったね」

「宇う野のさん。お疲れさまです」

「お疲れさま」

　そう言って、相変わらずの人好きする笑顔を浮かべて、彼は私の横に並んだ。

　以前私がいた部署でお世話になった先輩である宇野修しゅう平へいさんは、身長が百七十近い私でも見上げてしまうほどの長身だ。ハッキリ尋ねたことはないけど、たぶん百八十五センチくらいはありそう。

　そして彼は、半年ほど前からお付き合いしている私の彼氏でもある。

　宇野さんは、そばにいる伊瀬にも振り返った。

「伊瀬くんも、お疲れさま」

「お疲れさまです」

　伊瀬が淡々と言葉を返す。

　そんな伊瀬に宇野さんは微笑んで、また私のほうへと顔を向けた。

「さっき珠綺ちゃんにメール送ったんだけど。見た？」

「え。すみませんっ、気づきませんでした」

　慌ててバッグをまさぐろうとすると、やんわりと手を掴つかまれて、それを制される。

　見上げた先の宇野さんが私の顔を覗のぞき込むように首を傾けて、柔らかそうな茶髪がサラリと揺れた。

「いいよ。今日は俺、いつもより早く帰れそうだったから、もし時間が合えば、晩メシ一緒にどうかなって思って」

「あ、そうだったんですね。私、今日はもう終わりなので、大丈夫ですよ」

「それはよかった。俺もすぐ荷物取ってくるから、一階のエレベーターホールで待ってて」

「わかりました」

　うなずいた私にフワリと笑みを残し、「じゃ、また後で」と片手を上げた宇野さんは、エレベーターのほうに向かっていく。

　さすが『ブルバ本社の王子様』とまで言われている美形は、去り際も華やかだ。たれ目気味の柔和な顔立ちで、全体的に色素が薄く、気品すら漂う宇野さん。まるで少女マンガのひとコマのように、その周りにバラやら百合やらが咲き誇っているような幻覚さえ見える気がする。

　その背中を見送ってから、改めて伊瀬へと視線を戻した。

「ごめん伊瀬、話が途中だったよね。なに？」

　バッグを肩にかけ直しながら問うと、伊瀬がフイッと顔を背ける。

「……いや。なんでもない」

「そう？」

「ああ。それじゃ、お疲れ」

「……お疲れさま」

　もう話は終わりとばかりに伊瀬がお決まりの言葉を放つから、私はそれ以上追求もできずに、同じセリフを返した。

　お互いが歩きだして、すれ違った瞬間……。

　物品庫での思いがけない接近のときにも感じた伊瀬の匂いがふと鼻をくすぐって、思わず振り返った。

　彼は、まっすぐに背筋を伸ばして、マーケティング部のオフィスへと歩いていく。

　伊瀬らしくない、先ほどの歯切れの悪い様子が気になって、なんだか胸の中がモヤモヤした。

　……伊瀬はあのとき、なにを言おうとしていたんだろう。

　気になって仕方ないけど、宇野さんとの約束があるから、いつまでもここでグズグズしていられない。

　釈然としないながらも、私は視線を外し、彼とは反対方向へ踵きびすを返した。










美人な同期の言うことには




　十二階にあるオフィスの窓から、雲ひとつない青空が見える。

　会社にこもって仕事をしているのがバカらしくなるくらいの快晴を横目に、私はデスクであくびを噛かみ殺した。

　そのタイミングで上司に名前を呼ばれたから、一瞬ドキリとする。慌てて返事をしながら、椅子から立ち上がった。

「なんでしょう、近こん藤どう課長」

「うん。こないだの『和み姫』の企画書、読ませてもらったんだけど……」

　近藤課長の低くて渋い声で紡がれた言葉に、今度はまた別の意味でドキリとする。課長のデスクの前で姿勢を正すと、次のセリフを待った。

　目の前に、私が提出した企画書がスッと差し出される。

「なかなかよかったよ。……よかったんだけどね、うん。あともう一歩かなぁ」

　苦笑交じりの近藤課長に、内心がっくり、私はうなだれる。

「そうですか……。自分ではよくできたかなって思ったんですけど」

「うん、企画自体は悪くはないんだよ。ただ、説得力というか、〝どうしてブルーバードの『和み姫』じゃないとならないのか〟っていう部分がちょっと弱いかな。もう少しそこを突きつめてみて」

「……はい。ありがとうございました」

　課長の色黒の大きな手から企画書を受け取り、ペコリと頭を下げた。

「伊瀬！　ちょっと聞きたいんだけどさ」

　デスクへ戻る際、伊瀬を呼ぶ男性の先輩社員の声が耳に届く。

「はい」

　書類を挟みながら先輩となにやら話す伊瀬の横顔は、真剣そのものだ。かと思えば、会話の合間に先輩が伊瀬をからかったらしく、さっきまでの真顔を崩して「やめてくださいよ」なんて声も聞こえてくる。

　伊瀬はすごい。上司にも先輩にも一目置かれてる。それに比べて……私は、まだまだ、だ。

　デスクに着いてから、「ふう」とひとつ、ため息をつく。

　……いいもん。今日は仕事が終わったら、久々に飲みに行くんだもん。思いっきりお酒を楽しんで、鬱憤晴らしてやる！

「よっし、がんばるぞー！」

　気合いを入れ直すように握りしめた両手のこぶしを、グーッと上に突き上げた。

「あはは。佐久真さんは、今日も元気だね～」

「はい！　元気です！」

　私の大きすぎるひとりごとに反応した先輩に、ハキハキと言葉を返す。内心のネガティブ思考はおくびにも出さず、私はパチパチと両頬を手で叩たたくと、再びパソコンへと向き直った。




　味のある木製の引き戸を開けると、途端に「いらっしゃいませー！」と威勢のいい声たちが飛んできた。

　今日は金曜日ということもあって、店内はすでに混み合っている。紺色のエプロンをつけた店員に案内されて、カウンターにほど近い小さめのテーブル席に腰を下ろした。

「ふいー、やっと落ち着いた！　珠綺、今日は忙しくなかった？」

　別の店員さんが持ってきてくれたおしぼりで手を拭きながら、目の前に座る都みやこが尋ねてくる。

　同じようにおしぼりを広げながら、私は笑顔を返した。

「ま、そこそこね。都こそ、よくこの時間で終わってこれたね」

「また雑用押しつけられそうになったから、逃げてきた。アタシがなんでもハイハイと引き受けると思ったら大間違いなのよ、アノヒトたち」

「あはは、怖いなぁ」

　うんざりした表情でメニューを眺める都に、思わず苦笑する。

　彼女、青あお木き都も、私と同じくブルーバード本社に勤める同期だ。彼女は財務経理部に所属している。

　仕事終わりの十八時半。今日は前々から、都と飲む約束をしていた。

　会社からほど近いこの大衆居酒屋は、お魚なんかもそうだけど、なにより焼き鳥がおいしい。仕事終わりの一杯を、濃いめのタレが絡んだ炭火焼きの焼き鳥と一緒にいただくなんて、至福のひとときだ。

　そんなことをしみじみ思いながら、都にならって、とりあえず生ビールを注文した。




「ねーえー？　珠綺って、まだ宇野さんと付き合ってるの？」

　お酒もだいぶ進んだ頃、たこわさの小鉢をつつきながら、間延びした声で都が言う。

　思わず目を瞬かせて、持っていたグラスをテーブルの上に置いた。

「うん、付き合ってるけど」

「ふううううん？」

「なにそれ、引っかかるなぁ」

　思わず苦笑して、鳥軟骨の唐揚げに箸を伸ばす。

　都は、いつ見てもキレイにルージュが乗った唇をとがらせて、ジトリとこちらに視線を寄越した。

「だって、珠綺さぁ～。全然、恋してる感じがしないんだもん」

「……失礼だな」

　彼女のあまりな言い草に、今度は私が不満げに唇をとがらせる番だ。

『恋してる感じがしない』って……なにそれ。そんなに私、枯れてんの？

「あくまでアタシの主観だけどねー。普通、あんなスーパー彼氏いたら、もっとわかりやすくお花畑なオーラが出てるんじゃないかなぁって」

「お花畑……」

「でも、普通じゃん、珠綺。宇野さんと一緒にいても、今みたいに宇野さんの話をしてても」

「…………」

　釈然としない都の言葉に、思わず眉を寄せて、無言の抗議。

　そんな私の様子には全然構うことなく、彼女はたこわさをパクパクと消費していく。

　先ほどから話題にのぼっている宇野さんは、私が以前いた量販営業部の先輩だ。

　スラリと高い身長に、アイドルかってくらい整ったお顔。にもかかわらず、気さくで、話し上手の聞き上手。ふんわり柔らかい笑顔には、ご機嫌斜めな上司ですらあっさり懐柔される上、目元の涙ボクロがまたセクシー（都談）。

　半年前、そんな人に『付き合わない？』と告白されたときは、本当に驚いた。

「確かにさ、宇野さんはイケメンだし仕事できるし、言うことないと思うんだけど。でも、なぁんか違うんだよねー」

　通りかかった店員さんに追加の梅酒を注文し、都は再び私と視線を合わせて、そうのたまう。

「違うって？」

「珠綺と合ってないってこと」

　ズバリ言われて、思わず顔が引きつった。

「そ、そりゃあ私だって……超人な宇野さんに全然つり合ってないって、自分でもわかってるけども！」

「あ、ごめんごめん、言い方が悪かった。つり合わないとかじゃなくて……うーん、なんていうのかな……雰囲気？　オーラ？　が、なんか違う」

　……わかんない。私なんかより恋愛経験が多い都サンの言うことは、経験値が低すぎる私にはよくわかんない。

　なんだか置いてけぼりになったような気分でグラスを両手で持ち、ハイボールにチビチビと口をつける。

『珠綺ちゃん、俺と付き合わない？』

　そう告白されたのは、半年前のあの日、ふたりで外勤から帰社してすぐ。

　正直に言うと、その時点で私は宇野さんのことを、先輩としての好意はあっても、恋愛対象として見たことはなかった。

　だって、宇野さんだよ？　まるで少女マンガの中の王子様が飛び出してきたような人だよ？　万が一にでもそんな人と付き合ったら、まるでドラマみたいに『アンタなんか、あの人につり合わないのよ！』って、宇野さんのことを好きなキレーなお姉様とかに呼び出されるの、目に見えてたもん。だけど……。

『別に今は俺のこと、好きじゃなくてもいいよ。お試し感覚で付き合ってみない？』

　オフィスに向かうエレベーターの中、いきなりチュッとキスされて、それからポカンとそのお美しい顔を見上げてる間に、なんとも妖艶な笑みを浮かべながら、こんなセリフを言われて……しかもなんと、女子の憧れ・壁ドン付き。気づけば私は、うなずいてしまっていた。

　あのときの宇野さんは、なにか魔法でも使っていたんじゃないかって、今でも思ってしまう。

　そういえば、宇野さんと付き合ってから、心配していたような呼び出しとか、なかったな。総務あたりのお姉様方にシバかれるの覚悟してたけど、拍子抜けするくらい、周りの人は祝福してくれたっけ。

　まあ宇野さんって、意外と言ったらなんだけど、無駄に女の子に優しくするようなことしないもんな。告白されてもバッサバッサ斬って、彼女もずっといないって聞いてたし。

　そんな宇野さんが付き合った女ってことで、しばらくの間、社内のあちこちから好奇の視線は向けられていた。だけど、それも数週間も過ぎれば、あっさりなくなったし……。

　ていうか、量販営業部とかの身近な人は、私たちのことを笑いのネタにしてたな。『まさか佐久真と付き合うなんて、王子のご乱心だー！』って、みんな言ってたっけ。思い返してみれば、ちょっとこれ、すっごく私にシツレーなんじゃないの？

「……珠綺って、ホントに宇野さんのこと好きなの？」

「へ？」

　壁に貼ってあるポスターをボンヤリ見つめる都は、今日も美人だ。カラカラとグラスの氷を鳴らしながら呟いた彼女のセリフが、思考をトリップさせていた私を現実に引き戻した。

『好きなの』？。そりゃあ、宇野さんは優しくて尊敬できる先輩だし、付き合い始めてからの宇野さんも相変わらず、いい人だ。

　言わばお試し感覚で付き合い始めたわけだけど、〝ちゃんと〟愛情はあると思う。

　咀そ嚼しゃくしていたモロキュウをゴクンと飲み込んで、ひと言。

「うん、好きだよ？」

「あ～ほら、もうなんか違うわ～。そんなさぁ、『ハブ酒？　好きだよ？』みたいなノリじゃなくてさぁ！」

　唐突に大きな声を出して、向かいの席から身を乗り出した都が、私の肩をバシバシ叩き始める。

　その容赦ない攻撃に、私は思わず体をよじった。

「い、痛い都……ていうか私、ハブ酒なんて飲んだことないし」

「ああ、もういいわ。万年能天気大ざっぱのアンタの話なんて聞いてらんない」

　今度は訳がわからないまま、あっさり冷たく言い放たれて、ヒクッと頬が引きつる。

　ひ、ひどい言われよう……。なにこれ、なんで私、ここまで貶けなされなきゃなんないの？　都サン、あなた、私の親友だよね？

「はあ……ホーント、伊瀬くんに同情するわ」

　頬ほお杖づえをつきつつ、ため息とともに吐き出された言葉に、思わず首をかしげた。

「なんで、伊瀬？」

　宇野さんなら、ともかく……なぜ、そこで伊瀬の名前が出てくるのかがわからない。

　ああ、同じ部署だから？　私みたいなのが近くにいたら、大変ね～ってこと？

「そうじゃなくて……もういいや。あーあー佐久真 珠綺は残念だなぁああ。残念な二十七歳だなぁああ！」

「ちょっ、都サン、それ個人情報流出と言葉の暴力……」

　都の言葉に引っかかりを覚えながらも、私は、酔うとやたら人に絡みたがる美人な親友を、その後も宥なだめ続けたのだった。




　　　＊　＊　＊




　……うーん。これは、助け舟を出すべきかな。

　私はハラハラしつつも、その光景を自分のデスクから密かに見つめる。

「ねぇ木下さん、ここに入ってもう二年目だよね？　あなたはコピーして綴とじるだけの会議資料すら、まともに作れないの？」

「す、すみません……」

　数メートル先にあるデスクの横に立ちすくみ、小柄な体をさらに小さくさせて謝罪しているのは、さなえちゃんだ。

　そんな彼女をイラついたように腕を組んで見下ろすのは、広告販促企画部の新しん庄じょうさん。簡単に折れてしまいそうなサーモンピンクのピンヒールに、上品なフリルがついた白ブラウス、タイトなベージュのスカート。極めつけは、しっかり巻かれたミルクティーブラウンのロングヘアーと、いかにも〝男受けバッチリ〟を体現したような女性だ。

　だけど、いくら外見を完璧に仕上げても、そのメイクアップされた顔が不機嫌そうに歪んでいるとなると、華やかさは半減だ。

「あなたが作った資料に落丁があったせいで、アタシが会議で恥かいたんだけど。どうしてくれるの？」

　キレイなネイルが施された右手の人差し指が、机に置かれた書類をコツコツと叩いた。静かな口調ではあるけれど、その声音には明らかな威圧感が含まれている。

　さなえちゃんはますますうつむき、また「すみません」と繰り返す。

　オフィス内の社員たちは、なにげない風を装いながら、ふたりの様子をうかがっている。口は出さないものの、同情の眼差しをさなえちゃんに向けていた。

　そもそもこの件は、始まりからおかしい。盗み聞いた話から察するに、どうやら新庄さんは、同じオフィスとはいえ、違う部署であるさなえちゃんに、会議資料の作成を押しつけたらしい。そこで運悪く不備をしてしまい、こんなふうに人の目に晒さらされながら糾弾される事態になったみたい。

　まあ、ちょうど役職者たちが会議で全員出払っていて、かつ昼休み中で人がまばらなこのときに決行しているあたり、そこまでの度胸はないのだろうけど。

　というか、新庄さんの様子を見ていると、ホントにさなえちゃんがミスしたのかどうか、それすらも怪しい。

　彼女は以前から、さなえちゃんのことを敵対視していたきらいがある。若くてかわいらしく、いつも一生懸命なさなえちゃんは、男性社員のみならず、私みたいな女性社員からもかわいがられているから。いわゆる醜い女の嫉妬ってヤツだ。

　とはいえ、ここで私が出ていっても、事態を悪化させてしまう可能性のほうが高いだろう。『あなたには関係ないでしょ！』って、癇かん癪しゃく起こされそうだしなぁ。それに、この場は収まったとしても、きっと今後、さらに新庄さんの反感を買ってしまうと思う。

　私は別に、多少嫌がらせをされても今さらビビったりしない。だけど、まだハタチそこそこのさなえちゃんには、いい意味で耐性がない。それが酷だ。

「す、みませ――」

「あのさ、『すみません』って繰り返してるばっかじゃなくて……」

　さなえちゃんは涙こそ堪えているものの、うつむきがちで顔色も悪い。こうして見ると、ふたりはまるでハムスターとコブラだ。

　……やっぱり、このままにはしておけないよね。

　そう思い、椅子から腰を浮かしかけたとき、ちょうど出入口のドアが廊下側から開かれた。

「……なにこれ。どんな状況？」

　オフィスに入ってくるなり、中の異様な雰囲気を察して眉をひそめながら呟いたのは、たまたま席を外していた伊瀬だ。近くにいた同僚が彼に事の顛てん末まつを耳打ちして、その顔がますます険しくなる。

「アホくさ……」

　そう言いながら、伊瀬は深くため息をつくと、なんのためらいも見せず、渦中の女性ふたりにスタスタと近づいていく。

「木下さん」

　伊瀬が名前を呼んだ瞬間、弾かれたようにさなえちゃんが顔を上げた。その大きな瞳には、今にも決壊しそうなほどの涙が溜たまっている。

　そんな彼女に、伊瀬は小さく微笑んだ。

「ごめん。それ、俺も手伝ったヤツだよね？　なにか不手際あった？」

「え……伊瀬さん……」

　突然の彼の乱入に、さなえちゃんどころか新庄さんまでもが固まっている。

　私を含め、遠巻きに見ていた同僚たちは、固かた唾ずを呑のんでその様子を見守った。

「新庄さん、すみません。俺、木下さんが遠慮してたのに、無理言って資料作りを手伝ったんですよ」

「え、そ、そうなの……」

「ミスがあったとしたら、もしかしたら俺がやった分かもしれません。木下さんは、いつも丁寧に仕事してくれてますから。なので、この件でなにか話があれば、俺のほうにどうぞ」

　ポカンとしているさなえちゃんの表情を見れば、伊瀬の話はでっち上げだと一目瞭然だ。

　よどみなくスラスラと彼の口から飛び出すのは、ハッタリばかり。さすがに新庄さんも気づくんじゃないの？って、内心ハラハラしながら見つめるけれど……。

「あ、ああそう、伊瀬くんがね……。まあ別に、なにも責任取らせようってわけじゃないのよ、うん。ただ、今後は気をつけてほしいなって」

「そうでしたか。以後気をつけます」

「え、ええ。お願いね」

　新庄さんは、彼の雰囲気に圧倒されてしまっている。

　年齢的な話をすれば、確か新庄さんは私や伊瀬より三つくらい年上だったと思う。でも伊瀬、なーんか貫かん禄ろくあるからなぁ。さすがは〝若〟。

　きっちりマニュアル通りのお辞儀をする伊瀬に若干引きつった笑みを返して、新庄さんは逃げるようにオフィスを後にした。

　ドアが閉まった途端、それまで遠巻きに見ていた男どもが、こぞってさなえちゃんに駆け寄って「大丈夫だった？」「新庄ってキツいとこあるよな」なんて、今さらフォローしている。

　さっきまで完全にビビってたくせに、まったくゲンキンな人たちだ。

「い、伊瀬さんっ。あの、ご迷惑かけてすみませんでした」

「いや、気にしなくていいよ」

　ペコペコ頭を下げるさなえちゃんに軽く片手を上げて、伊瀬が自分のデスクに戻ってきた。

　さなえちゃんは周りに群がる男どもに苦笑を返しながら、新庄さんのようにオフィスを出ていく。

　きっと、今度は安心したせいで涙が出そうになってしまって、それを隠すためにお手洗いにでも行ったんだろうな。

　なんとなく、そう思った。

「さっすが若、グッジョブ」

「……お前までそれを言うか」

　ニヤリと笑ってパソコンの影から声をかけると、伊瀬は呆れたようにため息をつく。

　彼がとったのは、おそらくこの場を収めるのに最善の方法だった。さなえちゃんじゃなくて、自分のせいにしちゃったんだもんね。これでしばらく、新庄さんも大人しくなってくれるといいけど。

「なんか無駄に疲れた。もう帰りたい」

　椅子の背もたれに深く背中を預けて呟く彼は、なんだか遠い目をしている。

　いや、まだ昼間じゃん。バリバリ就業時間じゃん。もう少しやる気見せようよ、若。

「アンタはまた、そんな年寄りくさい……」

「ほっとけ。……俺は、お前が真っ先に飛び出していくもんだと思ったけど」

　椅子に腰を下ろした伊瀬が、小さく首をかしげながら、そんなことを言う。

　私は左手で頬杖をついて、もう片方の手をヒラヒラと振った。

「だって私が出てっても、たぶん余計に新庄さんの反感を買うだけだもん。今後、嫌がらせがエスカレートしたら面倒じゃない」

「へぇ」

　意外にも興味深げな瞳を伊瀬が向けてくるから、なぜか私はちょっとだけ居心地が悪くなる。

「いやまあ、伊瀬が来なかったら正直我慢できてなかったと思うけどさ。でももし、それでまた機嫌損ねて当たり散らされたら、さなえちゃんがかわいそうでしょ？　まっ、私が嫌がらせされる分には全然平気なんだけどね～」

　なんでもないように言ってみせると、伊瀬はなぜかキョトンと目を瞬かせる。だけど次の瞬間、フッと口元を緩めた。

「……嘘うそつけ」

「はっ!?　なにがよ。私だって、いろいろ考えてるんだからね」

「ふっ。ああ、うん、わかったわかった」

「～～っ！」

　なんだかバカにされてるような気がして、思いっきり睨む。

　しかし斜め前にいる人物はそんなことはまったく気にも留めず、やはり涼しい顔でキーボードを叩いている。

　……悔しい。私が言った『さなえちゃんがかわいそう』って言葉を嘘だと思われたんなら、それはすごーく不本意だ。ふんだ、アンタより私のほうがさなえちゃんと仲よしなんだからね！　心配するのだって、当たり前なんだからね！

「伊瀬ハゲろハゲろハゲろ……」

　パソコンの影から恨めしげな視線を送る私に、伊瀬が顔を引きつらせる。

「おまっ、いい歳して最低な呪文唱えるなよ」

「やめて佐久真っち！　俺にまで飛び火しそう!!」

　悲痛な面持ちで乱入してきたのは、伊瀬の隣の席の西にし川かわさんだ。

「あ、サーセン」

　軽ーい調子で一応謝罪すれば、通りすがりの内川さんまで何事かと顔を覗かせる。

「なになに、若がハゲたって？」

「やめてください、内川さん。ハゲてませんから」

「あはははっ！　伊瀬、必死ー」

　真顔なくせに早口で弁解する伊瀬の様子に笑いながらも、ふと考える。

　けどまあ、それでもなんだかんだ、伊瀬は私のことをわかってくれてるんだろうな。

　自然とそう思ってしまうのは、一応私たち、知り合ってから決して短くはない年月の付き合いがあるから、なのかなぁ。




「あれ？　伊瀬は？」

　私がいるデスクの島まで来た先輩社員の浅あさ尾おさんが、空っぽになっている伊瀬の席を見て誰にともなく問いかける。

　その答えを持っている私は、バッグからお財布を取り出しながら口を開いた。

「伊瀬なら、自販機のところで休憩してくるって、さっき出ていきましたよ。私も今行こうと思ってたので、ついでに呼んできますか？」

「あー、助かる。急ぎで見てもらいたい書類があってさ」

「了解です」

　ホッとしたように胸を撫なで下ろして、浅尾さんは自分のデスクへと戻っていった。

　私も席を立ち、お財布だけ持ってマーケティング部のオフィスを後にする。

「……あ、いた」

　エレベーターの近くにある休憩スペースを目指しながら、見覚えのある背中を見つけて思わず呟いた。

　休憩スペースには、向かって左側の壁に自動販売機が設置してあり、その奥にベンチが、これもまた壁に沿うように置いてある。

　伊瀬は自動販売機とベンチの間に立っていて、こちらに背を向けているから、私にはまだ気づいていない。

「伊瀬！」と少し大きな声で呼びかける。

「佐久真」

　振り返った彼の向こう側に、ちょっと意外な見知った人物を見つけた。

「よっす。さなえちゃん、まだ残ってたんだね。お疲れさま」

「お疲れさまです、珠綺さん」

　私の言葉に、ベンチに座っていたさなえちゃんが小さく微笑んだ。その手には、自動販売機の紙コップが握られている。

　さっき定時でオフィスを出た後、ここで伊瀬と談笑していたのだと容易に想像がついた。

　私はわざとらしく口元に右の手のひらを当て、もう片方の手の指先で、伊瀬の肩をつつく。

「みんなのアイドルのさなえちゃんをひとり占めなんて、伊瀬も隅に置けないなぁ」

「うるさいな。佐久真も休憩かよ」

　面倒くさそうに言って、彼は私の手元の財布に目を向けた。

「うん、自販機で飲み物買おうと思って。で、伊瀬のこと、浅尾さんが慌てて探してたよ」

「あー……」

　心当たりがあるのか、首元に手をやった伊瀬が紙コップの中身をグイッとあおった。

　そのタイミングで、さなえちゃんもベンチから立ち上がる。

「それじゃあ、私も帰ります。伊瀬さん、珠綺さん、お先に失礼します」

「うん。お疲れ」

「お疲れさまー。気をつけて帰ってね」

「はい。ありがとうございます」

　紙コップを持ったまま私たちにペコリとお辞儀をして、さなえちゃんはエレベーターのあるほうへ足を向ける。

　遠ざかる背中を見つめる、どこか物言いたげな伊瀬の横顔に、私はなんとなくピンと来る。ツンツンと再びその肩をつついた。

「伊瀬、もしかして……さなえちゃんのこと、狙ってる？」

「はあああ～!?」

　ニヤニヤと笑みを浮かべる私を、勢いよく伊瀬が振り返る。

　な、なに、その反応。

　こっちがびっくりするくらいの大声に、思わず少しだけ身を引いた。

「え、だって伊瀬、お昼もさなえちゃんのことをかばってたし……。気に入ってなきゃ、あんなことできないでしょ？」

「…………」

　伊瀬の無言の圧力をビシバシ感じる。

「ていうか、ふたり、けっこうお似合いだと思う、けど……」

　予想外の反応をされてバツが悪くなり、最後は消え入るようにボソボソ伝える。すると彼は口を半開きにして、信じられないものを見るような目つきでこちらを凝視した。

「ちょ、な、なに、その顔……」

「ホンットに、お前は……いや、なんでもない」

　伊瀬は言いかけた言葉を飲み込むと、「はああああっ」とすさまじく深いため息を吐きながら、ゴミ箱に紙コップを捨てた。そして、チラリと私を一瞥した後、オフィスのほうへ戻っていく。

　ひとり、自動販売機の前に取り残される。

「えぇ……」

　意味わかんない。なんで急に、あんな態度を取るの？　だけど、さっきの伊瀬、いつもみたいに呆れてるっていうより……少し怒ってた？

　私より少しだけ背が低いことはさておき、仕事ができて実は隠れファンが多い伊瀬と、ちっちゃくてかわいらしくて、いつも一生懸命な愛あい嬌きょうのあるさなえちゃん。ふたりならお似合いだなって思ったから、本人にもそう伝えたんだけど……。

「もう、なんなのよ」

　私は伊瀬の真っ白なワイシャツの後ろ姿を見つめながら、誰にともなく呟いた。










若心、彼女知らず




　……ああ、疲れた。

　凝った右肩を左手で揉もみながら、自然とため息が漏れる。

　やっぱり俺、メガネのほうが合ってんのかな。コンタクトにしてから、肩こりがひどくなった気がする。

　オフィスを抜けて向かうのは、この階にある休憩スペースだ。俺が好きな、紙コップで出てくるタイプのミル挽ひきコーヒーの自動販売機が置いてあるから、いつも利用している。

　あと数メートルでたどり着くというところで、ふと視線を上げると、見知った人物の姿に気づき、目を瞬かせた。

「木下さん？」

「っあ、伊瀬さん！　お疲れさま、です」

「うん、お疲れ」

　自動販売機横のベンチに座ってボンヤリしていたのは、先ほどオフィスを出たはずの木下さんだった。

　きっと帰宅前にひと息ついていこうと思ったのだろう。その手の中には、カフェオレのようなものが入った紙コップが握られている。

「伊瀬さんもコーヒーですか？」

「うん。ここの、好きなんだよね」

　そう言いながら、財布を開けて小銭を出そうとすると、なぜか木下さんがパッとベンチから立ち上がった。

「わ、私、おごります！」

「えぇ？　どうしたの、いいよ、そんな」

「あの、今日のお礼に……おごらせてください！」

『今日のお礼』って、たぶん昼休みの新庄さんの件だよな。別に、そんなつもりで助けたわけじゃないんだけど……この子、そういうの気にしそうだしな。問答を続けて話をぐだぐだ長引かせるより、一応ここは素直に受け取っておくべきか。

「……わかった。じゃあ、お言葉に甘えて」

「あ、ありがとうございます！」

　俺がうなずくと、木下さんはパアッと、それこそ花が咲くように表情を明るくさせた。

　ちょっと驚くくらいの反応だ。思わずマジマジと見つめてしまう。

　彼女はバッグから財布を取り出しながら、俺の横に並んだ。

「伊瀬さん、どれ飲みます？」

「悪いね。モカの砂糖七グラムで」

「了解です」

　チャリン、チャリンと小銭が機械を通る音がして、木下さんはボタンまで押してくれた。

　コーヒーがカップに注がれていく音を聞きながら、俺はチラリと隣に視線を向ける。

　それにしても……こうやって並んでみると、木下さんって小さいよなぁ。

　頭のてっぺん、つむじがしっかり見える。

　俺も男としては決して身長は高いほうじゃないけれど、そんな俺から見ても、彼女はとても小柄だ。

　きっと、こういう子のことを、世の男たちは『守ってあげたくなるタイプ』と言うのだろう。

　身近に、俺とここまで身長差がある女性はなかなかいないから、この光景に一種の感動のようなものすら覚える。

　もしこんなことを思っているのを知られたら、またどっかの誰かさんに全力でからかわれるんだろうけど。

「あっ、できました！　はい、伊瀬さんどうぞ！」

　完成したコーヒーをわざわざ取り出し、木下さんが笑顔で手渡してくれる。

「ありがとう」と礼を言って受け取ると、彼女は照れくさそうにはにかんで、再びベンチへと戻った。

　なんとなく俺もその脇に立って、紙コップに口をつける。

　うん、やっぱりこの自販機のコーヒーはうまい。ウチの会社は飲料メーカーだけあって、社内にあるほとんどの自販機は無料で利用できるけれど、この自販機だけ有料なのは、納得できる。いい豆、使ってんだよなぁ。内蔵されている抽出用の機械も、金かかってるし。

「あ、の、伊瀬さん……」

「ん？」

　控えめに俺を呼ぶ声がして、なにげなくそちらに目を向けた。視線の先の木下さんは、膝の上の紙コップをモジモジと両手でいじっている。

「あの……今日は本当に、ありがとうございました。こんな、コーヒーくらいじゃ、全然お礼になってないんですけど……」

「いや、全然いいよ。さっきも言ったけど、俺、この自販機のコーヒー好きだし。むしろ俺はただ勝手に首突っ込んだだけなのに、コーヒーもらえてラッキー」

　言いながらニッと笑ってみせると、ようやく木下さんはホッとしたように肩の力を抜いた。

　昼間のこと、相当気にしてたのか。まあ、真面目な彼女らしいといえば、そうだけど。

「……ありがとうございます。でも、伊瀬さんはホントにすごいです」

「すごい？」

　やけに力の入ったその言葉を、オウム返しに呟いてしまう。

　木下さんは小さく微笑んで、コクリとうなずいた。

「はい。だって、あんな場面見たら関わりたくないと思うのが普通の反応じゃないですか。私だって、今回みたいに自分が当事者じゃなかったら……自分がこの状況をどうにかしようなんて考えられないと思います。だから、ああやって自分が悪者になってまで私をかばってくれた伊瀬さんは……すごい、です」

「……そうかな」

　木下さんの中で自分が過大評価されすぎな気がして、思わず苦笑する。

　ううーん、彼女の言葉がお世辞ではないとすると……この反応は、本意ではない。あんなヒーローまがいのこと、するべきではなかったか。

「俺、そんないいヤツじゃないよ。割と短気で自分勝手だし」

「そんなこと……」

「ああいう理不尽な言いがかりをつけてくる人、嫌いなんだよ。……それに、俺はただカッコつけなだけ」

　背後にある自動販売機の側面に背中を預けて話しながら、思わず自嘲的な笑みが漏れた。

　なにか言いたげに木下さんがこちらを見上げているような気がしたけれど、ふと思い立ったことがあり、また口を開く。

「そうだ。さっきアイツも飛び出すところだったよ」

「え？」

　キョトンと木下さんが首をかしげる。

　……ああ、これだけじゃわかんないよな。

　自分に内心、苦笑しながら、言葉を続けた。

「例の、昼休みの話。で、『アイツ』ってのは佐久真のこと。あのとき、自分が出ていくことで今後木下さんにまた迷惑がかかるかもって考えて、思いとどまったみたいだけど。佐久真、木下さんのこと相当かわいがってるからさ。俺に出ていかれて、ホントは悔しかったんじゃないかな」

　なにげないふうを装って、俺は淡々と話す。

　無言で俺の話に耳を傾けていた彼女だったけれど、そこでクスリと笑みをこぼした。

「あはは。あのとき珠綺さんが知らん顔してたなんて、そんなこと思ってないですよ」

「そう？　ならいいけど」

「はい。私も珠綺さんのことは大好きですから。ちゃんとわかってるつもりです」

　口元に笑みを浮かべたままハッキリした視線をくれる木下さんに、密かに胸を撫で下ろす。

　そうか。余計な気、回しすぎたかな。

　どうやら俺の同期は、この年下の女の子と、俺が思っていた以上に深く友好な信頼関係を築いているらしい。

　まあ、誰にでも明るく接することができて、裏表のないアイツのことだから、まったく予想外のことでもないんだけど。

　さっきまでより心なしか軽い気持ちで、またコーヒーを口に含む。

　すると木下さんは、なにか考え込むようにうつむいた。そんな彼女の変化に気づき、思わず首をかしげる。

「木下さん？」

「……あの。さっき伊瀬さん、自分はカッコつけだって言ってましたけど……」

　顔を上げた彼女と目が合う。その瞳の奥に、戸惑いや悲しみ、そしてなにか確信めいたものを見た気がして、ギクリと胸が騒いだ。

「それ、が、なに？」

「伊瀬さんが、格好つけたいのって……それ、って……」

「伊瀬！」

　突然、会話に割り込んできた聞き慣れた声に、ハッとして振り返る。見ると、オフィスのある方向から、佐久真が片手を上げながら近づいてくるところだった。その手には、赤くて細長い財布が握られている。

「佐久真」

「よっす。さなえちゃん、まだ残ってたんだね。お疲れさま」

　すでに帰宅したと思っていた木下さんがまだ社内に残っていたことを、意外に思ったのだろう。

　そう声をかけた佐久真に、「お疲れさまです、珠綺さん」と木下さんが微笑みながら返す。

　すると佐久真は、ニヤニヤと笑みを浮かべて俺の肩をつついてきた。

「みんなのアイドルのさなえちゃんをひとり占めなんて、伊瀬も隅に置けないなぁ」

「うるさいな。佐久真も休憩かよ」

「うん、自販機で飲み物買おうと思って。で、伊瀬のこと、浅尾さんが慌てて探してたよ」

「あー……」

　そういや、見てもらいたい書類があるって言ってたな。待たずに休憩来ちまった。

　紙コップの底に残っていたコーヒーを飲み干して、クシャリと握り潰す。

　そこで木下さんが、バッグを肩にかけながら立ち上がった。

「それじゃあ、私も帰ります。伊瀬さん、珠綺さん、お先に失礼します」

　笑みを浮かべる彼女に、俺はうなずく。

「うん。お疲れ」

「お疲れさまー。気をつけて帰ってね」

「はい。ありがとうございます」

　お辞儀をして去っていく彼女の手には、紙コップが握られたままだ。

　どうせなら、飲み切ってから行けばいいのに。そんなに早く、この場を去りたかったのか？　……もしかして、俺に気を遣ってる？

　そこまで考えて、思わず苦笑が漏れそうになる。

　あの子は……気づいて、るんだろうな。まあ、俺も別に、頑なに隠してるつもりもないんだけど。ちょっとやそっとじゃ、どうせ気づかないからな、本人が。

　木下さんの後ろ姿をボンヤリ眺めていたら、隣から不ぶ躾しつけな視線を感じる。

　なんとなく嫌な予感がしながらも、目線だけ動かしてそちらを見やると、さっきと同じようにニヤニヤ笑いの佐久真が、また同じように俺の肩をつついた。

「伊瀬、もしかして……さなえちゃんのこと、狙ってる？」

「はあああ～!?」

　思った以上に大きく漏れた声に、ビクリと佐久真が肩を震わせた。軽く俺と距離を取りながら、彼女が続ける。

「え、だって伊瀬、お昼もさなえちゃんのことかばってたし……。気に入ってなきゃ、あんなことできないでしょ？」

「…………」

　マジか。あの行動だけ見て、そこまで断定するのか。鈍感女王、恐るべし。

「ていうか、ふたり、けっこうお似合いだと思う、けど……」

　話しながら、だんだん語尾が小さくなっていく佐久真を、思わず無言でガン見する。

　……こんな鈍感って、アリか？

　自分に向けられている好意に気づかないのはともかく、あまつ俺が木下さんを狙ってるとか……。どんだけ俺のこと、眼中にないんだよ。驚きを通り越して、いっそ悲しくなってくるぞ。

「ちょ、な、なに、その顔……」

「ホンットに、お前は……いや、なんでもない」

　つい漏れ出そうになった『鈍感』のひと言を、すんでのところで呑み込んだ。

　言ったところで、『なんで？』と尋ねられてしまえば、それはイコール、俺の佐久真に対する恋愛感情を暴露するしかなくなってしまうからだ。

　ため息交じりに、紙コップを捨てる。

　知ってたけど、佐久真の鈍感は。……知ってたけどな、うん。

　チラリと再び佐久真に視線を向けてみれば、訳がわからないといった表情でキョトンとしている。

　そんな彼女から顔を背けて、俺はオフィスへと足を向けた。




　　　＊　＊　＊




　佐久真のことを意識し始めたのは、もう、ずっと前のことだ。

　ここ、ブルーバードに入社してすぐにあった新入社員研修の初日。帰り道に、偶然会った佐久真と話をしたのをきっかけに仲よくなった。危なっかしい子だな、と最初に思ってから、彼女から目が離せなくて、顔を合わせる機会があるたびに、どんどん気になっていった。

　気づいたときには、もうどうしようもなく、佐久真は俺の中で特別な存在になっていた。

　そんな彼女の鈍感女王ぶりを再確認した休憩スペースでの出来事から、約一週間が経った、ある日。

「あれ、伊瀬くんだ。お疲れさま」

　十階のエレベーターを降りたところで、ポンと後ろから誰かに肩を叩かれた。振り返った先にいたのは、先日、佐久真と一緒にいるときに遭遇した以来に顔を見る宇野さんだ。

　思わず顔を歪めそうになってしまうのをなんとか堪えて、俺は会釈する。

「宇野さん。お疲れさまです」

「この階にいるってことは、会議室？」

「はい。宇野さんもですか？」

「いや。俺はちょっと、総務に野暮用」

　ニコリと微笑む彼の背後に、きらびやかな花や後光が見える気がする。

　宇野さんは『ブルバ本社の王子様』とか言われている長身の美形で、佐久真が以前いた量販営業部の先輩。そして、佐久真と付き合っている男でもある。正直言って、社内で一番会いたくない人物だ。

　俺の心情を知ってか知らずか、にこやかな表情で宇野さんは続ける。

「忙しそうだね、マーケティング部のエースは。評判は量販営業部にまで届いてるよ」

「まだまだ未熟で至らないところだらけです。宇野さんこそ、量販営業部のエースでしょう」

　ていうか俺、これから打ち合わせなんだけど。こんなところで立ち止まって、薄ら寒い褒め合いをしてる場合じゃない。それに宇野さんデカいから、見上げるの大変なんだっての。床に這はいつくばってくれればいいのに。

　内心のどす黒い感情は無表情に隠して、当たり障りのない雑談を繰り広げる。

　すると不意に、「ふふ」と宇野さんが笑った。

「ごめんごめん、引き止めすぎたね。そんな怖い顔しないでよ」

「……怖い顔なんてしてませんよ。ブルバ本社の王子様に引き止めていただけるなら、光栄です」

「ふふ。まあ、わざとだけどね」

　一見無邪気っぽくニコリと微笑んで首をかしげる宇野さんに、思わず青筋が浮かぶ。

　このクソうろん野郎……。

　前から思っていたけど、この人は絶対、俺の佐久真に対する気持ちに気がついている。その上で、俺をからかって遊んでいるのだ。

　くっそ。能天気佐久真も騙だまされてるんじゃないのか、この腹黒うろん野郎に。

「そろそろ俺も行こうかな。伊瀬くんが会議に遅れたら、かわいそうだし」

「……お気遣いありがとうございます」

　堅い口調でそう言えば、満足げに笑った宇野さんがヒラリと片手を振る。

「またね、〝若〟くん」

　最後まで口の減らない人だ。身長縮めばいいのに。

　宇野さんが上りの矢印がついたボタンを押すと、すぐにエレベーターは口を開いた。

　とっとと乗り込むのかと思いきや、ドアを片手で押さえながら、宇野さんはクルリとこちらを振り返る。

　笑みを形作るその顔を、怪け訝げんに思いながら見返すと……。

「そんな、怖い顔しなくてもさ。……君の望みは、もうすぐ叶かなうと思うよ」

「は、どう――」

　どういうことか、と俺が口を開くより先に、宇野さんは意味ありげな微笑だけを残して、エレベーターの分厚いドアの向こうへ消えた。

　……なんなんだよ、あの人。ホント訳わからない人だな。俺の望みが、叶う？　なにそれ。どういうことだよ、いったい……。

「はあ」と、思わず大きなため息をつく。

　そういえばさっき、宇野さんと話してるときに経理の青木が通りかかったな。同期内で、佐久真と一番仲がいいヤツ。俺を見る、あのものすごく残念そうな目はなんだよ。アイツも大概失礼なヤツだよな。

　ガシガシ頭を掻いて、再びため息をつく。

　わかってんだよ、自分の不毛具合は。宇野さんと佐久真が並ぶ姿を見るたび、そこは自分のポジションじゃないのだと思い知らされて、俺は打ちのめされている。それでも、だからって……簡単に諦められるような気持ちでも、ないんだ。




　宇野さんのせいでささくれ立った心がようやく落ち着いた、定時間際のこと。

「……合コン、ですか？」

　訝いぶかしげな俺の言葉に、満面の笑みを浮かべた西川さんがコクコクとうなずいた。

　西川さんは、二歳年上のマーケティング部の先輩だ。気さくでいい人なのはわかるんだけど、年がら年中『ああ～、彼女が欲しい～』と嘆いている、ちょっと残念な人。

　そんな西川さんに突然、喫煙ブースの前で呼び止められて、なんの話かと思えば……合コンですか、そうですか。

「日程は今週の土曜日、相手は近くの会社に勤めてるＯＬさんたち！　男側は全員ブルバで揃そろえてんだけどさぁ～、あとひとり、どうしても足りねんだよ。な、だから若殿どうかなって！」

　さっきまで喫煙ブースでタバコを吸っていたのか、なんとなく西川さんの周りが煙たい。バレないように身を引きながら、俺は若干距離を取った。

　ていうか、今さらながらこの人、一応後輩の俺に『殿』とか付けて呼ぶことに、まったく抵抗ないんだろうか。

「せっかくですけど、お断りします。土曜日は用事が……」

「とか言って、いっつも若殿断るじゃねーかよ。いいだろ、一回くらい～。お前が女を口く説どこうとするところ、見てみたいし！」

「…………」

　口説こうにも、まずそこまでの段階に行かないんですけどね。相手がまったく自分のことを意識してないから。

　ポワンと無意識に思い浮かんだ能天気な笑顔を、頭上で右手をパタパタさせることで消し去る。

「？　若殿、なにやってんの？」

「いえ、別に……」

　ホント……自分で考えて、悲しくなるな。

　そこで西川さんが、俺の背後に目を向けて「あっ」と声を上げた。何事かと俺が振り返る前に、視線の先へブンブンと手を振る。

「おーい、佐久真っち～！」

「……っ」

　声に釣られてバッと後ろを振り返ってみれば、なにやら青いファイルを持った佐久真が、こちらに近づいてくるところだった。残り数メートルはやや小走りに、彼女は俺たちの前へとやってくる。

「お疲れさまでーす。西川さん、まーたここですか」

「そんな厳しいこと言うなよー、佐久真っち」

「あはは。伊瀬、珍しいねぇ、ここにいるなんて」

　佐久真は俺のタバコ嫌いを知ってるからか、微笑みながら小さく首をかしげた。

「まあ……」

　言葉を濁す俺の目の前で、空気を読まない西川さんがこの場に爆弾を落とす。

「なぁ、佐久真っちからも言ってやってよ。若殿さぁ、何回合コンに誘っても乗ってくれないんだぜ～？」

「へ？」

　パチパチと佐久真が目を瞬かせた。

　西川さん……アンタ少し黙っててくれないかな。

　ふたりからは見えない位置でグッとこぶしを握りしめる俺に気づくことなく、万年色ボケ西川はさらに続ける。

「今回の相手もさぁ、なかなかレベル高いと思うのよ。勤めてる会社、『ジェリービーンズ』らしいし」

「ああ、あの大手下着メーカーの」

「そうそう。そういうとこで働いてるってことは、いろんな種類の下着持ってそうじゃん！　なんかもう、そういうの想像するのも興奮するよな～！」

　くたばれ西川。そして、永遠によみがえるな。

　社内外の人が多く行き来する、喫煙ブース前の廊下。そこで堂々と下ネタを披露するこの男が、自分の部署の先輩であるとは、にわかに認めがたい。そして一番、許しがたい点は、それを女の――佐久真の前で、なんの気遣いもなく言ってしまうことだ。

「うわぁ、西川さん……。私の中で今、西川さんの株が絶賛急落中です」

「なんだよ、男だったら誰でも考えるだろ～！　あれだよな、黒いレースとかいいよな！　純白もそそるけど！　で、そういう佐久真っちは、どんなのが好みよ？」

「そうですねぇ、私は……って私、女ですから！　一応！」

　ノリツッコミをする佐久真に、やはり西川さんはおかしそうに笑う。

「あっはっは、だってお前、背もあるし男友達といる感覚なんだよな～」

「え～、西川さんの友達はやだなぁ～」

「おいお前、どういうことだよ、それは！」

「そのまんまの意味ですぅ」

「なんだとコラー！」

　ワイワイとやり取りをするふたりを前に、またギリッとこぶしを固く握りしめる。勝手な受け取り方だとわかってはいるけれど、徐々にどす黒い気持ちは募っていった。

　内心のイラ立ちを隠し、己を落ち着かせるために息を吐いて、ちょうどできた会話の隙間に「あの……」と声を挟む。

「俺やっぱり、合コンは行きません。他の人をあたってください」

「えー、やっぱ若殿はダメかぁ」

「はい。せっかくですけど――」

「なんで？」

　きっちり断ろうとしていた俺の言葉を遮って、佐久真の声が会話に割り込んできた。

　見ると、本当に不思議そうな表情で、俺の顔を覗き込んでいる。

「伊瀬、付き合ってる人いないじゃん。お試しにでも、行ってみればいいのに」

「お、言ってやって、佐久真っち！」

　いたって軽い調子で話す佐久真に、西川さんが乗っかる。

　俺はとっさに言葉を返すこともできず、ただ硬直したまま、彼女の顔を見つめるだけ。

「実はね、私も量販営業部のときの先輩に、合コンのセッティング頼まれてるんだよねぇ。伊瀬連れてきてって」

「は……」

　ヘラリと笑う佐久真に、間抜けな声が漏れる。

「伊瀬、実はけっこう人気あるんだよ～？　私、同期だからって、みんなにうらやましがられるんだから」

　……なんだ、それ。お前が、それを言うのか。『お試しにでも』？　どうせ好きになれる人なんていないと、自分でもわかっているのに？　『人気がある』？　そんなの、ただひとり振り向いてほしいヤツに見てもらえないんじゃ、なんの意味もない。

「うっわー許せねぇ！　やっぱコイツ、合コンに連れていきたくないわー！」

「えっちょっ、西川さん横暴」

　うがーっと両手を上げて俺を罵る西川さんに、佐久真が引きつった顔でツッコむ。

「悪いけど……」

　再び騒ぎ始めたふたりにハッキリ聞こえる音量で、俺は口を開いた。

「悪いけど、俺は行かない。佐久真のほうも、そう伝えといて」

「えっ。……あ、うん」

「じゃあ俺、急ぐから」

　佐久真に視線を向けるのもそこそこに、俺は踵を返して歩きだした。

　完全に背を向ける直前に見えた、困惑したような表情の佐久真の顔を頭の中から追い払う。

　わかってる。佐久真が俺に、なんの特別な感情も持っていないことくらい。ただグズグズ想っていたところで、この先ずっと、佐久真が俺のことを好きになることはないんだって。……ああ、くそ。わかってたこと、だけど……ああも正面から、興味ないって思い知らされると、こたえるな。

「『なんで』じゃねぇんだよ、鈍感……」

　それでもきっと、今の俺は佐久真以外を好きになれない。どんなに苦しい思いをしても、どんなに脈がないとわかっていても。

『今年も私の勝ちね！』

『ありがと、伊瀬。やっぱり伊瀬は、頼りになる』

　思い出すのは、佐久真が俺に向けてくれた笑顔。

　彼女があんなふうに笑ってくれるのは、俺が、たまたま近くにいる同い年の同僚だから。きっとただ、それだけのことなのだ。

　同僚としてでも、そばにいられたら。仕事仲間としての笑顔を向けられたら。俺はそれだけでいいんだと、納得してしまっている。拒否されて今までのような関係でいられなくなってしまうなら、今のままでいい。多くは望まないと、自分で決めてしまっている。

　宇野さんのことを腹黒うろん野郎だなんて言いながら、腹の中に隠している気持ちがあるのは、俺だって同じなのだ。










触れた指先




「佐っ久間～」

　バッシーンという効果音が聞こえてきそうな勢いで、廊下の前方から駆けてきた人物が、私に見事なエルボーをくらわせてきた。

　完全に油断していたところへの攻撃に、思わず「ごふっ」と、私の口から女子とは到底思えないうめき声が漏れる。

「な、菜な々な子こさん……クリーンヒットです……」

「あっ、悪い悪いー。昨日また夜通しＤＶＤ観てて、今日テンションおかしいんだわ！」

「またプロレスのＤＶＤですか……」

　ううー、痛い。まさかこんなところで、菜々子さんに出くわすなんて……。

　たった今エルボーをくらったばかりの胸元をさすりながら、私は先ほどの衝撃で床に落としてしまったスマホを拾う。

　百六十センチくらいの菜々子さんの身長だと、ちょうどいい具合に私に技が決まるんだよね。まったく、菜々子さんのプロレス好きにも困ったものだ。しかも、おそらく菜々子さんは、私が長身なのをいいことに容赦なく技をかけてきてる気がする。そこそこ背が高いけど、私だって一応オンナノコなんですよ……。

「けほ」と一度咳せき払いをしてから、改めて菜々子さんへと向き直る。

「で、菜々子さん。廊下の向こうから私にわざわざ駆け寄ってきたのは、エルボーするためだけですか？」

「チッチッチ、それだけじゃないんだなぁ～」

「へぇ～」

　かわいらしくウインクをしながら人差し指を振ってみせる彼女に、やっぱり今日もテンション高いなぁ、と思ってしまう。

　いや、私もよく『佐久真さんは元気だね～』とか言われたりするけど、菜々子さんはなんていうか別格だ。いつも無邪気で楽しそう。

「『へぇ～』って、気のない返事だなぁ！　こないだ頼んだ件、どうなったか聞きたかったの!!」

「ん？　こないだ頼んだ件？」

「〝若くん〟を、合コンに連れてきてって！」

「……ああ」

　話の合点がいって、つい苦笑が漏れる。

　先日私に、伊瀬をメンバーに含めた合コンのセッティングを頼んだ量販営業部の先輩というのが、実はこの菜々子さん。彼女は〝若くん〟こと伊瀬を、たいそうお気に召しているらしい。

　さすが、タイミングいいなぁ。その話なら、つい昨日、本人にしたばかりだ。

「あはは、ダメでした。伊瀬、合コンとか興味ないみたいで」

「えーっ!?　なんだぁ、残念～」

　不満げに唇をとがらせて、菜々子さんが私を見上げる。

「若くんって、彼女いないんでしょ？　それでもダメなんだ」

「はい……。お役に立てず申し訳ないです」

「え～ショック～。今夜はまたプロレス祭りで憂さ晴らしかなぁ」

　菜々子さん、また観る気か……。明日はさすがに、社内で遭遇したくない。

　ヒラヒラと手を振って菜々子さんと別れながら、明日は量販営業部のオフィスがある階には近づくまいと固く心に誓う。

「ふう」と小さく息をついてから、私はオフィスに戻るべく足を進めた。

　伊瀬って、彼女いないよね。どうしてあそこまで頑なに、私や西川さんの話を断ったんだろう。確かに伊瀬は真面目だけど、そこまで融通のきかない人間でもない。先輩の誘いともなれば、仕方なくでもオーケーするような気がするんだけど……。

『悪いけど、俺は行かない。佐久真のほうも、そう伝えといて』

　ふと思い出すのは、ああ言ったときの伊瀬の表情。

　伊瀬、なんかあのとき、ちょっとだけ悲しそうだった。

　気のせいかもしれないが、私にはなぜかそう見えた。そして、あのときの彼の表情を思い出すと、どうしてか胸の中がモヤモヤする。

　仕事中はいつもポーカーフェイスで、隙のない伊瀬。それでも私は、伊瀬のあの顔を今までにも何度か見たことがあるような気がする。

　いつだったっけ。どんなときだったっけ。伊瀬が、あんな顔をする理由は……？

「えー！　おいそれ、どうしちゃったんだよ！」

　私の思考を切り裂くように大きな声が聞こえて、思わずそちらに顔を向けた。

　廊下の端にいるふたりの男性社員が、なにやら盛り上がって話をしている。

「ふふん、似合う？　似合う？」

「いや、別に似合う似合わないの感想はねぇけど……いきなりどうしたんだよ。昨日までボサボサ頭だったくせに！」

「ひでーヤツだな。昨日仕事終わりに美容室行ってきたんだよ！」

　どうやらアイドルみたいな髪型をした男性が、いきなりイメチェンをしてきたらしい。あけすけな言い方をしている男性が、イメチェン男性の言葉にさらに目を剥く。

「美容室!?　いっつも自分でテキトーに切ってたお前が!?　いったいどんな風の吹き回しだよ」

「ふふん、恋をすると人は変わるのサ！」

　……恋!?

　イメチェン男性のセリフを聞いた瞬間、私の頭の中を稲妻のような衝撃が走った。

　そうか、恋か！　もしかすると伊瀬は好きな人がいるから、私や西川さんの話を断ったんじゃないの？　だとすれば、あのときの伊瀬のなんだか悲しそうな表情も、納得できる。きっと伊瀬、まだ片思いなんだ。だから、あんな顔をしてたんだ。

　ちなみに、私にこの推論を気づかせてくれた男性ふたりの会話は、あけすけ男性の「キモい」のひと言ですでに強制終了している。

　他人事ながら容赦のない人だ。

　私はエレベーターの下りボタンを押すと、階数表示をボンヤリと見上げた。

　そっか……伊瀬、好きな人がいるんだ。

　まだ勝手な想像の段階だけど、私はすっかりその気になってしまう。

　いったい、どんな人なんだろう。伊瀬が好きになる女性。この前さなえちゃんのことを尋ねたときは、否定されたからな。てことは、さなえちゃんではないのかなぁ。あ、でも、もしホントに好きだとしても、素直に言うとは限らないよね？　伊瀬のことだから、誰にも言わないで隠すかも。

　そんなことを考えていたら、チクンと小さく胸が痛んだ。

　自分でもそれに驚いて、思わず右手を胸に当てる。

　……あれ、私、なにに傷ついてるんだろう。伊瀬が私に、好きな人がいることを教えてくれなかったから？　さみしい、のかな。

　けどまあ、これはまだ私の想像の域の話だ。実際に、伊瀬に好きな人がいるとは限らない。

　でも、もし本当に、伊瀬が誰かに恋をしているのだとしたら……。それなら、合コンだって行く気にならないよね。私は、伊瀬には自分の好きな人とちゃんと幸せになってもらいたいよ。伊瀬は、大切な仕事仲間だもん。




「ねぇ。伊瀬って、恋してるの？」

　――ガタゴツガタンッ！

　自分のすぐそばで尋常じゃない音がしたから、私は驚いて目を丸くした。オフィス内の同僚たちも、何事かとデスクから顔を上げている。

　そして私の視線の先では、伊瀬が自分の顎を両手で押さえながらうつむき、声にならない声を上げて悶もだえていた。

「だ、大丈夫？」

「う……」

　オロオロと両手をさまよわせながら尋ねてみれば、彼からはうめき声しか返ってこない。

　このタイミングで聞いたのはまずかったかな、と私は今さらながら、シュンと肩を落とした。

　ちなみに、つい先ほど起こった一連の出来事を整理すると、こうだ。

　一．オフィスに戻ったら、伊瀬が頬杖をつきながらパソコンの画面を眺めていた

　二．私、他の人の視線が向いてないことを確認してから、伊瀬の傍らに中腰になる

　三．怪訝な顔をする伊瀬の耳元へ内緒話をするように片手を当て、小声でこっそり冒頭の言葉をささやく

　四．伊瀬、なぜか手のひらから顎を滑らせ、そのままキーボードやらデスクやらに顔面から激突

　五．私が突然の出来事にうろたえている間、伊瀬、痛みに悶える

　……私、話すタイミングを完全にミスった。

「い、伊瀬？　ホントにだいじょう――」

「佐久真。ちょっと来て」

　ようやく顔を上げた伊瀬は若干涙目で、それに驚いているうちにあっさり片手を掴まれた。早足で歩く彼にグイグイ手首を引かれ、私たちはオフィスを後にする。

　伊瀬が立ち止まったのは、いつもの休憩スペースだ。彼が好きなコーヒーの自動販売機があるところ。

　そこまで来た途端、掴まれていた手首はパッと解放された。

　自動販売機に背を預け、腕を組んだ伊瀬が私を半眼で見つめる。

「……で？　なに、さっきの」

「う、ご、ごめん、タイミング悪くて……。あの、痛かったよね？」

「痛かったよ。痛かったけど、それよりなんなんだよ、あの質問は」

　そう言ってキロリと私を睨む伊瀬の顎は、この位置から見ても少し赤くなっている。

　ああ、私ったら伊瀬のキレーなお顔になんてことを……。

「佐久真？」

　黙ったままの私に焦れたのか、彼がいつもより強めに名前を呼ぶ。

　伊瀬の切れ長の瞳に見つめられると、嘘やごまかしがきかないような気がする。

　自分の迂う闊かつさに、情けない気持ちになりながら、私はポツポツと話し始めた。

「え、えっと……伊瀬、昨日、私と西川さんの誘いを断ったでしょ？」

「誘い？」

「ほら、ご、合コンの……」

「ああ……。で、その合コンの誘いを断ったから、なんだって？」

　合点がいったようにうなずき、彼は再び私に鋭い視線を向けて、話の続きを促す。

　ていうか、なんか今の伊瀬、普段以上に威圧感があって、ちょっと怖い。私、別に後ろめたいことないよね？　なのになんで、こんなに緊張してるんだろう。

「そう、で……なんで伊瀬は、あんな頑なに合コンの話を断ったのかなって、考えてて」

「……うん」

「それで、だから……もしかしたら伊瀬に、好きな人がいるんじゃないかなぁ、と」

　ようやく言い切って、恐る恐る顔を上げる。伊瀬は思いっきり眉を寄せて、こちらを睨んでいた。

　だ、だから、怖いってば。なんでそんな、怖い顔してんの!?

「……それで？」

「え？」

　ビクついて涙目になりそうな自分を堪えていたら、不意に言葉が投げつけられた。

　やっぱり伊瀬は腕を組んで、私を鋭く見据えている。

「俺に好きな人がいたとして、それが誰か、わかったわけ？」

　言いながら、彼は口元を少しだけ緩めた。嘲笑とも思えるそれに、コクリと唾を飲み込む。

　伊瀬の前で、こんなに緊張をしたのは、初めてかもしれない。

「……わかんないよ。だから直接、聞いたんだけど」

　目を逸らさないように、まっすぐ伊瀬を見つめながら言った。

　そこでようやく、彼のまとう空気がフッと軽くなる。

「……ま、そうだよな。佐久真はそういうヤツだよな」

　口元に、今度はホントの笑みを浮かべて、伊瀬が自動販売機に預けていた体を起こす。

　……なんか、褒められてる気がしない。

　そんな思いでジトリと目を向ければ、なにかを察したらしい伊瀬が「褒め言葉だから」と笑った。

　子ども扱いされているような気がして、思わずムッと唇をとがらせ、うつむく。

　そんな私の頭を、ポンとひとつ、伊瀬が叩いた。

　彼が私にそうやって触れるなんてことは初めてで、驚いた私は顔を上げる。

「合コンの話を断ったのは、気が乗らなかっただけ。ただそれだけだ。……好きなヤツなんて、いないよ」

　そう言って微笑んだ伊瀬の顔が、やっぱり少し悲しそうに見えてしまうのは、私の気のせいなのだろうか。

「戻るか」と言って歩きだした彼の隣に並んで、その横顔を盗み見る。

　切れ長の瞳。通った鼻筋。薄い唇。サラサラの黒髪。伊瀬の性格をそのまま表したみたいな凛りんとした顔立ちが、私は好きだ。

　そんなことを言ったら、この〝若様〟は思いっきり眉を寄せて、不機嫌そうに『バカなこと言うな』なんて呟きそうだけど。

「……伊瀬、やっぱりここ、少し赤くなってる」

　少しだけ首を傾けて、伊瀬の顔を覗き込むようにしながら、触れるまではしないまでも、彼の顎にそっと手を添える。

　やってしまってから、あ、振り払われるかな、と頭の片隅で思ったけれど……。

　予想外に伊瀬は、そのまままっすぐ私の目を見返してきた。

　思わず足を止めてしまう。同じように、伊瀬もその場に立ち止まった。

　私たちは、背の高さがあまり変わらないから、こうして並んで立つと、必然的に顔が近くなる。

　――ドクン。

　心臓が大きく鳴る。焦った私は、彼に添えた手を引っ込めようとした。だけど、それを自分よりももっと大きな手に阻まれる。

「どこ？」

　しっかりと手を握られながら尋ねられて、息が詰まった。

　伊瀬はそのまま、先ほど私がしたように少しだけ首を傾けて、私の顔を覗き込む。

「こ、ここ……」

　伸ばした右手は掴まれたまま、伊瀬の唇の左下あたりに指先で触れた。

　彼は視線だけを動かして私が触れている位置を確認すると、掴んでいた手をパッと放す。

「ああ、思っきし打ったからな。どっかの誰かさんが、いきなり変なこと言うから」

「そ、それは、ごめんってば」

「ふ、冗談。別にいいよ、顔に傷できたって、俺、女でもないし」

　軽く笑みを浮かべながら、伊瀬は再び歩きだした。

　少し遅れて私も足を動かしたけれど、今度は隣ではなく、斜め後ろを歩いた。

　彼には気づかれない位置から横顔を盗み見ながら、少しだけ熱くなってしまった自分の頬に左手を当てる。

　先に近づいたのは私からだったのに、伊瀬に同じことをされたら、逆に自分のほうが気恥ずかしくなってしまった。

　もう一度だけ、まっすぐに前を向く彼の横顔をチラリと見つめる。

　……伊瀬は、さっきの距離に、なんとも思わなかったのかな。

　彼に握られていた右手は、ほんの少しだけ震えていた。










個人レッスンはお手やわらかに




　横断歩道まであと数メートルというところで、歩行者用の青信号が点滅を始める。

　潔く信号横で立ち止まり、「ふう」とひとつ息をついた。

　今日は、日差し強いなぁ。帽子、かぶってくればよかったかも。

　そんなことを考えながら、私は隣に立つ人物をチラリと見上げた。

「私、実は『霞かすみヶが丘おかウォーターパーク』って、量販営業部の仕事で行ったことしかないんですよ～」

「あ、そうなんだ？　まあ俺も、ここしばらくは仕事でしか行ってないかな」

　笑みを浮かべて返してくれたのは、私より頭ひとつ分高い位置に顔がある宇野さんだ。

　すると今度は私の反対隣から、かわいらしい声が会話に混じってくる。

「実は……私も、今まで行ったことないんです」

「あ、さなえちゃんも？　一緒だー」

「はい」とうなずくさなえちゃんの向こう側、腕を組んで立っている人物と顔を合わせるために、ヒョイと上半身を前に倒した。

「伊瀬は？」

「……俺も。行ったことはない」

「あはは。意外と行かないもんだよね」

　四人中、三人は遊びに行ったことなしか。

　そんな結果に、宇野さんが苦笑した。

「なんだ、ウチのお得意様だってのに、みんな薄情だなぁ」

　六月最後の日曜日。現在時刻は十三時半。

　なぜこの異色メンバー四人が、会社から数駅離れた場所にある横断歩道前に並んで立っているのかというと……。

　話は、数日前にさかのぼる。




「――霞ヶ丘ウォーターパーク、ですか？」

《うん、そう》

　電話口の宇野さんがフワリと笑う気配がする。

　私は右手に持っていたスマホを左手に持ち替えて、ベッドにポスンと腰を下ろした。

「ウォーターパークといえば、宇野さんとよく営業に出かけましたね。なんか、懐かしいなぁ」

《ふふ、そうだね。今も、担当してくれるのは川かわ上かみチーフだよ。相変わらず元気》

「あはは。私、あの人と話すの好きでした」

　霞ヶ丘ウォーターパークは、屋内にある温水プールが人気の、大型アミューズメントパークだ。ブルーバードからも割と近い場所にある。

　温水だから一年中やっているし、自分の知り合いからプールで遊んだという話を聞けば、大概そこの名前を挙げていたように思う。

《こないだ偶然、営業の出先で川上チーフに会ってさ。話の流れで、今度会社のヤツらと一緒に行きます的なこと言っちゃったんだよね》

「おお、そうなんですね」

《うん。まあ、あそこにはいつもお世話になってるし。もしよかったら今週の日曜日、珠綺ちゃん一緒に行ってくれないかなって》

　なるほど。営業としては、そういう些さ細さいな口約束もないがしろにはしたくないよね。

　その気持ちはよくわかるので、私は相手に見えないとわかっていても、コクリとうなずいた。

「わかりました。もちろん、ご一緒させていただきますー」

《よかった、ありがとう。きっと川上チーフも喜ぶよ》

「えへへ。私も久しぶりにお会いしたいですし」

　チーフという立場ながら、自らフードコートの店頭に出て元気に働いていた中年の男性の顔を思い浮かべる。

　考えてみれば、遊ぶ目的ではウォーターパークに行ったことなかったなぁ。今さらながら申し訳ない。

《それで、珠綺ちゃん。『会社のヤツらと』なんて言っといて、ふたりだけなのもアレだから、他にも誰か誘いたいんだけど》

「あー、人数多いほうが楽しいですしね」

《うん。で、相談なんだけど……珠綺ちゃんのほうで、伊瀬くんを誘ってもらえないかな？》

「え？　伊瀬、ですか？」

　意外な人物の名前が挙がって、思わず聞き返してしまった。

《ふふ》と、電話口で宇野さんが小さく笑う声がする。

《うん。俺、前から伊瀬くんとはゆっくり話してみたいと思ってたんだよね。量販営業部のメンバーは、ノリがいいヤツは既婚者ばかりで誘いにくいし……。俺の同期も、珠綺ちゃんは面識ないから微妙じゃない？》

「やー……まあ、私は別に構わないんですけど」

　自分では、割と年上の人ともうまくやれるほうだと思っている。だから、初対面の宇野さんの同期と一緒だとしても、それはいいんだけど……。まさかここで、彼の口から我がマーケティング部の〝若〟の名前が出てくるとは。けど、まあ、宇野さんがわざわざ指名してるわけだし……。

「わかりました。明日、伊瀬に聞いてみます」

《よろしくね。男女の数合わせるなら、あともうひとり、女の子がいるといいかな。珠綺ちゃんの友達誘いなよ》

「え、いいんですか？　なら、誰か声かけときます」

《うん、お願いね》

　その後もいくつか会話をして、私は電話を切った。

　そのまま後ろにバフッと倒れ込み、「うーん」と両手を上げて伸びをする。

　宇野さん、伊瀬のこと気に入ってるよなぁ。なんか、やたら絡みたがるし。優秀な人材同士、なにかと波長が合うのかもしれない。ていうか伊瀬、オーケーしてくれるかなぁ。よし、いざとなったら、宇野さんの先輩命令振りかざそっと。

　そんな勝手なことをこっそり思いながら、私は就寝前の準備をすべく、ベッドから立ち上がった。




　翌日、ウォーターパークへのお誘いの話を伊瀬にしてみたところ、案の定彼は、思いっきり怪訝な顔をしていた。

「なに、なんで、俺が……」

「宇野さん、伊瀬と前からゆっくり話してみたかったんだってさ。モテますなぁ」

「それ、断れんの？」

「伊瀬、わかってる？　宇野さんは先輩よ？　私たちより四歳も年上よ？」

「……せっこ」

　そんなこんなで、なんとか伊瀬の首を縦に振らせることに成功した。盛大なため息も一緒だったけど。

「ふふふふ。ありがと、伊瀬！」

「はぁ……なんでわざわざ日曜日に、カップルと一緒にプール行かなきゃなんねぇんだよ」

「まあまあ、相手は私じゃん。それにもうひとり女の子誘うからさー」

　とは言うものの、女の子枠、どうしよう。とりあえず、ブルーバード社員というのは絶対条件として……誰を誘おうかな。

　最初に思い浮かんだのは、都の顔。だけど彼女は、どうやらその日、先約があるらしい。そんなわけで私が声をかけたのが、隣の席のさなえちゃんだ。

　今度は快く承諾をもらい、このたびの異色メンバーが実現したのだった――。




　ウォーターパークまでは、会社の最寄りからふたつ先にある駅が近い。

　当日はその駅で待ち合わせをして、そこから四人一緒に向かうことにした。

　宇野さんとさなえちゃんは今日が初めての会話だったらしいけど、お互い名前と顔くらいは知っていたらしく、和やかな雰囲気で談笑していた。

　なに、このふたり。超、目の保養なんですけど。ふたりの周り、きらびやかな花が咲いてるみたい。

　思わずうっとり見つめていたら、横にいた伊瀬に「お前はそれでいいのか」とツッコまれた。

　だけど〝かわいい〟と〝カッコいい〟は正義だと思うので、問題なし！

　無事、目的地にたどり着いた私たちは、受付を済ませると、男女別の更衣室へと向かった。

　すでに自宅で水着は着てきていたから、サマーニットとデニムのショートパンツを脱ぐだけで、もう準備万端だ。ちなみに髪型は、今日は珍しく頭のてっぺんでおだんごにしている。

「わぁ。珠綺さんの水着、かわいいです」

　私が服を脱ぐなり、隣のさなえちゃんが笑顔で褒めてくれた。

　ちょっと照れくさくて、思わず「へへ」とはにかむ。

「ありがと。去年買ったんだー」

　私が着ているのは、ぼかし花柄のフレアトップ水着。去年、都と一緒に買いに行って、見立ててもらったのだ。

　トップスが大きめのフリルになっているから、小胸でも安心なんだってさ。……お気遣いありがとう、都サン。

「さなえちゃんのも、かわいい！　白似合うねー」

「ありがとうございます」

　そう言って微笑むさなえちゃんは、本当にかわいい。

　私が男だったら、迷わずナンパするわ。

　彼女の水着は、胸の前に結び目がある、バンドゥタイプのものだ。無地の真っ白というのが、またさなえちゃんのイメージに合っている。

　ていうか、それよりも……。

「さなえちゃん、胸おっきい」

　思わずポツリと呟く私に、さなえちゃんはほんのり頬を染めた。

「そ、そんなことないです……」

　いやいやいや、そんなことあるでしょ。

　普段はあまり気にしたことはなかったけど、Ｅカップ……いや、Ｆくらいあるんじゃない？　小柄なのに、なんてうらやましい。私なんて、ギリギリＢですよ……。

　ちなみにボトムは、ショーツの上から私がショートパンツで、さなえちゃんはフリフリのスカートだった。

　水着のデザインがかぶらなくてよかった。だって似たようなものだったら、余計見劣りするもん。木下さなえ嬢、今日もかわいさマックスです！

　準備が済んで、私たちは更衣室を出る。

　プールエリアに足を踏み入れてすぐのところに、男性メンバーふたりは立っていた。こちらに気づいて、宇野さんが片手を上げる。

「やっぱりいいねー、水着って。ふたりともかわいいよ」

「えへへ、ありがとうございますー！」

　ニッコリ微笑みながら宇野さんに言われ、私とさなえちゃんは顔を見合わせて笑うと、揃ってお礼を言った。

　うーん、宇野さんが言うと、全然いやらしく聞こえないんだよね。イケメンで雰囲気が爽やかだと、すべてにおいて得だと思います！

　そんな宇野さんとは対照的に相変わらずの真顔で立っている伊瀬を、ツンツンと肘でつつく。

「どーよ伊瀬、なんか言うことないの？」

「……いいんじゃない？」

「ふふん。まあ、それでいーか」

　ものすごく面倒くさそうな顔をしながらだったけど、とりあえずお褒めの言葉はもらったので満足する。

　だけどその後、自然な笑顔で「木下さん、白いの似合うね」なんて、さなえちゃんに話しているのを聞いて、すかさず脇腹にパンチをくらわせた。

　恨みがましそうな目で睨まれるけれど、私はツーンとそっぽを向く。

　気持ちはわかるけど、なんとなくムカついたんだもん。

　まだ夏本番ではないとはいえ、最近暑くなってきたからか、ウォーターパークはなかなかの盛況だった。

　広いパーク内にはさまざまな種類のプールがあって、どこから行くか迷ってしまいそうだ。

　ど真ん中にあるのが、巨大な流れるプール。それから波のあるプールに、浅瀬のキッズ用プール。ジャグジープールもあるし、ウォータースライダーは一部が屋外に飛び出している仕組みらしく、かなりスリルがありそう。

　あ、波のプールではボディーボードもできるんだ。それもおもしろそう。

　ここはスパも充実していて、別のエリアには大きな温泉もある。水着は不可だが、プールで遊んだ後は温泉にゆっくり浸かって、疲れを癒すこともできるのだ。

　私とさなえちゃんは浮き輪をレンタルして、それをしっかりかぶってから、流れるプールに足を踏み入れた。

　温水だから、全然冷たくない。学生の頃は、学校のプールって、ただの水だったなぁ。日によって、すごく寒かったりするんだよね。

　さなえちゃんとキャイキャイはしゃぎながら浮いていると、スイーッと宇野さんが近づいてきて、私の浮き輪を掴んだ。

「珠綺ちゃん、俺が引っぱってあげる」

「へ、わ、わぁー！」

　珍しくニヤリと不敵な笑みを浮かべたかと思えば、宇野さんは浮き輪を持ったまま、ものすごいスピードで泳ぎだした。

　そうだそうだ、宇野さんは学生時代、水泳部だったんだ……！

「あはははっ、早い早いー！」

　周りの人をスイスイ追い越して変わる景色に、私は思いっきり笑った。

　すると、すぐ横を見覚えのある女の子がそこそこのスピードで通り過ぎる。改めて見ると、泳ぎながら浮き輪を引っぱる伊瀬と、がっちり浮き輪にしがみついているさなえちゃんだった。

　……さなえちゃん若干、涙目になってない？

「あれ？　伊瀬くんも、元水泳部？」

　泳ぐのを一旦やめてプール底に足をつけた宇野さんが、首をかしげる。

　浮き輪に体重を預けて水にプカプカ浮いたまま、私は考えるように斜め上へと視線を向けた。

「んー、違います。確か……テニス部」

「すごいなぁ。もしかして俺、張り合われてるのかな」

「そうみたいですね。伊瀬って、けっこう負けず嫌いですよ」

「うーん、じゃあ、本業としては受けて立たないとねー」

　のんびり言いながら、宇野さんがグルグルと腕を回した。

　私はがっちりと浮き輪を掴み直す。

　それから……宇野さんと伊瀬の不毛な争いは、そのうち周りのお客さんたちにも見守られながら、さなえちゃんが目を回すまで続けられた。




「ところで、珠綺ちゃんと木下さんは泳げる人なの？　伊瀬くんがうまいのはわかったけど」

　ジャグジープールでひと休みしているとき、宇野さんが思いついたように口を開いた。

　先に答えたのは、さっきのショックからすっかり回復したらしいさなえちゃんだ。

「一応、二十五メートルは泳げます、けど……クロールしか、できません」

「さなえちゃん、すごいよ。私なんて息継ぎすらできないよ」

「佐久真、よく今日ここに来ようと思ったな」

　今になって、カナヅチであることをさりげなく暴露した私に、伊瀬がすかさずツッコんだ。

　すると私たちの会話を聞いていた宇野さんが、ポンとひとつ、手を叩く。

「よし。そういうことなら、今日は俺と伊瀬くんで、ふたりに特訓をつけてあげよう」

「え」

「え」

「え」

　私、伊瀬、さなえちゃんの三人の声が、見事にハモった。

　宇野さんは、爽やかな笑みを浮かべる。

「人生、なにがあるかわからないし。泳げて損なことはないと思うよ」

「それはまあ、そうでしょうけど……」

　言いながら、伺いを立てるように私に視線を向けたさなえちゃんに、少し考えてからうなずいて見せた。

「えっと……じゃあ、お願いする？」

「は、はい……」

　コクンと首を縦に振ったさなえちゃんを満足げに見て、宇野さんがどこかを指差した。見るとそこには、明らかに遊ぶ用ではない、細長のプールがある。

「あれ、ちょっと本気で泳ぎたい人向けの二十五メートルプールなんだよ。今なら空いてるし、あそこでやろうか」

　その言葉に、伊瀬が仕方ないとばかりに小さく息を吐く。

「……わかりました。じゃあ、俺が木下さんで、宇野さんは佐久真を見るってことでいいですね」

　伊瀬の意見は、私も予想していたものだった。まあ、一応カップルがいるこのメンバーなら、普通そうなるよね。

　だけど宇野さんは、そこでなぜか、ものすごく爽やかな笑みを浮かべた。

「あ、ごめん。それ、パス」

「え」

「え」

「え」

　再び、私、伊瀬、さなえちゃんの声がハモる。すると、あくまで嫌味っぽくなく、かつお茶目に、宇野さんが首をかしげた。

「俺さ、初心者を教えるの苦手なんだよね。ある程度できる人を伸ばすほうが得意っていうか。だから水泳レッスンのペアは、俺と木下さん、伊瀬くんと珠綺ちゃんね。それじゃあ、行こうか～」

　三人分の無言を尻目に、宇野さんはサッサとジャグジーを出る。

　……さすが、一緒に営業に出かけると、いつの間にか姿が見えなくなることで有名な、ザ・自由人の宇野さん。

　ブルバの王子様、今日も絶好調です！




「お前の彼氏、なんなの？　アホなの？」

「まあまあまあ、そう言わずに……」

　二十五メートルプールに浸かりながら不穏な空気を醸し出す伊瀬を、なんとか宥める。

　宇野さんが自由人なのは、今に始まったことじゃない。私は割と好きなんだよ、あのペース。

　私と伊瀬がいるのは、第一レーン。宇野さんとさなえちゃんは、第四レーンにいる。

　ああ、ここからでも、さなえちゃんの怯おびえている顔が見えるよ……。あの人、ベタ甘に優しそうに見えて、仕事もけっこうスパルタだったしな。

「……で、まずは息継ぎ？」

　仕方ないとばかりにため息をつく伊瀬の言葉に、コクリとうなずく。

「そうそう。私の高校、水泳授業なくてさー。中学の先生もテキトーだったし、ちゃんと教えてもらったことないの」

「でもお前、水は怖くないんだな」

「うん。顔つけるの、平気だよ」

「じゃあ、とりあえずお手本見せるから」

　そう言って、伊瀬は軽やかに壁を蹴ってクロールで泳ぎ始めた。

　向こう側の壁にたどり着くと、そこに立ち止まる。

「とりあえず、こっちまで自分なりに息継ぎしながら泳いできて」

　まずは、私の実力チェックですか……。

　ムムッと唇をとがらせてから、しぶしぶ壁を蹴ってスタートする。

　二十五メートルのほとんどを息継ぎなしで泳ぎ、残りはなんとかアップアップと呼吸して、伊瀬のところにたどり着いた。

「肺活量、すげーじゃん。顔つけたままゴールしそうだったぞ」

　意外そうに目を丸くする彼に、私は「えっへん」と胸を張る。

「ふはは、元吹奏楽部の実力、見たか！」

「基本お前、運動神経ないもんな。いかにもできそうな見た目に反して」

「…………」

　褒めた後に落とすなよ、このやろう。

　恨みがましく睨むと、「冗談だって」と言って、伊瀬がフッと笑った。

「クロールのフォームは悪くないと思う。問題は息継ぎだけど、佐久真は顔上げすぎなんだよ。もっと軽くでいいから」

「軽く……」

「そう。で、息は水の中で全部吐ききること。そうすると顔を上げたときに、吸おうと思わなくても自然と新鮮な空気が口から入ってくるから」

　す、すごい伊瀬、ちゃんと教えてくれてる……。これは私も真剣にがんばらないと！

　……その後、三十分ほど、私たちの特訓は続いた。

　タンッと壁に手をつける。水の中から顔を上げて、その場に立つと、同じく水の中に立っていた伊瀬が小さく拍手してくれた。

「うん、ちゃんとできてる。もう沈みそうになってないし」

「ホント!?　やったー！」

「感覚、忘れんなよ」

　そう言って笑う伊瀬に、私も「えへへ」と笑顔を返す。

　覚えてみれば、案外簡単だ。もっと早く息継ぎできてたらなぁ。あ、でもそうしたら、こんなふうに伊瀬に特訓してもらうこともなかったのか。彼の特訓は思いのほか楽しかったし、それなら、できなくてよかったや。

「ふふふ、これで安心ー。特訓中、息継ぎを習得する前に足つって溺れちゃったら、どうしようかと思ってたよ」

　わざとらしく安あん堵どの表情を浮かべてみせると、対する伊瀬は神妙な顔になる。

「安心しろ。そしたら人工呼吸で助けてやるから」

「え」

　あまりにもサラリと言い放たれたセリフに、私の頬にカッと熱が集まった。

「え」

　そして、そんな反応が彼には予想外だったらしい。ポカンと口を半開きにして、私を見つめたまま硬直する。

　少しの沈黙の後、先にそれを破ったのは、伊瀬のほうだった。

「……冗談ですけど」

「あっ、あはは、そ、そうだよね、冗談だよねっ！」

　私は大げさなくらい明るい声を出した。頬の熱を冷ますよう、せわしなく片手をパタパタ動かして顔を扇ぐ。

　び、びっくりした……。まさか伊瀬が、私に対してそんな冗談を言うと思わなかった。

　さすがにちょっと、動揺してしまったよ……。

　そこでふと、急に伊瀬が真顔になった。

　何事かと思って首をかしげると、フイッと顔を逸らされる。

「伊瀬？」

「……佐久真。後ろのリボン、ほどけそうになってる」

「へっ」

　慌てて首の後ろに手をやってみれば、確かにトップスを支えている蝶ちょう々ちょう結びが緩くなっていた。

　あ、危ない。こんな公共の場で、危うくはしたないものをお見せするところだった。ていうか、まずは伊瀬だ。公然わいせつの被害者。

「ごめん、ありがと」

「……ちゃんと、結んでおけよ」

「いやー。自分できつく結ぶの、けっこう難しいんだよね」

　言いながら、ギュウギュウに蝶々結びをするけれど、なにかしっくりこない。いまだに視線を外したままの伊瀬にチラリと目を向ける。

「……伊瀬くん」

「なに？」

「私のリボン結んでくれな――」

「アホなの？」

「……ごめんなさい」

　ですよねー。さすがにそれはイカンよね。後ろから結ぼうとしたら、胸元見えちゃうかもしれないもんね。いくらなんでも、それはちょっと……というか、かなり危険。

　そこまで考えて、今さらながら恥ずかしくなってしまった。

　そ、そうだよね。胸、見えちゃったりしたら、お、お互い、気まずいよね。ああ、十秒前の自分、ホントにアホ。デリカシーなさすぎでしょう。

　心なしか、伊瀬の顔も少しだけ赤い気がする。

　同じこと、考えたのかな。うう、ごめん伊瀬。恥ずかしい……！




　私とさなえちゃんの特訓を終えてからは、また流れるプールやウォータースライダーで、めいっぱい遊んだ。

　さなえちゃんは、スパルタ宇野さんのおかげで、軽く百メートル以上続けて泳げるようになったらしい。

　美男美女の本気、すごい。

　プールをひとしきり楽しんだ後は、男女に分かれて温泉でゆっくり体を温めた。

　着替えを済ませて、さなえちゃんと一緒にロビーへ行くと、ここでも男性陣がすでに待ち構えていた。

「お待たせしました～」

「おふたりとも、早いですね」

　感心したようなさなえちゃんの言葉に、宇野さんが笑う。

「男なんてこんなもんだよ。あ、ふたりとも珍しい。髪、下ろしてるんだ」

「あはは。せっかく洗い流さないトリートメントつけたので」

　言いながら、私は自分の頭に片手をやった。

　プールのカルキで傷むと思って、一応持ってきてたんだ。さなえちゃんにも貸してあげたの。

　宇野さんが、ヒョイと私の髪をひと房、すくい上げる。

「うん、ちゃんと髪、乾かしてるね」

「もうー、子どもじゃないんですから」

「ふふ。ごめんごめん」

　不満げに唇をとがらせる私を見て、宇野さんは髪に触れていた手を放した。

　そのとき、伊瀬とバッチリ目が合った。だけど、すぐに逸らされる。

　私がなにか言葉を発する前に、宇野さんがまた口を開いた。

「泳いだら、お腹すいたよね。フードコートでなにか軽く食べようか」

「あ、いいですね。川上チーフいるかなぁ」

「……誰？」

　ポツンと伊瀬が呟いたから、彼のほうへ顔を向ける。

「営業で来たとき、いつも対応してくれる人。普段はフードコートでバリバリ働いてるよ。伊瀬も挨拶しとくといいかもね」

「そうか」

　うなずいた伊瀬の顔は、仕事をしているときのそれだ。

　すごいなぁ、休日でもそんなふうに切り替えられるんだから。頼もしいよね、ウチのエース。

　こっそり苦笑しつつ、私たち四人は連れ立ってフードコートへと向かった。




「あっ、宇野さん。ホントに来てくれたんだー！」

　フードコート内のフライドポテトなどが売っているお店の中に、川上チーフはいた。紙コップにプラスチックの蓋をかぶせながら、私たちに気づいて声をかけてくれる。

「お世話になってます、川上チーフ」

「あれっ、もしかして、その女の子……」

　ジッと私を見つめる川上チーフの前に、一歩踏み出す。

「川上チーフ、お久しぶりです！　佐久真ですー！」

「うわー、やっぱり！　久しぶりだねぇ、佐久真さん！　元気だったかい？」

「元気ですよ～！　川上チーフもお元気そうで、なによりです！」

　ちょうどお店のお客さんが途切れたのをいいことに、私たちはワイワイと久しぶりの再会を喜んだ。

　すると私の後ろから、スッと前に出てくる人物が……。

「初めまして、川上チーフ。わたくし、ブルーバード本社マーケティング部の伊瀬と申します」

「あっ、これはご丁寧にどうも」

　さすが伊瀬、こんなときにもサッと名刺が出てくるとは。マーケティング部の若きエースに死角なし。

　会話を続ける伊瀬の隣で、こっそり宇野さんがこちらを振り返る。

「珠綺ちゃんと木下さん、席を取っておいてくれる？　あそこ、空いてるし」

「りょーかいです。さなえちゃん、行こー」

「あ、はい」

　男どもは残して、とっとと席の確保に向かう。

　宇野さんが指し示した白い丸テーブルに、私たちは腰を落ち着かせた。

「伊瀬さん、すごいですね」

「ね。むしろ呆れるよね、あれは」

　私がそう言うと、さなえちゃんがクスクス笑う。

　それから楽しく談笑していたら、私たちのテーブルに近づく人影に気づいた。

「ねぇ、君たち、かわいいねー」

　……すごい。ホントにこういう話しかけ方してくる人いるんだ。

　半ば感心しながら、私は目の前にいる知らない男性ふたり組を見上げた。

「今ヒマ？　俺たち、これからメシ行こうかって言ってたんだけどー」

「君たちも、よかったら一緒に行かない？」

　ニコニコと『あくまでも下心はありませんよ～』と言わんばかりの胡散臭い笑顔を貼りつけているふたりは、揃って茶髪の色黒だ。年齢は、私よりも少し年上といったところだろうか。

　この人たち、どこで日焼けしたんだろう。ここは屋内だし、海かな。海行ってプール行って、どんだけ泳ぎたいんだよ。……あ、ていうかこれ、佐久真 珠綺人生初ナンパじゃん。まあ、声かけられたのは、さなえちゃんが一緒っていうのが大きいと思うけど。

「えーと……」

　さなえちゃんにチラッと目を向けてみる。すると彼女は、関わらまいとするように顔をうつむかせていた。

　よし、ここは私が、丁重にお断りを。

　そう思って、すうっと息を吸い込んだとき……。

「お兄さんたち、俺らの連れになにか用？」

　割り込んできた、のんびりした声にパッと首を巡らせると、そこには宇野さんと伊瀬がいた。

　宇野さんは口元にいつもの柔らかい笑みを浮かべてはいるけれど、目が笑っていなくて、妙な凄みがある。対して伊瀬は、思いっきり不機嫌オーラを漂わせながら、ものすごく鋭い目つきで眉をひそめていた。

　ホントに対照的なふたりだなぁ、と思いながら、私はホッと胸を撫で下ろした。

「宇野さん、伊瀬」

「あ、もしかして彼氏？　うわ、すっごいイケメンだねー。ごめんねー」

「あの、俺らもう行くんで！」

　色黒ふたり組は宇野さんと伊瀬に気づくなり、早口でまくし立てて、そそくさとこの場を去っていく。

　テーブルにトレイを置いて、宇野さんが顔を覗き込んできた。

「ごめんね、女の子だけにして。これは俺らのおごりです」

「いえいえ、助かりました。でも、おごりはありがたく受け取ります」

　ニコッと笑って、それから伊瀬のほうにも視線を向ける。

「伊瀬も、ありがとう。なかなかナイスな悪人ヅラだったわよ」

「それ、褒めてないから」

　呆れたように言いながら、伊瀬もトレイを置いて椅子に腰を下ろす。

　彼から飲み物を受け取りつつ、シュンとしたさなえちゃんが私たちを見渡した。

「あの、みなさん、すみませんでした。私、ただうつむいてただけで……」

「あはは、私もなんもしてないよ。頭の中で失礼なこと考えてただけ」

「珠綺ちゃん、なにげにひどいねー」

「てへ！」

「木下さんに、なにもなくてよかった」

　そう言って、伊瀬がさなえちゃんにニッコリと笑いかける。

　さなえちゃんはほんのり顔を赤くして、それからパッと、また顔をうつむかせた。

「あ、ありがとう、ございます……」

「いーえ」

「ふふ。じゃあ、川上チーフのフライドポテトと唐揚げ、食べようか」

　宇野さんがそう言って、トレイの上の食べ物を手に取りやすい位置にセッティングしてくれた。

　それに手を伸ばしながらも、私はフードコート内にあるお店を吟味する。

「あ、あっちにワッフルとクレープとソフトクリームとたい焼きあるけど、みんな食べない？　食べよう！」

「佐久真、落ち着け」

　鼻息荒くまくしたてる私に、真顔の伊瀬がツッコむ。

　相変わらずな私たちの様子を見て、宇野さんとさなえちゃんはクスクスと笑った。

　……えへへ。初めてのメンバーだったけど、今日はこの四人でウォーターパークに来れて、よかったな。

　そんなことを思いながら、私は宇野さんが買ってくれたソーダのストローを、機嫌よく口に含んだ。




　私たちがウォーターパークの最寄り駅に着く頃には、日中の暑さはだいぶ和らいでいた。

　券売機に並んでいる伊瀬と、お手洗いに行っているさなえちゃんを待ちながら、柱に背中を預ける。

　伊瀬以外は全員、電車通勤でＩＣカードを持ってるから、切符を購入するのは徒歩通勤の伊瀬だけだった。

　伊瀬もＩＣカード、買えばいいのに。いくら若年寄りとはいえ、今どきおじいちゃんおばあちゃんだって持ってるよ。

「はー。今日は楽しかったです」

「うん、俺も楽しかったよ」

　なにげない私の呟きに、宇野さんが優しい声を返してくれた。続けてクスッと笑みを漏らしたから、私は思わずその顔を見上げる。

「なんですか？」

「いや……いろんなことがあって、おもしろかったなって」

　とろけるような笑顔を浮かべる彼は、いったいなにを思い出しているのだろうか。

　その整った顔をジーッと見つめていると、ふいに目の前に影が落ちてきた。

　動けずにいたその一瞬で、唇に柔らかな感触。

「う、宇野さん、公共の場でなんてことを……」

「うん、たまにはね」

　おそらく赤くなってしまっているであろう頬を手のひらで冷やしながら、憎らしいくらい涼しげな笑顔を恨みがましく見上げる。

　ホント……この人が焦ったり照れたりしてるの見たことないんだけど、どうなってるの。心臓が鉄でできてるの？

　そのタイミングでパタパタと足音が聞こえて、私はその方向に顔を向ける。

「すみません、お待たせしました」

　そう言いながら、さなえちゃんが私の隣に並ぶ。すぐに後ろから、伊瀬もやってきた。

　目の前にいるふたりの様子が別段変わりないことを確認して、ホッと胸を撫で下ろす。

　よ、よかった……。ふたりには見られてなかったみたいだ、今のキス。もし見られてたなら、もっと焦ってたり気まずそうだったりするはずだよね？

「それじゃ、今日はここで解散かな。木下さん、俺と自宅の最寄り駅、一緒だったよね。送るよ」

「あ、ありがとうございます……」

　宇野さんの言葉にうなずきながら、さなえちゃんが私をチラリとうかがうように見た。

　もしかして、気を遣われてるかな？

　私はヒラヒラと片手を振ってみせる。

「さなえちゃん、よかったね。宇野さん無駄にデカいから、怖い人、全然寄ってこないよ」

「珠綺ちゃん、ひどいなぁ」

「あはは」

　口元に手を当てて笑ったさなえちゃんに、こっそり安堵する。

　私たちの間に、ヤキモチなんてかわいらしい感情は存在しないのですよー。その点、私と宇野さんは似た者同士だ。私が男性も含めた同僚と飲みに行くと伝えても、『楽しんできてねー』と爽やかに送り出すしね。

　改札で宇野さんとさなえちゃんと別れ、同じ方角の伊瀬と私もホームへ向かう。

　階段をのぼりながら、伊瀬が私にチラリと視線を向けてきた。

「……なに？」

「いや。自分の彼氏と他の女の子が一緒でも、気にしないんだなって」

　あー、伊瀬もそれを言うか。

　苦笑して、バッグを肩にかけ直す。

「別にー。だって、相手は宇野さんだよ？　そんなの、いちいち気にしてたら、身が持たないって」

「まあ、そうだろうけど……」

「なんだろうね、これも信頼してるってことなのかな？　わかんないや。ていうか、私が元々こういう性格なだけかもだけど」

「……ふぅん」

　伊瀬が呟いたのと同時に、ホームへたどり着く。電車を待ちながら、また彼がポツリと口を開いた。

「……今日、宇野さんが俺と佐久真をペアにして泳ぎの練習させたの、なんでだと思う？」

「へ？」

　思いがけない質問に、パチパチと瞬きをする。

　私と伊瀬を、ペアにした理由？　そんなの……。

「宇野さん、言ってたじゃん。『初心者を教えるの苦手なんだ』って。そういうことじゃないの？」

「……ホンットーにお前は、おめでたい頭してるな」

「な、なにそれ。なにそれ！」

　ものすごく哀れみに満ちた眼差しを向けられて、思わず伊瀬の腕を両手でガシリと掴んだ。

　ビクリと一瞬、伊瀬は体をこわばらせて、それから顔を背ける。

「……掴むな。暑いから離れろよ」

「いや、だって気になるじゃん！　なんなのー!?　なんかあるの!?」

「離れろって！」

　強めの口調で言って、伊瀬はバッと勢いよく腕を振り払った。

　珍しい彼の荒い声と態度に、私はそのまま固まってしまう。

　そんな私の様子に気がついたのか、ハッとしたように伊瀬が手を下ろす。

「……悪い。でも、今のはお前も反省しろよ」

「え……」

「彼氏いるヤツが、そんな簡単に他の男に触れるなよ」

　それきり伊瀬は前を向いて、黙ってしまった。

　私はサンダルを履いた自分のつま先を見つめながら、彼の言葉を頭の中で反はん芻すうする。

『他の男』……。この場合、伊瀬のことだよね。そうか、伊瀬は〝男〟だから、私は簡単に触れたりしちゃダメなんだ。

　彼の顔をこっそり盗み見る。

　ただひたすら前を見据える、凛とした横顔。柔らかな夏の風が、伊瀬の真っ黒な髪を撫でている。

　戯れにその髪に触れることも叶わないのかと思ったら、どうしてかチクンと胸の奥が痛んだ。










彼の理由




　七月に入ってから、ジリジリと肌を焼くような日差しの日が増えてきた。

　最寄り駅から会社に歩いてくる間にも、ジットリと汗ばんでしまう。

　社内に入ってしまえばクーラーはきいているけど、数年前から行われているクールビズの一環で、設定温度は二十八度と少し高めだ。

　社員たちは各々ウチワやＵＳＢポートに繋つなぐタイプのミニ扇風機などを駆使して、暑さを凌しのいでいる。

「……うん、いいと思うよ」

「ほっ、ホントですか!?」

　ニッコリ笑顔の近藤課長から放たれた言葉に、私は前のめりで食いついた。

「うん。だいぶコツを掴んできたみたいだね。この調子でがんばって」

「はい！　ありがとうございます!!」

　やっとのことで通った企画書を握りしめ、勢いよくお辞儀をする。

　クルリと近藤課長のデスクを背にした私は、気を抜けば緩んでしまいそうになる口元を企画書で隠すようにして、歩きだした。

　くふふ、やった！　やった！　まずは目下の目標、企画書の合格もらえたぞー!!

　ウキウキ気分で自分のデスクに戻る途中、カタカタと、よどみなくキーボードを打っていた伊瀬とバッチリ視線が絡まった。

　だけどそれは、一瞬のこと。なにげない動作で、フイッとすぐに逸らされてしまう。

　……やっぱり、今日もか。

　ため息をつきたい衝動を堪え、伊瀬の後ろを通り過ぎる。自分の椅子に腰を下ろしてから、もう一度、目を向けてみるけれど……。

　その切れ長の瞳は、相変わらずパソコンのディスプレイしか見ていない。私もすぐに視線を外した。

　なんだか最近、伊瀬に避けられている気がする。というか、よそよそしいっていうほうが近いかも。いつから？と考えると、たぶんウォーターパークに行った次の日あたりからだとは思うんだけど……。

　あれ？って違和感を覚えたときには、もうそれは、ほぼ確実なものだった。

　挨拶はするし、仕事の話もする。周囲の人間から見て不自然じゃないくらい、他の同僚たちも交えての雑談もする。

　だけど、それだけ。今まで普通にあった、ふたりだけのくだらない雑談が、今の私と伊瀬の間にはまったくと言っていいほどない。

　たぶん、周りの人たちは気づいていないくらいの変化。だけど当人である私にとっては、伊瀬の態度は〝不自然〟そのものだった。

　私、なにか伊瀬の気に障るようなこと、しちゃったかな？　ウォーターパークに行ったあの日、駅のホームで少し微妙な空気にはなってしまったけれど……。

　でもあの後、すぐにいつも通りに戻ったはずだ。電車の中で、いつも通りに雑談をして、別れた。

　あれが原因ではないとすると、他にはこれといって思い当たる節がない。なにより伊瀬の性格上、私の態度に腹を立てれば、すぐにその場で指摘してくれるはずだ。

　それもなくて、ただよそよそしい。こんなの、どうしたらいいかわかんないよ。

「珠綺さん、珠綺さん」

　自分を呼ぶ声にハッとして、私は顔を上げた。

　声がしたほうに顔を向けると、隣のデスクのさなえちゃんがキョトンと目を瞬かせている。

「珠綺さん、ボーッとしちゃってどうしました？　もうお昼ですよ」

「えっ、わ、ホントだ」

　卓上時計を確認したら、確かに十二時を過ぎている。

　今日は社員食堂で、都と一緒に食べる約束をしていた。デスクの上に出しっぱなしだったボールペンをペン立てにしまって、パソコンをスリープモードにする。

　すると隣で席を立とうとしていたさなえちゃんが、なぜか「あっ」と声を漏らしてこちらを振り向いた。

「そうだ珠綺さん、よかったらこれ……」

「ん？」

　さなえちゃんは自分のお財布の中をゴソゴソと探っている。

　今日の彼女の髪型は、ビーズのバレッタがアクセントになっているフィッシュボーンのおさげだ。チョコレートみたいな髪色にとても似合っていて、かわいい。

　さなえちゃんの女子力に感心していたら、間もなく目の前に、一枚の細長い紙が差し出された。

「これ、今やってる映画の割引券なんですけど。よかったら、珠綺さん使いませんか？」

「え！　いいの？」

　彼女の小さな手からチケットを受け取って、よく見てみる。今話題の、純愛映画の割引券だった。

　私の反応に、さなえちゃんはニッコリ微笑んだ。

「はい。友達がくれたんですけど、私は使用期限までにどうしても都合つかなさそうで……。もし珠綺さんが行く機会あるなら、どうかなって」

「そうなんだー。ありがとう！」

　お礼を言ってから再度、割引券をマジマジ見つめる。

　この映画、すっごく観てみたかったんだよね。せっかくの機会だから、今週末の休日に行ってこようかな。私は映画館、ひとりでも行ける派だし。

「なになに、映画？」

　ヒョイと私の背後から顔を覗かせたのは、先輩の浅尾さん。

「さなえちゃんに割引券もらったんですよー」とチケットを掲げて見せると、彼は私の手からそれをつまみ上げた。

「これ、今人気のヤツじゃん。俺、彼女と観に行ったよ」

「へぇ～。よかったですか？」

「まあ、おもしろかったよ。けど……」

　そこでなぜか、浅尾さんはチラリと私を見下ろして言葉を切る。

　椅子に座ったまま、その反応に首をかしげて浅尾さんを振り仰ぐと、私と目を合わせたまま、ニヤリと意地悪そうに笑った。

「これ、ベッタベタのラブストーリーだぞ～？　佐久真に観れんの？」

「なっ」

　なぬー!!　浅尾さん、私のことバカにしてんの!?

　こんなからかいは、いつものこと。この人はたぶん、私をいじるのがいたくお気に入りの様子だ。ナチュラル鬼畜お兄さんめ。

　思わず頬を膨らませて、その肩に軽くパンチをくらわせようとしたら、浅尾さんはヒョイと軽く避けた。

「ちょっ、避けないでくださいよー！」

「おお、怖。佐久真はこんなんだしなぁ。ホント、宇野は変わり者だよ」

　わざとらしく肩をかばいながら、浅尾さんはそんなことを言って笑う。

　そういえば、浅尾さんと宇野さんは以前、同じ部署にいて仲よかったんだっけ。この人に、いつも紳士でナチュラル王子様な宇野さんの爪の垢あかを煎じて飲ませてあげたい。

「佐久真って、ラブストーリーものよりアクションとかホラー系が好きそうだよなぁ。少女マンガより、絶対に少年マンガのほうが好きだろ？」

「え……、ま、まあ……」

　普通に、ラブストーリー物も少女マンガも好きですけど。……だけど、そっか、私は〝そういうイメージ〟なんだ。

　自分の後頭部に片手をやりながら、ヘラリと笑ってみせる。

「あははー。確かに私、ベッタベタなラブストーリーだと、映画の途中で寝ちゃってるかもですね」

「ほらな～。どう見ても体育会系だもんな、お前」

「もう、余計なお世話ですよ！　……ということで、さなえちゃん。悪いんだけど、私、この割引券は使わないかなぁ」

「ふふ、そうですかー」

　私と浅尾さんのやり取りを聞いて、クスクス笑っていたさなえちゃんが、再び割引券を受け取った。

　ああ、さよなら二十％オフ……。

「おっ、じゃあ、俺がその券もらっていい？　妹が今週行くって言ってたからさー」

「あ、それでは、ぜひ」

　結局、割引券は浅尾さんの妹さんのところにたどり着くらしい。

　交渉が成立したのを見届けたところで、そろそろ社食に行かなければ、と椅子から腰を上げかけたとき……。

　私より先に席を立った人物がいた。

「おー、伊瀬も今日社食？」

　なら一緒に行こうぜ、と笑いかける浅尾さんに、伊瀬はうなずく。それから、なぜかジロリと私に視線を向けた。

「な、なに――」

「言いたいことがあるなら、ちゃんと言えば？」

　怒ったような、呆れたような声音で吐き捨てて、伊瀬はサッサとこちらに背を向けた。

　訳がわからない伊瀬のセリフに、さなえちゃんと浅尾さんもポカーンとしている。

　伊瀬がひとりドアの向こうに消えるのを、言葉を失った私は呆ぼう然ぜんと見つめた。

　ようやくちゃんと目が合ったと思ったら、なんなの今の態度は!?

「……なに今の。今日の伊瀬、機嫌悪いん？」

「知りません!!」

　半ばキレ気味な私に「お前もこえーよ」と引きつった笑みを浮かべ、浅尾さんは伊瀬を追って出ていった。

　若干戸惑いながら、さなえちゃんが首をかしげる。

「珍しいですね、あんな伊瀬さん」

　ホントになんなの、伊瀬 昴。ますます訳、わかんない！




「……珠綺ってさ。なんだかんだで伊瀬くんのこと大好きだよね」

　今日もたくさんの社員たちでごった返している、昼休みの社員食堂。

　最近、伊瀬の態度がよそよそしい、という話をしたところ、クルクルとフォークにパスタを巻きつけながら、呆れたように都が言った。

　私はおみそ汁をコクリとひと口飲んでから、答える。

「そりゃあ、好きだよ、いいヤツだもん。都のことも大好きだし。都だって、伊瀬のこと好きでしょ？」

「それはまあ、そう言われれば、確かに同意見だけどさ」

　都は複雑な表情を浮かべて、煮えきらないことを言う。

　今度はサクサクのカツに箸を伸ばしながら、私は首をかしげた。

「ていうか、相手が誰でも、急によそよそしい態度取られたら気になるじゃない」

「……まーね」

　うなずいた都の口元は、どうしてかへの字に曲がっていた。

「え、なによう、その反応」

　なぁんか都、今日はいつものハキハキした様子がないんだけど。え、なに、伊瀬といい都といい、私になんかあるわけ？

　セットのサラダを完食し、都がなにか考えるような素振りをしてから言う。

「きっと伊瀬くんも、いろいろ思うところがあんのよ。しばらくはそっとしといてあげたら？」

「えぇ？」

　お茶ちゃ碗わんのご飯をひと口分すくい上げながら、思わず不満げな声が漏れた。

　だって、それはつまり『なにも余計なことはするな』ってことでしょう？　今の不自然な状況を、不自然とわかっていながら、このまま放っておけって？

「仕事の話はするんでしょう？　なら、別に支障はないじゃない」

「でも……」

「でも、なに？」

　都のくるんと上向いたまつげがふちどる、ふたつの瞳がしっかり私を捉える。

　私は箸を置いて、お茶が入った紙コップに手を伸ばした。

「なにか悩みとかがあるなら、聞いてあげたいんだけどな」

「…………」

　なにげなく呟いた言葉に、都は無言のまま、ちょっとこっちがビビるくらいの反応を見せた。

　あ、ほら、アレみたい。わざとらしいくらいに上半身を反らして口元に片手を添えて、ひと昔前のマンガの中のクルクル縦ロールお嬢様が、ショックを受けて白目剥いてるみたいな……。

「え、なにその顔……」

「どの口が言うか！　ホントにおそろしい子！」

　ドン引きしているような表情で私を凝視し、訳がわからない言葉を呟く。

　こないだ私が『さなえちゃんのこと、狙ってる？』って聞いたときの伊瀬と同じ顔してる。ホントもう、なんなの？　私の同期たち。

「な、なによ……」

「はぁ……。やっぱりアタシ、伊瀬くんに同情するわ。というわけで、アンタは余計なことしちゃダメよ」

「えぇ～？　ちょ、ちょっと、都～」

　バッサリ言い捨てた都に待ったをかけるも、もうこの話は終わったとばかりに、彼女はただ黙々と目の前のパスタを消費する。

　こうなったら、もはやこれ以上彼女から話を聞き出す術すべはない。私は諦めて、ヒレカツ定食を平らげることに専念しようと、また箸を伸ばした。

　だけど、やっぱり考えてしまう。

　憎まれ口を叩かれても、迷惑そうな顔をされても。伊瀬とは今までみたいにちゃんと目を合わせて、まっすぐに付き合っていきたい。




　契機は、その日の夕方にやってきた。

　お手洗いからオフィスに戻る途中、私は自分の数メートル先に、見覚えのある背中を見つけた。

「あ……」

　小さくこぼれた言葉を慌てて呑み込む。

　前方にいるのは、伊瀬だ。新商品に関する打ち合わせで外出していたはずだけど、ちょうど帰社したのだろう。

　……新商品、か。いちいち差がつくなぁ。

　心の中で顔を覗かせた卑屈な自分を、フルフルと頭を振ることで追いやった。

　比べない、比べない。伊瀬は伊瀬、私は私、だもん。

　再び、伊瀬へと視線を向けた。シャンと伸びた背中は、まっすぐにマーケティング部のオフィスへと向かっている。

　私は体の両脇のこぶしをグッと握りしめると、すうっと息を吸い込んで、言葉を発した。

「伊瀬！」

　呼びながら、小走りで近づいていく。

　私の呼びかけに、一瞬ピクリと肩を震わせた彼。その場に立ち止まって、ゆっくりこちらを振り向いた。

「……佐久真」

「お疲れさま。今帰ってきたの？」

「ああ」

　一応言葉は返ってくるけれど、やっぱり伊瀬は固い表情で、私から視線を逸らす。

　それに悲しくなるのと同時に、さすがに私もカチンと怒りが沸いた。

　なによ、なによなによなによ。そんなに私と、関わりたくないのか！

「伊瀬、こっち向いてよ」

　それでも伊瀬は、視線を斜め下に落として、だんまりだ。

　私はその頭を、ガシッと両手でわし掴んだ。

「こっち向けって、言ってんでしょおおお!!」

「いだだだだだだだ！」

　力の限りグイグイ引っぱって自分のほうへ向かせようとするけれど、伊瀬は困惑しつつも、しっかり抵抗して、されるがままにはならない。だけど、あまりに痛そうにうめくので、私はパッと両手を放してやった。

「っおま、いきなりなにする……っ」

　自分の頭を押さえながら抗議の声を上げかけた伊瀬のセリフが、ピタリと途切れる。

　たぶん、私が下唇を噛みしめて、うつむいていたからかもしれない。

　顔は見えないけれど、なにかをためらうような、そんな気配が彼から感じられた。だけどそれは、一瞬のこと。伊瀬が「ふう」と小さくため息をついた。

「……ちょっと、こっち来い。ここじゃ目立つから」

　左の手首を掴まれて、そのままどこかへ連れていかれる。

　たどり着いたのは、今は誰もいない小会議室だ。背後でドアの閉まる音が聞こえたのと同時に、掴まれていた手首が解放された。

「……悪かった。降参。だからもう、そんな顔するな」

「え……」

　うつむいていた顔をパッと上げる。

　伊瀬はまっすぐにこちらを見て、困ったような表情をしていた。

「なに……なんで伊瀬、私のこと、避けて……」

「……避けようと、思ったわけじゃない。ただ、俺なりに近すぎたことを反省した上で、自分への戒めになるようにって……」

「戒め？」

　伊瀬の言ってることは、たまによくわからない。思わず私は変な顔をしてしまう。

『近すぎた』って、なにが？　どうして自分への戒めで、あんなふうになるの？

「でも……うん、もう、わかったから。こういうことしても意味ないって、わかったから」

　言いながら、彼が少しだけ口元に笑みを浮かべた。

「そうなの？」

「ああ。だからもう、しないよ」

　コクリと伊瀬がうなずく。その様子は、たぶんもう、〝いつも通り〟。なんだかよくわからないけど、彼の中で問題は解決したらしい。

　小さく微笑む伊瀬に、私はようやく安心する。

　よかった。これでまた、元通りの関係に戻れる。

「へへ」

　つい笑みがこぼれた。

　そんな私を見て、ポツリと彼が呟く。

「お前は……やっぱり全然、気にしてないんだな」

「え？」

　小さすぎて、よく聞き取れなかった。首をかしげる私に「なんでもない」と笑って、伊瀬は肩をすくめた。

「戻るか」

「うん」

　うなずいて、その背中を追って小会議室を出る。

　彼の半歩後ろを歩いて廊下を進んでいると、不意に私の中を既視感が通り過ぎた。

『こ、ここ……』

『ふ、冗談。別にいいよ、顔に傷できたって、俺、女でもないし』

　伊瀬が頬杖から顎を滑らせて、机にぶつけたあの日と同じように、少しだけ距離を開けて、一緒に歩いている。少し視線をずらせば、あのとき私に触れた手が目に映る。

　――ドキン。

　急に高鳴った鼓動に驚いたのは、自分自身だ。

　ええ、なんで？　なんで今、心臓が鳴ったの？

　左胸の前の服をギュッと握りしめる。そのとき、いきなり伊瀬がこちらを振り向いたから、余計に驚いて肩が跳ねた。

「な、なに」

「佐久真、あれ」

　彼が顎でしゃくって見せた方向に、視線を向ける。そこにいる人物に気づいて、私は目を丸くした。

「宇野さん？」

　ちょうどマーケティング部のオフィスから出てきたのは、見間違いようもなく宇野さんだ。彼は私たちに気がつくと、その顔に笑みを浮かべる。

「珠綺ちゃん、伊瀬くん、お疲れ。ウォーターパーク以来だね」

「お疲れさまです」

　真顔で挨拶する伊瀬に対し、私は笑顔を宇野さんに向けた。

「お疲れさまですー。宇野さん、マーケティング部に来るなんて珍しいですね」

「うん、たまにはね。珠綺ちゃんを驚かせてみようかと思って」

　そう言って、極上の笑顔で宇野さんは私を見下ろした。

　宇野さんにつられて、私も「あはは」と笑う。

「びっくりしましたよー。なにか用事、ありました？」

　そう言って見上げると、なぜか宇野さんは、チラリと伊瀬のほうを一瞥した。そして次の瞬間、彼はその長身を屈め、私の耳元に唇を寄せた。

「特別な用事ってわけでもないんだけどね。今日のデート、忘れないでねって、言いに来ただけ」

　言い終わって体を起こした宇野さんが、フワリと微笑む。

　私は思わず不満げに唇をとがらせて、その顔を見上げた。

「もう。宇野さん、私はそんなに忘れっぽくないですよ。ちゃんと覚えてますー」

「はは、ならよかった。それじゃあ、また後でね」

「はい。また後で」

　伊瀬に再びチラリと視線を送ってから、宇野さんは去っていく。

　ふと伊瀬のほうへ顔を向けると、彼はなんの感情も見えない無表情で、宇野さんの背中を見送っていた。

　そこで、パチリと目が合う。

「……なに？」

　平へい坦たんな彼の声に、ハッとして首を横に振った。

「え、あ、ううん。なんでも」

「ふうん」

　そう答えた彼の声が一瞬、冷たく聞こえてしまったのは、私の気のせいだろうか。

　だけど、すぐに伊瀬がマーケティング部のオフィスへ足を進めたから、小さく沸き起こった心の中のモヤモヤを片隅に追いやる。

　私は伊瀬の後に続き、オフィスのドアをくぐり抜けた。
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「……雨、降りそうですね」

　まだ完全には闇に包まれていない空を見上げて、ポツリと呟く。

　同じように、隣にいた宇野さんも顔を上げた。

「そうだね、早く入っちゃおう」

「はい」

　彼に続いて、お店の暖簾のれんをくぐる。途端に食欲をそそる香りが、私たちを出迎えた。

　現在時刻は十九時前。仕事終わりに宇野さんが連れてきてくれたのは、会社からもほど近い小料理屋さんだった。

　最近できたばかりのお店で、穴場なんだって。ホント、宇野さんは感心するくらいこういうことに敏感だ。

「どーぞ」

「あ、ありがとうございます」

　甚じん平べいみたいな格好をした店員さんに案内されたのは、すだれで区切られている掘りごたつ式の個室だった。

　宇野さんに促されて、私は奥側の座布団に腰を下ろす。

「とりあえず、生ビールふたつでいいよね？」

「はい」

　おしぼりを渡してくれた店員さんに、宇野さんが飲み物を伝えてくれる。

　ホント細やかだわぁ、宇野さん。

　あっという間に運ばれてきたビールジョッキで乾杯して、メニューを見ながら料理もいくつか頼んだ。

「そういや、こないだ山やま田だがさぁ――」

「あはははは！」

　おもしろおかしく、いろんな話をしてくれる宇野さんのおかげで、笑いが絶えない。

　都は、ああ言うけど……やっぱり私は、ちゃんと宇野さんのことを好きだと思う。だって一緒にいると、こんなに楽しいんだもん。

「――実はね、珠綺ちゃん。今日は俺、大事な話があって」

　宇野さんがそんなことを言い出したのは、デザートのゆずシャーベットを食べているときだった。

　相変わらず口元に笑みは浮かべているけれど、真剣な眼差しで彼がこちらを見つめているから、私はスプーンを置いて、両手を膝の上に乗せた。

「話、ですか？」

「うん。実は今日のデートは、それが一番の目的だったんだ」

　若干緊張する私が見つめる先で、宇野さんが顔の前で両手を組んで、肘をテーブルの上に乗せる。

「こないだ内示があって、休み明けの月曜日に、正式な辞令が出るんだけどね。俺、来月から九州支社に転勤になったんだ」

「……え」

　まさに寝耳に水な話だ。驚きのあまり、私は固まってしまう。

　そんな私を見て、宇野さんは苦笑した。

「ごめん、びっくりしたよね。九州支社にいたマネージャーが、退職することになったらしくて。その後釜として、俺が行くことになったんだよ」

「そ、そうなんですか……」

　ああ、そうか。そういうことなら、きっとこれは栄転だ。やっぱり宇野さんはすごい。この若さで、営業成績が優秀な九州支社のマネージャーの後任に抜ばっ擢てきされたんだから。

「それで、ね」と、やはり口元に笑みをたたえたまま、宇野さんは続けた。

「この機会に……珠綺ちゃんには、俺と別れてもらいたいんだよ」

　そのセリフに、私は言葉を失った。

「え……」

　……ええと。私、今、彼氏である宇野さんに、別れを切り出されて、る？

　今さらながら、ドクドクと心臓が激しく脈打ち始めた。

「ごめん、そりゃ固まるよね。いきなりこんな話されたら」

　そう言った彼が、近くを通りかかった店員さんを呼び止め、お冷やをふたつ注文する。

　私はコクリと唾を飲み込んだ。

「……私と別れたいのは、遠距離になるから、ですか？」

　なんとかしぼり出した問いに、宇野さんはあっさりと首を横に振る。

「違うよ。俺と君は、たぶんそういうことでダメになってしまうようなタイプではないからね」

　確かにそうだ。私も宇野さんも、毎日会いたい、常に連絡取っていたい、そんなタイプではない。

「じゃあ、どうして……」

「うん。俺は君のことをかわいいと思ってるし、ちゃんと後腐れなく俺と別れて、幸せになってもらいたい。だから俺も、適当にごまかしたりしないで、本当のことを言おうと思ったんだ」

　ニッコリと、宇野さんがまた極上の笑顔を浮かべた。

「本当のこと？」

「そう。今までずっと黙ってたけど、実はバイなんだよね、俺」

「……はい？」

　あまりにも唐突に飛び出した、一応耳にしたことはあるけれど聞き慣れない単語に、私は思いっきり間抜けな反応をしてしまった。

　そんな私を見て、勘違いしたのか、さらに宇野さんは畳みかける。

「ああごめん、バイって知らないかな。両性愛者――つまり、男も女も両方イケるってことなんだけど」

「し、知って、ます、けど」

　そう、知ってはいたし、理解もしていた。世の中にはそういう人もいるんだってことは。

　だけど、え……こんなに、身近に……ていうか、それが私の彼氏、だなんて……。

「そっか。でね、珠綺ちゃんには本当に申し訳ない話なんだけど、実は俺、何年も前からずっと好きな人がいるんだ。その人は、男の人なんだけどさ」

　次々に明かされる衝撃の事実たちに、頭がついていかない。

　ちょうどそのとき、お冷やが届き、宇野さんが私にグラスを差し出してくれた。

「ちなみにその人、珠綺ちゃんも知ってる人だよ。元々、量販営業部にいた、中なか島じまさん」

「ナカジマさん……って、え、あの中島さん!?」

「あはは、たぶん今想像してる人で合ってるかなぁ」

　あっけらかんと笑う宇野さんを、私は呆然と見つめる。

　中島さんは、私が本社に来たとき、一年間だけ一緒に量販営業部にいた先輩。背の高い宇野さんよりもさらに大きくガタイのいい人で、顔もなんていうか、ごつくてワイルドだから、いろんな人に『クマ』ってあだ名で呼ばれていた。

　……え、ホントにあの中島さんが相手なの？

「まあ、そういう反応しちゃうよねー。で、だ。中島さんは、今、九州支社にいるんだけど……」

「あ、そうだ。私が来てから一年で転勤になったんですよね」

「うん。それで中島さんがいなくなってから、俺もずっと九州支社に異動の要請を出してて、このたび九州支社への転勤が決まったってわけです」

　ニッと、宇野さんがイタズラっぽく口角を上げた。

「おお……」

　彼の熱意に、私は感動すらしてしまう。

　そっか……。好きな人を追って、転勤までしちゃうんだ。さすが宇野さん、やることもビッグ。

「そういうわけで、今度こそ本腰入れて中島さんをオトしたいから、珠綺ちゃんには俺と別れてもらいたいんだ」

　オトすって……恋愛スナイパー宇野さん、頼もしすぎます。

　そこで、私はコクリとうなずいた。

「……わかりました。そういうことなら、私は引き止めることなんてできないです」

「ありがとう、珠綺ちゃん」

　そう言って、優しい笑顔を宇野さんが向けてくれるから、私も思わず笑みがこぼれた。

　大好きな宇野さんが、本当に好きな人のそばに行けるんだもん。これって、私にとってもうれしいこと、だよね。

「でも……じゃあ、どうして私と付き合ったんですか？　中島さんのこと、ずっと好きだったのに」

「うん、そこのあたりがね、本当に君には申し訳ないところなんだけど……」

　ゆずシャーベットを食べるのを再開した私に、宇野さんが苦い顔をする。

「簡単に言うと、まあ、女除けって、言うのかな」

「なるほど……」

　そっか。そういえば宇野さん、けっこう自分から周りの人たちに私と付き合ってること、話してたしな。好きな人がいるのに、あれだけ頻繁に言い寄られたら、さすがに参っていたんだろう。

「ごめんね。珠綺ちゃんに対して、失礼なことして」

「……いいえ。大丈夫です」

　確かにショックではあるけれど、こうしてちゃんと宇野さんは本当のことを話して謝ってくれた。もう、それで充分だ。

　またひと匙さじ、ゆずシャーベットをすくって、パクリと口の中に入れる。

　私の様子を眺めていた宇野さんが、そこでまた口を開いた。

「でもまあ……たぶん俺たちは、どっちもどっち、だったからね」

「え？」

　その言葉の意味がよくわからなくて、思わず首をかしげる。

　宇野さんは薄く笑って、私を見つめていた。

「俺が珠綺ちゃんを、〝彼女〟に選んだ理由は、一緒に仕事をしていて、その人間性が好ましいと感じたから。でも、一番の理由は……君は俺を好きになることがないと思ったからだ」

　そのセリフが胸を貫いて、一瞬、呼吸が止まった。

　私が宇野さんを、好きになることがないと思ったから？　どうして宇野さんは、そんなこと……。

　固まる私に構うことなく、彼が続ける。

　グラスの中の氷が溶けて、カランと音を立てた。

「実際、珠綺ちゃんは、全然俺に恋しなかったよね。現に今も、別れ話をしたっていうのに、おいしそうにデザート食べてるし」

「……私、は……ちゃんと、宇野さんのこと、好きでした」

「そうだね、好きは好きなんだろうね。それはちゃんとわかってたよ」

　苦笑した宇野さんが、私からスプーンをヒョイと奪って、ゆずシャーベットをひと口食べた。

「これおいしいね」と言って、また私の手の中にスプーンを戻す。

「俺もね、ちゃんと君に愛情はあったよ。だからほら、セックスだってできたわけだし」

　あの、いくら個室とはいえ、こんなところで、なんてことを……。

　そうは思うのに、抗議の言葉が出てこない。うつむいたまま、どうしてか顔を上げられない。

「でも、恋じゃなかった。その点は、珠綺ちゃんも俺もどっちもどっち。お互い利用し合ってたんだよ」

「り、利用、なんて……そんなの、私は……」

　たどたどしく言いながら、私は顔を上げる。

「そうかな。君も、俺を利用してたと思うよ」

　意味ありげに微笑む彼を、私は呆然と見つめた。

　……利用？　私が、宇野さんを？　私は、そんなつもりは、なかった。……でも、少なくとも宇野さんは、そう感じていたの？

　心臓がドクドクと嫌な音を立てる。ギュッと膝の上の両手を握りしめたとき、宇野さんが小さくため息をついたのが聞こえた。

「ごめんね。君はこのくらい言わないと、自分でも気づかないと思ったからさ。俺は本当に、珠綺ちゃんには幸せになってもらいたいから」

　宇野さんの声が遠く聞こえる。

　……私はずっと、この優しい人を無意識に利用していたのだろうか。だけど、そこまで言われても、私には思い当たる節がない。

「あ、ありがとう、ございます……」

　なんとかそれだけをしぼり出して、私は自分のバッグを手に取る。

「あの、すみません。私、今日はもう、帰ります」

「……そっか。ここのお代は、もちろん俺が出すから。珠綺ちゃんは、気にしないで帰っていいよ」

「ありがとうございます。……ごちそうさまです」

　早くこの場を去りたくて、私は素直に、その言葉を受け入れた。

「さよなら」とペコリとお辞儀をしてから、靴を履いてレジの前を通り過ぎて、店を出る。

　外は、しとしと雨が降り注いでいた。けれど傘がないことも構わず、迷うことなく足を踏み出した。

　なんだか今日は、いろんなことがあった一日だった。

　雨に当たりながら、私は駅に向かってノロノロと足を動かす。シフォン素材のカットソーと、珍しく履いた膝丈プリーツスカートが雨を吸って重くなっていくけれど、立ち止まることなく歩き続けた。

　ジワリと涙が浮かんで、私は手の甲で、ゴシゴシとそれを拭う。

　自分が嫌になる。たぶん今までも、いろんなことに気づけていなかったんだろうな。きっと無意識に宇野さんのことも傷つけていたのだろう。彼は『どっちもどっち』と言ったけれど、彼は自覚していた分、私のほうがずっとタチが悪い。

　……それでも、自分がどんなふうに宇野さんを利用してしまっていたのか、わからない私は本当にバカだ。

　そのとき、背後でバシャッと、ひときわ大きな水の音がした。

　立ち止まってなにげなく顔を上げた瞬間、それまで降り注いでいた雨がピタリと止む。

　いや、雨が止んだんじゃない。誰かが後ろから、私に傘を差しかけてくれたんだ。

　それに気がついて、私は後ろを振り返る。

　そこにいたのは予想外の人物で、思わずポカンと目を見開いた。

「い、せ……？」

　ほとんどひとりごとみたいに呟いた私を見て、彼は眉をひそめる。そのまま肩を掴まれて、私は体ごと反転させられた。

「え、伊瀬、なんでここに……」

「それはこっちのセリフだ。なんでお前、傘も差さないで、こんな雨の中を歩いてんだよ」

　少しだけ怒ったように言う彼の手には、いつものビジネスバッグが握られている。つまり今は、退勤中ということだ。

　ああ、そっか、ここは伊瀬の通勤ルートなんだ。伊瀬は朝が弱いから、会社から歩いて十五分くらいのマンションに住んでるって、前に言ってたっけ。

　雨に当たっていたせいか、ボンヤリした思考でかろうじて考える。

　なにも答えない私に、さらに伊瀬が眉を寄せた。

「佐久真、今日は宇野さんと一緒だったんだろ？　なんで今ひとりなんだよ」

『宇野さん』というワードを聞いて、思わず目を伏せる。

　それになにかを察したらしい彼が、不機嫌な顔を解いて、驚いたように目をみはった。

「おい、宇野さんはどこだよ」

「……振られたんだ、私」

「え……」

　ようやくポツリと呟いた言葉に、今度こそ伊瀬が言葉を失った。

　さっきよりも顔を上げて、私はヘラリと笑う。

「振られたの。だから宇野さんは、ここにはいないよ」

「佐久真、お前……」

　彼はなにかを言いかけたけれど、それは言葉にならずに消える。

　ふと見ると、私に傘を差し伸べてくれているせいで、伊瀬の肩が濡ぬれてしまっていた。

　彼に向けて、そっと傘を押す。

「伊瀬も濡れちゃうよ。私のことはいいから、もう行きなよ」

「……佐久真」

「私は大丈夫、だから。だから、もう、行って……」

　うつむきながら、しぼり出すように懇願した。

　伊瀬に、こんな情けない姿、見られたくない。

　だから早くこの場を去ってほしかった。

　けれど伊瀬は、そんな私をジッと見つめると……。

　傘に触れる私の手に、自分のそれを優しく重ねた。

　その瞬間、弾かれたように、私は顔を上げる。

「伊――」

「お前は、大丈夫じゃないときこそ『大丈夫』って、言うだろ」

　眉を寄せて、切れ長の瞳を細めながら、本当に私を心配してくれているような表情で彼が諭す。

「……っ」

「話くらい聞くから。だから、そんな顔で『大丈夫』なんて、言うな」

　……そんな顔って。今の私は、いったいどんな顔をしているんだろう。

　伊瀬が私の手を引いて、完全に傘の中に入れた。彼の真っ黒な傘は大きいけれど、それでも少しだけ伊瀬の肩がはみ出してしまう。

「伊瀬……肩、濡れてる」

「いい。気にするな」

　そう言って小さく笑う彼を、私はたぶん情けない顔で見つめた。

　そこで、伊瀬がフッと表情を消す。

「お前、びしょ濡れだし……俺の家でも、いいか？」

　おそらく、ここからなら伊瀬の住むマンションまで歩いて五分くらいの距離だ。私は申し訳なく思いながらも、無言でコクリとうなずいた。

　伊瀬が私の手を掴んだまま、同じように無言で歩きだす。

　また、迷惑をかけた。本当に私は、ダメな人間だ。

　それでも彼は、手を引いてくれる。それがうれしくて、また目頭が熱くなった。伊瀬の温かい手が、心地よかった。




　しばらく細い路地を進んだ先に、伊瀬の住むマンションはあった。

　オートロックのエントランスを抜けて、エレベーターに乗る。

　私が立っている下に、水たまりができてしまっていた。それを見て、伊瀬が小さく笑う。

「明日が土曜日で、よかったじゃん。風邪ひいても、月曜日までには死ぬ気で治せよ」

「ちょ、ひどい。そこは『風邪ひかないように気をつけてね』でしょ？」

「はは」

　彼の軽口に、私は安心する。伊瀬が笑うと、私もうれしい。

　そうして四階でエレベーターを降り、たどり着いた焦げ茶色のドアに、伊瀬はポケットから取り出した鍵を差し込んだ。

「散らかってるけど。どーぞ」

「……お邪魔します」

　伊瀬の部屋は予想通り、シンプルな雰囲気のものだった。

　最小限の家具だけが配置されたワンルーム。本人は『散らかってる』と言ったけれど、私は全然そうは思わない。

　少しだけめくれたベッドの上のタオルケットだけが、唯一生活感を感じさせた。




「はい。熱いから、気をつけろよ」

「あ、うん。ありがとう」

　ベッドとテーブルの間に腰かけて、ボンヤリしていた私の目の前に、伊瀬がマグカップを差し出してくれた。

　中身は、熱々のコーヒーだった。私はマグカップを両手でそっと包み込む。

　家に上がると、まず伊瀬は私にタオルを渡してくれ、それから着替えまで貸してくれた。

　半袖パーカーと、スウェットのズボン。私のびしょ濡れの服は、今は洗濯機で乾燥させてもらっている。

　彼に渡されたパーカーに袖を通すと、身長はほとんど変わらないはずなのにダボッとしていて、やっぱり伊瀬も私とは違う〝男〟なんだ、と改めて自覚する。

　同じくサイズが大きかったスウェットは、七分丈くらいに裾を折った。びしょ濡れだった髪はドライヤーを借りて乾かして、今は結っていたシュシュを外し、そのまま下ろしている。

　伊瀬が差し出してくれたマグカップには、なんだかオシャレなネコの顔が描かれている。思わず小さく笑うと、彼が不思議そうにしながら、同じくテーブルの前、私から少しだけ距離を取ったところに腰を下ろした。

「なに？」

「いや……伊瀬、このマグカップ自分で買ったの？　かわいい」

「それは、母親が来客用にって勝手に置いたんだよ。俺のはこっちだ」

　そう言って持ち上げて見せたのは、伊瀬らしい無地のマグカップだ。色はネイビー。

　心外そうな顔にまた笑うと、ますます彼は不機嫌オーラを醸し出す。

　伊瀬もまた、私と同じように部屋着に着替えていた。

　Ｔシャツと、スウェット素材のボーダーズボン。自宅用の、ここまでカジュアルな服装は見たことなかったから、なんだか不思議な感じだ。

「……で、振られたって、なんだよ。お前ら、あんなに仲よさそうだったろ」

　体育座りでコーヒーをチビチビ飲んでいたら、ついに伊瀬が本題を切り出してきた。

　少し迷ってから、私はマグカップをテーブルの上に置く。

「えっと……」

　どうしよう。私と宇野さんが別れた理由を、全部話すわけにはいかないよね。だって、きっと宇野さんは〝私だから〟、あそこまで本当の話をしてくれたのだ。裏切るわけにはいかない。

　伊瀬は真剣な表情で、私の言葉を待ってくれている。そんな彼に少しだけ胸が痛みながらも、私はポツポツと話し始めた。

「……宇野さん、ずっと他に好きな人がいたらしいの。だから、私とは別れたいって」

「は……？」

　驚いたように、彼が目を見開く。それに気づきながらも、私は続けた。

「それから……実は来月から、九州支社への転勤が決まったんだって。だから、このタイミングで話したんだと思う」

　嘘は、ついていない。ところどころ、隠していることはあるけれど。

　伊瀬のほうにチラリと目を向けると、彼は眉を寄せて唇を真一文字に結び、静かに怒っているようだった。

　思わず「伊瀬」と、その名前を呟く。

「なんだよ、それ。結局お前、宇野さんに振り回されただけじゃねぇかよ。なんで宇野さんは、佐久真と付き合ったんだよ。好きなヤツがいるなら、最初からそっちに行けばいいだろ」

　彼の剣幕に気け圧おされながらも、私はなんとか言葉をしぼり出す。

「……好きな人のほうに行けない事情があったんだよ。その人、九州支社にいるんだって。だから……」

「だから、手近なとこで佐久真と付き合って、今度は自分の転勤が決まったら、簡単に捨てるのか？　そんなの、勝手すぎんだろ」

　伊瀬は怒ってくれている。私のために。

　でも、そこで私はうつむいてしまった。

『そうかな。君も、俺を利用してたと思うよ』

　宇野さんは、そう言った。自分でも気づいていなかったことを。

「伊瀬、ありがたいけど、宇野さんのこと悪く言わないで」

「なに？」

「私も悪いところあったんだよ。だから、宇野さんのことばかり責められないの」

　言いながら、ジワリと涙が浮かんだ。すぐに決壊して、しずくがポロポロとこぼれ落ちる。

「佐久真……」

「ご、ごめん私、みっともない……っ。今、止めるからっ」

　必死で目をこすって涙を止めようとするのに、後から後から溢あふれてきて止まらない。

　情けない。みっともない。自分が無意識に誰かを利用していたことにすら、気づけなかったなんて。

　宇野さんは、いい人だ。だから九州支社に行ったら、今度こそ好きな人とうまくいってほしいと思う。

　私は、どうしよう。どうしたら私は、もっとうまく生きていけるんだろう。大ざっぱな性格で、女らしくもない。がんばってはいるけれど、同い年の同僚にも、仕事の面で追いつけない。どうしたら、もっと、うまく……。

「う……ひっく、ご、ごめ、伊瀬――」

　その瞬間、顔を覆っていた手を外されて、なにか温かいものがフワリと唇に触れた。

「……え」

　自分が泣いていたことも忘れて、呆然と目の前の人物を見つめる。

　私の両手首を掴んだまま、再び伊瀬が顔を近づけてきた。

「……んっ」

　ようやく我に返って拘束された手を動かそうとしたけれど、びくともしない。それどころか、さらに彼は重ねた唇を深くした。

　キスは、好きな人とするもの。そんなの、小学生だって知っていることだ。……じゃあ、どうして。どうして今、伊瀬は私にキスしてるの？

「んっ、や……伊、瀬……っ」

　渾こん身しんの力を込めて掴まれた手を振りほどき、目の前にある伊瀬の体を押し返す。

　呆然と見上げた先の彼は、今までに見たことがないくらい、冷たい笑みを浮かべていた。

「な、なんで、伊瀬……」

「ちょうどいいや。俺も最近、振られたばかりなんだ」

「え？」

　思いがけない言葉に、目を見開く。

　俺も振られた、って……やっぱり伊瀬、好きな人、いたの？　それで、振られた？

「いいじゃん、傷の舐なめ合い。俺もちょうど溜まってたし」

「な……なに、言って……」

　ジリジリと近づいてくる彼から逃げるように、後ずさろうとする。けれども簡単に手首を掴まれて、グイッと彼のほうに引き寄せられた。

　欲望を持った瞳。弧を描く唇。私を見下ろすその顔に、いつもの〝頼りになる同僚〟の表情は、ない。

「伊、瀬……」

　彼を呼ぶ声が震える。

　ああ、どうして、どうしてこんなことに……。

「安心しろよ。ちゃんと、気持ちよくしてやるから」

　私が次の言葉を紡ぐ前に、両頬を挟まれる。そのまま降ってきた唇に、抵抗するヒマすら与えられなかった。

　三度目に合わせたそれは、最初から激しい熱を持っていた。もっと深くまで食らい尽くそうと、伊瀬の舌先が、固く結んだ私の唇をなぞった。

「佐久真、口開けろ」

　薄目を開けた彼が低く呟くけれど、私はあまりのことに、首を振って逃れようとする。

　けれども、頬から後頭部に移動した伊瀬の手が私の髪をひと掴みにし、優しい動作で下にグイッと引っぱった。

　痛みはないけれど、首を反らされたせいで、わずかに口が開く。簡単に入り込んできた彼の舌が、また深く侵食を始める。

「ん、う……っ」

　熱い。苦しい。こんなキス、知らない。

　私の舌も簡単に絡め取られて、吸い上げられて、くすぐられて、軽く噛まれた。

　容赦なく攻め立てるその動きに、だんだん力が抜けていく。それと比例するように、伊瀬は私のほうへと体重をかけてきた。

　堪えきれず、いつの間にか私は、フローリングに敷いたラグの上に押し倒されていた。

　ようやく私の唇を解放した伊瀬が、今度は首筋へと舌を這わせる。

　荒く呼吸を繰り返しながら、私はビクリと体を震わせた。スルスルと素肌をなぞる手に、いちいち小さく声を漏らして反応する。

「や……っ。伊瀬、や、ダメ」

「ダメじゃない」

　伊瀬は制止の声も聞かず、ちゃくちゃくと服を乱して、私の体を暴いていく。

　その顔をひっぱたいてやればいいと思うのに、できない。だって、伊瀬は大切だ。大切な、私の同僚で、友人だ。

「ふ、佐久真のカラダ、俺に触られてすっげぇ喜んでる」

「んっ、あ、いや……っ」

「そんなとろけきった顔で言われても、説得力ないよ」

「ぅ、あぁ……っ」

　伊瀬が私の肌に触れている。これは、同期の距離じゃない。もう、ぐちゃぐちゃだ。頭の中も、私たちの、関係も。

「……伊瀬」

　ラグに押さえつけられた手首が痛い。

　心が置いてけぼりのまま進んでいく行為の中、彼の名前を呟いた声は、思った以上に弱々しく響いた。

　もう私は、ほとんど生まれたままの姿だったけれど、彼自身は、いまだきっちりと衣服を身につけていた。私の胸に埋めていた顔を上げて、伊瀬が嘲笑する。

「はっ、こうしてると、身長の違いなんて、大した問題じゃないな」

「……っ」

　瞬きをした拍子に、また両目から、溜まっていたしずくがこぼれた。

　なんで。どうして。私たちは、職場の同期だ。それ以上でも、それ以下でもない。こんなの、違うのに。

　戸惑いと悲しみ、そして与えられる快楽のせいで、ポロポロと涙をこぼす私を見下ろし、伊瀬が困ったように首をかしげた。

「……泣くな、佐久真」

　そう言って、なにかを堪えるように眉を寄せて、私の額に唇を落とす。

　今私を泣かせているのは、彼自身だ。なのにどうして、そんなことを言うんだろう。

　伊瀬が私の名前を呼ぶたび、胸が痛む。

　……伊瀬は、わかっている。私を、恋人でもなんでもない、同僚の〝佐久真 珠綺〟であると、ちゃんと理解している。その上で、私に触れているのだ。

　ねぇ、伊瀬。私はアンタのこと、大切な同期だと、思っていたよ。アンタは、違った？　伊瀬にとって私は、自分の欲を満たすために軽々しく抱けるような、そんな女だった？　同期として過ごした数年間は、そんなに薄っぺらいものだったの？

　誰のせいだ、という思いを込めて涙目のまま睨んでやると、伊瀬がフッと苦笑した。

「いいよ、今……なにも考えられないように、してやる」

　私が言葉を発する前に、また深く唇を塞がれる。そして唇を合わせたまま、伊瀬が軽々と私の体を抱き上げた。

　次に背中に感じたのは、布団の柔らかさとベッドのスプリング。押しつけられていた両手は解放されたけれど、そのまま両方の膝の裏を持たれる。

　キスに翻弄されながら、この先の展開に体が震えた。快楽に沈みそうな頭の片隅で、ああやっぱり、と私は再確認する。

　今の伊瀬は……理性的ではないんだな。だって、彼は私を抱こうとしている。正気じゃない伊瀬が、同期という壁をぶち壊して、私に触れている。

「佐久真……」

　熱っぽく呟いた声に彼の本気を感じて、私はきつく目を閉じた。




　目が覚めた部屋は真っ暗で、私は闇に目が慣れるまで、しばらくジッとしていた。

　ようやく部屋の中の輪郭がボンヤリと見えた頃、静かに上半身を起こす。その拍子に、タオルケットが素肌を滑って落ちた。

　すぐ横に視線を向けてみると、私と同じように裸のまま眠っている伊瀬がいる。

　こちらに背を向けるようにしているその姿を見て、ズキンと胸が痛んだ。

　熱く濃密すぎる行為の後、気を失うように眠ってしまった私の頬を、彼が慈しむように撫でていたことは覚えている。

　私はそっとベッドを抜け出して、床に散らばった自分の下着を手早く身につけた。散々喘あえがされた喉はカラカラで、「けほっ」とひとつ咳払いをする。

　それから洗濯機の中でとっくに乾いていた服を着て、伊瀬から借りた服はそのままバッグに突っ込んだ。

「……帰るのか？」

　バッグを肩にかけて立ち上がった瞬間に聞こえた声に、ビクリと体が反応した。

　反射的に振り返ると、いつの間にかベッドで上半身を起こしていた伊瀬が、だるそうに頭に片手をやりながら、こちらを見つめている。

「……帰る。電車、まだあるし」

「そっか……」

　そう呟いた伊瀬が、なにを考えているのか、わからない。

　私はバッグの持ち手を掴んだ手にギュッと力を込めた。

「服、洗って返すから。ありがと」

「別に、そのまま置いてっていいのに」

「そんなわけにはいかないよ。……それじゃ」

　彼に背を向けて、玄関へと向かう。伊瀬もそれ以上、なにかを言うことはなかった。

　パタンとドアが閉まる。私は一度振り返ってから、小ギレイなマンションの廊下を歩きだした。

　……ねぇ、伊瀬。私はアンタのこと、大切な同期だと思ってたよ。それは今も変わらない。だけど、ねぇ、これから私たち、どうしたらいいんだろう。あんなことをしてしまって、これからどうなっちゃうんだろう。

「伊瀬……」

　呟いた声が、夜の闇に消える。

　雨上がりの湿った空気の中、宇野さんと別れた直後にひとりで歩いていたときよりずっと、私は心が痛かった。










変わる関係




「――大丈夫？」

　自分に向けられていると思われる言葉に、うつむかせていた顔をユルユルと上げる。

　目に映ったのは、切ったばかりみたいな真っ黒い短髪に、黒縁メガネと色白な肌。

　思っていたよりもすぐそばで、自分と同じくらいの年頃の男の人がジッとこちらを見下ろしていた。

「……ああ、やっぱり、佐久真さんだ」

　スーツ姿のその男性は、私の顔を覗き込むようにして軽く首を傾ける。

　私の名前を知ってる？　ていうかこの人、なんか見覚えがあるような……。

「あの……」

「ああ、ごめん。しゃべんなくていいよ。すっごい顔色悪いけど、貧血？」

　そう言いながら彼は、駅の片隅でうずくまる私に寄り添うように隣へしゃがみ込んだ。遠慮がちに肩を抱いて、背中をさすってくれる。

　一見とっつきにくそうなのに、すごく親切な人だ。

　彼の問いかけに、私はコクリとうなずいた。

「たぶん……」

「そっか。研修の途中から、ずっと具合が悪そうだなって思ってたけど」

　なにげなく発せられた言葉を聞いて、思わず目を瞬かせる。

　研修って、さっきまで私が参加してた新入社員研修のことだよね？　あの研修に、いたってことは……。

　ふと視線が合った彼が、小さく口元に笑みを浮かべた。

「やっぱ、わかんなかったかな。俺もブルーバードの新入社員で、伊瀬っていうんだけど」

「あ……伊瀬、くん」

　ようやく思い出した。彼は、研修で同じグループの机に座っていた伊瀬くんだ。

　同じグループといっても、私と彼はけっこう離れた席だったし、直接言葉を交わしたりはしていなかったから、すぐに気づけなかった。

　まさか、貧血を起こして駅でうずくまっているところを発見されるなんて……。

「とりあえず、ここから動こうか。立てる？」

　うなずいて、私はその場にゆっくりと立ち上がった。途端に、まためまいがして、思わず足元がぐらつく。

「危なっ」

　とっさに手を伸ばした伊瀬くんが、ガシリと私の体を支えてくれた。

　立ち上がってわかったけど、伊瀬くんの身長、私とそう変わらないくらいだ。そんな人に、ほぼ全体重を支えてもらっているなんて、申し訳ないという気持ちしか浮かばない。

「ごめんなさい」と、彼にぐったりもたれたまま呟いた。

「歩くのは、無理か。……ちょっとごめん」

　その瞬間、フワリと体が浮く。すぐ近くには、伊瀬くんの顔。私は彼に、お姫様だっこで抱えられていた。

「これ、佐久真さんのカバン？」

　人差し指で示されたそれに、呆然としたままうなずく。

　彼は床に放置されていた私のバッグを持ち上げると、そのままスタスタ歩きだした。

「救護室って、どこだろ。とりあえず駅員に聞けばわかるか」

　ひとりごとのように話す伊瀬くんに抱えられながら、私は完全に放心状態。

　だって伊瀬くん、通りすがりの人たちが私たちのことをジロジロ見てるのに、まったく気にする素振りもなく真顔だし……。

　そしてなにより、自分と同じくらいの身長の人に、こんなに簡単に抱えられているということが、とても衝撃的だった。

　伊瀬くんの顔、黒縁メガネでわかりにくかったけど、近くで見ると、すごく整った顔してる。目元が涼しげで、なんか和服が似合いそう……。

　そんなことを考えていたら、パチッと目が合った。

　固まる私を見下ろして、伊瀬くんが口の端をほのかに持ち上げる。

「よかったね」

「え」

「俺が偶然、佐久真さんのこと見つけて」

「……っ」

　途端に私は恥ずかしくなってしまって、カアッと頬に熱が集まるのを感じた。

　貧血を起こしたはずなのに、今、顔が真っ赤な気がする……！　だって、男の人にお姫様だっこされるなんてこと、初めてで。今だけは、自分が憧れている、小さくてかわいい女の子になったような……そんな錯覚をしてしまった。

「あ、あの……」

「ん？」

　伊瀬くんは、私と会話をするとき、いちいち視線を合わせてくれる。

　彼の腕の中で精いっぱい恐縮しながら、そのワイシャツの胸元を控えめに掴んだ。

「あり……ありがとう、伊瀬くん……」

　ちゃんと届いたかわからないくらいの、めちゃくちゃ小さなお礼の言葉。それでも伊瀬くんは、フッと口元に笑みを浮かべた。

「どういたしまして」

　これが、私と彼の、ファーストコンタクト。

　二十二歳の、春のことだった――。




　　　＊　＊　＊




　私の重たい気分なんてお構いなしに、また月曜日はやってくる。

　毎朝の日課であるメールチェックをしながら、今日何度目かのため息をついた。

「珠綺さん、大丈夫ですか？　具合でも悪いんじゃ……」

「あ、ううん。ごめん、さなえちゃん、大丈夫だよ」

　朝っぱらから隣の席の人がため息をつきまくってたら、そりゃあ気になるよね。

　心配そうに顔を覗き込んできたさなえちゃんに軽く笑みを浮かべて見せて、片手をヒラヒラと振った。

「そうですか」と一応納得してくれた様子の彼女にこっそり安堵して、私は椅子から立ち上がる。

「私、ちょっとお手洗い行ってくるね」

「あ、はい」

　デスク下のバッグから化粧ポーチを取り出し、出入口のドアへと向かった。

　私がノブに手をかける前に、反対側からドアが開かれる。

「お、佐久真っち。はよーす」

「西川さん。おはようございます」

　相変わらず軽い調子の西川さんに、私は笑顔で挨拶をした。だけど、その後ろに連れ立っていた人物に気づいて、ギシリとその顔が固まる。

「……おはよう、佐久真」

　いつものかわいげのない真顔で言うのは、ついこの間までは、ただ仲のいい同期だったはずの、伊瀬。

　……普通、だ。いつも通りの、彼。

　だけど今の私に、それまでしていた普段通りの反応なんて、できるはずもない。

「っお、はよ……っ」

　決して目は合わせないまま、その脇を通り抜けるように、私は早足に廊下へ出た。角を曲がり、お手洗いのところにたどり着くまで、そのスピードをキープする。

　入口近くまで来たところでようやく歩く速さを緩めて、深く息を吐いた。

　……なんで伊瀬は、あんなに普通なの？　あんなことがあったのに、どうして普通にできるの？

　チリチリと痛む胸を押さえながら、私は洗面台の前で、唇を噛みしめた。




　その日、私はことごとく伊瀬を避けた。

　なにげなく視線が合えば、勢いよく逸らす。仕事のことで話しかけられても、絶対に目を合わせないようにして『うん』とか『わかった』とか、最低限の言葉しか発しない。

　私は、伊瀬みたいに器用じゃないから。こないだまでの彼のよそよそしい態度に周りは気づいていなかったと思うけど、今日のこれは、間違いなく同僚たちもおかしいと感じているだろう。

　不自然だってことは、自分でもわかっている。わかっていても、私は何事もなかったようになんて、振る舞うことができない。

「佐久真、あのさ――」

「ごめんっ、後で!!」

　定時を過ぎた頃、ちらほら席を立ち始めた人たちがいる中で、伊瀬が話しかけてきた。

　私はすばやく彼の言葉を断ち切ると、用もないのに席を立って、その横をすり抜けた。デスクを離れた以上なにもせずに戻るわけにもいかないから、そのままの勢いでオフィスを後にする。




「はあ……」

　埃っぽい物品庫にひとりしゃがみ込みながら、ため息をつく。

　しんどい……。オフィスが同じで、おまけに席も斜めな人を避けるのって、すごく重労働だ。それにしても、なんで伊瀬は私のことをあんなナチュラルに避けられたの？ある意味、それも才能なの？

　ひとしきりウンウン唸うなってから、気合いを入れ直して立ち上がる。

　そうして物品庫のドアを開けた瞬間、すぐ横にある壁に腕を組んで寄りかかっている人物に気づいて、思わず「ヒッ」と声が漏れた。

　とっさにまたドアを閉めようとしたのに、開いた隙間へすかさず片足を突っ込まれて、あっさり阻まれる。

「佐久真。ちょっと話、あるんだけど」

　ひと言ずつ、まるで小さい子に言い聞かせるような話し方に、背筋を冷や汗が流れる。逃げることも、拒否することもできない。

　いつもの真顔でやたらと威圧感を発している伊瀬を目の前に、私はコクリと小さくうなずいた。




　伊瀬が無言で連れてきたのは、非常階段の踊り場だった。

　すぐそばに物品庫があったというのに、その狭い密室を選ばなかったのは、たぶん彼なりの気遣いなのだろう。

　普段、社員が使うものとは別にある階段だから、人はめったに通らない。まさに込み入った話をするには絶好のスポットだ。

　重たい扉が背後で閉まったのとほぼ同時に、少し先に立った伊瀬がクルリと振り返った。

「……あのさ。子どもじゃないんだから、あの態度はないだろ」

　呆れたような声に、私はカチンと反感を覚えるけれど……。

　言葉は返さず、うつむいたまま、自分のパンプスのつま先をひたすら見つめた。

「周りも、不審がってたぞ。『お前らケンカでもしたのか』って。俺たち、いい大人だろ。それなりにいろいろ経験してきてるんだから、もっとうまく立ち回って――」

　なに、それ。あの出来事を気にしてるのは、私だけなの？　ただの同期なら、あんなの、絶対にしちゃいけないことなのに。私がおかしいの？　〝普通の大人〟は、あんなことじゃ動じないのが当たり前なの？　……伊瀬は本当に、なんとも思っていないの？

　ズキンと胸が痛む。文句を言おうと思って、そこで初めて私は顔を上げた。

「……っ！」

　だけど顔を上げて、伊瀬と目が合った瞬間……。

　必死で思い出さないようにしていた〝あのときの彼〟が、頭の中によみがえった。私はすぐに言葉に詰まってしまう。

「佐久真？」

『……泣くな、佐久真』

　……嫌だ。

『ああ、佐久真は、ここがいいんだ？』

　やだ、やめて、出てこないで。

『……や、もう……伊瀬ぇ……っ』

『っは、佐久真、かわい……』

　ダメ、ダメ、ダメだってば……!!

　思い出したくないのに、忘れてしまいたいと思うのに、あのときの記憶が私の心を掻き乱す。

「佐久――」

　カアッと、一気に頬が熱くなった。きっと今、私は顔を赤くしてしまっているのだろう。そして、そんな私の様子に気づいたのか、訝しげに私の名前を呼ぼうとした伊瀬の声が、ピタリと途切れた。

　ふと視線を上げてみれば、彼は目を見開き、口を真一文字に結んだ状態で固まっている。

　……なによ。なんなのよ、その反応は！

　彼のすべての言動に、反感を覚える。そのままクルリと踵を返した。

「っあ」

　背後で伊瀬の呟く声がしたけれど、無視して扉を閉める。

　うら若き女子にあるまじき大股で廊下をズンズン歩きながら、私は下唇を噛みしめた。

　なんなの、伊瀬のあの態度!!　もう少し、気まずいとか、私に申し訳ないとか……そういう感情、ないわけ？　いくらなんでも、動じなさすぎなんじゃないの!?

「……はあ」

　歩きながら、心を落ち着かせるように深く息を吐く。

　うん、やっぱり忘れよう。伊瀬にとってあの出来事に、特に深い意味なんてなかったんだ。『振られた』とか『傷の舐め合い』とか言ってたけど、要はただ、その場でやれる相手がいればよかったんでしょ？　私じゃなくても、よかったんでしょ？

　なのに私ばっかりが気にして、バカみたいだ。あんなの、雨に濡れて気が滅入ったせいで見てしまった幻覚だと思って、忘れる！　だけど伊瀬は、私の中で〝同期〟から〝赤の他人〟に降格!!

　勢いよく、マーケティング部のドアを開ける。

　ちょうど入口近くにいた西川さんが、びっくりしたような表情で私を見た。

「あれ？　佐久真っち、さっき若殿が追いかけてったと思うんだけど……」

「はい？　知りません、そんな人！」

　引きつった表情をする西川さんを放置して、私はまっすぐ自分のデスクへと向かう。

　バカみたいバカみたいバカみたい。伊瀬の、バカヤロー！




　　　＊　＊　＊




「最近、珠綺さん、伊瀬さんとおしゃべりしてないんですね」

　社食からの帰りがけ、廊下を歩きながら、さなえちゃんにそんなことを言われた。

　私は一瞬固まってから、すぐに不機嫌な顔をする。

「……誰かな、伊瀬って。伊勢エビのこと？」

「みなさん、心配してますよ。あんなに仲よかったのに、急にどうしたんだろうって」

　話を逸らすための小ボケもスルーされて、本当に心配そうな表情で言われてしまった。

　私はムウッと唇をとがらせる。

〝あの事件〟から、もう一週間以上が経つ。極端に避けることはしないまでも、私はあれ以来、ずっと伊瀬にそっけない態度を取り続けていた。

　そして伊瀬も、どうやらそれを甘んじて受け入れているように見える。

　今さら引っ込みもつかず、かといって、また話し合いをするでもなく、ズルズルと今日まで来てしまっていた。

「珠綺さん……伊瀬さんとなにかあったんですか？」

　背の低いさなえちゃんに顔を見上げるように尋ねられて、私は一瞬、言葉に詰まってから、「あはは」と笑う。

「別に、なにもないよ。ていうか私たち、いつも通りだし」

「…………」

　なにか言いたげな様子の彼女に、さらに私は畳みかけた。

「……ホントに、なんでもないから。ごめんね、心配してくれたのに」

　ヘラリと笑みを浮かべて見せると、さなえちゃんは少し納得のいっていない表情でこちらを見上げる。だけど、すぐにコクンとうなずいた。

「すみません。出すぎた真似をして」

「ううん。ありがと」

　さなえちゃんは、いい子だ。いい子で空気も読めるから、これ以上私が追及されることを嫌がっているのを感じて、そう言ってくれる。

　……そう、ホントになんでもないんだ。伊瀬にとってあの出来事は〝なんでもないこと〟だった。例え私にとっては、そうじゃなくても。

　伊瀬がそう思っているのなら、私には、どうすることもできない。

　他の部署にいる友達のところに寄ってくる、というさなえちゃんとは一旦別れて、今度はひとりで廊下を歩く。

　そして曲がり角にさしかかろうとしたところで、角の向こう側から自分の名前が聞こえてきたような気がしたから、その場でピタリと足を止めた。そのまま耳をすませる。

「――え、宇野と佐久真って、別れたの？」

　……ああ、その話題か。

　聞き覚えのあるような男性の声が話すセリフに、思わず苦い顔をする。

　数人の男性たちの声は、おそらくこの先にある休憩スペースからだろう。

　宇野さんは目立つ人だから、その話はすぐに社内に広がるとは思っていた。だけど噂話を聞くかぎり、私たちが別れた理由は宇野さんの転勤で遠距離になるせいということになっているようだから、そこはこっそり安堵する。

　ていうか、出ていきづらいなぁ。ここを通らないと、マーケティング部に行けないんですけど。

「意外だよな。佐久真って、すげーサバサバしてるし、遠距離とか全然平気そうなんだけど」

　あの声は、浅尾さんじゃん。かわいい後輩をネタに、こんなとこで盛り上がらないでほしい。

「確かに意外かも。というか、宇野さんと佐久真さんって、どっちかっつーと、カップルより友達っぽくありませんでした？」

「ああ、それある。なまじ佐久真がデカいもんで、オンナノコ～ってイメージもないしなぁ」

　あの声のふたりは、広告販促企画部の人じゃないの。他の部署の人たちまで寄ってたかって人をネタにして、失礼だな。悪かったですね、オンナノコっぽさがなくて。

　こぶしをギリリと握りしめたところで、次に聞こえてきた名前に、また私は固まった。

「なに、てことは、それで佐久真の機嫌が悪くて、伊瀬がとばっちりくらってんの？」

「……別に、そういうわけではないです」

　どこか憮然として答えた声は、聞き間違えようもない。

　なによ。伊瀬もそこにいるの？　本人がいないのをいいことにネタにしてるような人たちの中に混じって、一緒に笑ってるわけ？

　どうしようもないイラ立ちと、それから少しの悲しみが、胸の中に沸き起こる。

「若と佐久真って、同期なんだっけ。なんか裏話とか聞いてたりしねーの？」

「別に……特には」

「あのふたり、並んで立ってるの見たことあるけど、けっこう絵になるんだよなぁ。ふたりとも背ぇ高いし、佐久真もなんだかんだで黙ってれば、そこそこかわいい顔してるし」

『黙ってれば、そこそこ』って、絶対に褒め言葉じゃないよね、それ。あーもう、早くこの場を去りたい。けど、もう少しで昼休みは終わるし、たぶん、あの人たちもそろそろオフィスに戻ると思うんだけど……。

　こっそり様子を見ようと、角から少しだけ顔を出しかける。だけど、また自分の名前が出て、慌てて顔を引っ込めた。

「つーか伊瀬と佐久真、けっこう仲いいじゃん。お前ら、この機会に付き合っちゃえば？」

「……なんですか、それ」

　浅尾さんの言葉に対する、伊瀬の呆れたような声が聞こえる。

　――ドクン。ドクン。

　壁に背中をピタリとつけながら、心臓がやけに嫌な音を立てた。

「おーそうだ、それ、けっこうおもしろいぞ！」

「付き合っちゃえよ、お前ら」

「……おもしろがらないでください」

　ため息交じりの伊瀬の声。

　私は胸元の服をギュッと握りしめる。

　……嫌だ。こんな話、聞きたくない。

「そういえば、お前らの同期って、集まるの好きで、よく飲み会してたじゃん。実は一回くらい勢いでやってたりして」

　――ドクン。

　きつく握った指先が震える。伊瀬の答えを待って、自然と神経が研ぎ澄まされた。

「……やめてくださいよ。俺は佐久真のこと、そういうふうに見たことないですから」

　対する彼の声音は、いたっていつも通りだった。

　ドッと、周りの男性陣が口々に声を上げる。

「ははっ、そりゃそーか。お前ら完全に〝ケンカ友達〟って感じだもんなぁ」

「つーか、あれは佐久真のほうから食ってかかってんのか」

「そもそも若からしたら、自分より背ぇ高い女って論外じゃねーの？」

「伊瀬の女の好みって、どんなんよ？」

　少しだけ思案しているような間の後、おもむろに伊瀬が答える。

「……守ってあげたくなるような女の子、ですかね」

「うわー、まさにそんな感じだわ、お前」

「ちんまーりしてて、フワフワーッとしてる子だろ？」

「守ってあげるには、まず若が牛乳をたくさん飲まないとな！」

「いい加減、うるさいですよ」

　廊下の向こうで、まだ会話は続いている。だけど、もうそれ以上、男性社員たちの声が私の耳に届くことはなかった。

　ギュウッと、ひときわ強く胸元を握りしめる。

　さっきからずっと胸が痛い。握りしめたこぶしのせいじゃなくて、もっと奥のほう。

　……なに、これ。もしかして私、傷ついてんの？

　自分より背が高い女は論外、なんて。そんなの、今初めて言われたわけじゃない。学生時代の頃のほうが、もっとずっと、身長のことでこんなふうに言われてきた。

　だから私は、異性からそう言われることには慣れてしまってるはずで……。でも、なのに今、こんなにも胸が痛いのは、どうしてなんだろう。

　コツコツと、リノリウムの床を歩く音が耳に届く。その音が自分のほうへ近づいてきているんだとようやく気づいて、顔を上げた瞬間……。

「っ！　佐久真……」

　角の向こう側から現れた人物と、思いっきり目が合った。

『しまった』と、わかりやすく顔に書いてある伊瀬から視線をすぐに外して、私は踵を返す。

「おい……待てよ、佐久真！」

　足早に廊下を歩く後ろから、伊瀬が追ってくる。

　それをわかっていて、私は決して振り返らない。

　だけど、すぐに追いついた伊瀬が、人ひと気けのない廊下の片隅で、私の右の二の腕を掴んだ。

「……放して」

　あくまで視線は合わせないようにしながら、静かに言う。

　私の腕を掴む伊瀬の手に、グッと力がこもった。

「佐久真、さっきのは……」

「別に、いいよ。弁解しなくても」

　冷たく言いながら、掴まれた腕を振りほどこうとするけど、びくともしない。代わりに私は、伊瀬に自分の顔を見せないようにすることで、彼に反抗した。

「佐久真、聞けって」

「……ちゃんと私、わかってたよ。伊瀬が私のことを〝そういう対象〟で見てないことくらい。だって、嫌だもんね？　自分より背が高い女なんて」

「おい」

　そう、わかってた。だからこそ私は、今まで伊瀬と、性別なんか関係なく、仲のいい同僚の関係を築いてこれたの。男だとか女だとか、そんなものは関係ない。ぬるま湯みたいな心地いい時間がずっと続くものなんだ、と疑うこともなかった。

　……なのに、どうして？　どうして伊瀬は、あのとき私を抱いたの？

「……とりあえず、こっち向けよ」

　痺しびれを切らした伊瀬が私の腕を引き、無理やり視線を合わせる。

「っ！」

　そのときの自分は、泣きそうな顔をしていたのか、はたまた、すごく怒った顔をしていたのか。どちらにしろ、私の顔を見た伊瀬は一瞬息を呑んで、腕を掴んでいた手の力を緩める。私を見つめる彼の表情は、どこか苦しげだった。

　……ああ、そっか。

　そこで私は、唐突にひらめいた。

　あのとき、伊瀬が私を、抱いた理由。それは……。

「――佐久真」

　彼に名前を呼ばれた瞬間、ドンと背中に衝撃が走って、思わず息を詰める。

　それは、伊瀬が私の両肩を掴んで壁に押しつけたせいだと気づくよりも先に、私の唇を、温かくて柔らかいものが塞いだ。

　少し遅れて、自分が今、伊瀬にキスされていることを理解する。

　……ああ、伊瀬。ごめん、私、わかったよ。アンタの、本当の気持ち。

　ギュッときつく目を閉じる。

　自由になっていた両手で、彼のシャツの胸元を握りしめた。

　きっと伊瀬は、今までずっと……本当は私のことが、嫌いで。だけど、伊瀬は優しいから、直接私に厳しい言葉をかけなくてもいいように、私が自然と伊瀬から離れるように、そう仕向けようとして、私に触れたんでしょう？　だから、今も……。

　チュッと小さくリップ音を立てて、彼の唇が離れる。

　いまだ吐息がかかりそうな距離で、伊瀬が眉を寄せた。

「佐久真。俺は――」

「……ら、い」

　彼の言葉を遮って、私は呟く。

　今にも溢れそうになる涙を必死で堪えながら、顔を背ける。そして、伊瀬の胸を両手で強く押し返した。

「伊瀬なんて、嫌い……っ」

　私は、最低だ。伊瀬が私を突き放すより先に、自分から彼を突き放した。自分自身が、傷つかないように。

　呆然とする伊瀬の横をすり抜けて、私は廊下を駆け出す。

　彼は追いかけてこない。

　当然だ。きっとこれは、伊瀬自身が望んだ展開なのだから。

「……っ」

　ジワリとにじむ視界をこれ以上広げないために、下唇を噛みしめる。

　大切な同期だと思っていたのは、私だけ、だったんだ。そりゃ、そうだよね。私はいつも身長のことでからかったりしてたし。本当は迷惑だったのに、きっと無理して、相手をしてくれてたんだ。

　だけど……これでもう、終わり。もう迷惑をかけたりしないから。

　伊瀬、ごめん。今まで、ごめんね。










告白




『……ちゃんと私、わかってたよ。伊瀬が私のことを〝そういう対象〟で見てないことくらい。だって、嫌だもんね？　自分より背が高い女なんて』

　そんなふうに冷たい口調で話すくせに、無理やり振り向かせた彼女の顔は、ひどく傷ついた表情をしていた。

　彼女のそんな表情を見た瞬間、俺の中に沸き上がったのは、最低なことに、満足感と優越感。

『佐久真のこと、そういうふうに見たことない』なんて……。先輩たちにからかわれたとき、あんな言い方しかできなかった自分を責めた。だけど同時に、俺の言葉で傷ついた顔をしている佐久真を愛いとしく感じた。

　強引に重ねた唇は、あの日と変わらず、まるで麻薬のように俺を狂わせた。

　ただひとつだけ違ったのは、目の前にいる彼女から、雨の匂いがしなかったこと。

　あの雨の日。どうせ叶わない想いなら、めちゃくちゃになってしまえばいいと思った。だけど結局、俺は心のどこかで、高をくくっていたのだ。

　いつも、例え不機嫌な顔をしている俺に対しても、その不機嫌さえ吹き飛ばすように、無邪気に笑いかけてくれる佐久真。そんな優しい彼女は、絶対に俺のことを嫌いにならない、と。

『伊瀬なんて、嫌い……っ』

　だけど、彼女の口から出たのは、決定的なひと言だった。




「うわ。ちょっと伊瀬くん、今、死にかけの魚みたいな顔してるけど、大丈夫？」

　人の顔を見るなり、そんな失礼極まりないことを言い放ったのは、偶然廊下で会った宇野さんだ。

　心底嫌そうな顔をもはや隠そうともせず、俺はその場に立ち止まる。

「……お疲れさまです、宇野さん。そりゃあ完成度の高いあなたの顔面に比べたら、俺の顔なんて魚みたいなものでしょうけど」

「お疲れ。というか俺のところにも噂が届いてるんだけど、今、伊瀬くんと珠綺ちゃん、なんか微妙な雰囲気なんだって？　なにがどうしてそうなったのさ」

「……少しは人の話聞けよ」

　思わず漏らした本音の呟きは、どうやら目の前にいる人物の耳には入らなかったらしい。

　ホントこの人、我が道を行くよな。どこが王子だ。いや、そういうところが王族っぽいのか？

　宇野さんには気づかれないように、小さくため息をつく。

「そういえば、来月から九州支社でマネージャーなんですよね。おめでとうございます」

「ああうん、ありがとう」

　ニコリと微笑む宇野さんに、自然とイラ立ちが募る。

　誰のせいで、あの日佐久真が泣いていたと思っているんだ。

「伊瀬くんさ、俺の転勤の話を知ってるなら……珠綺ちゃんとのことも、知ってるんでしょ？」

　よくもそんな、抜けぬけと……。

　今の俺は、宇野さんに対して負の感情しか沸き起こらない。無言のまま、両手のこぶしをギュッときつく握りしめた。

「チャンスって、思わなかった？」

　笑みを浮かべながら尋ねられて、思わず目をみはる。

　意味ありげな笑顔は、たぶん、そういうことなのだろう。やはり宇野さんは、ずっと俺の気持ちに気づいていたのだ。

　……どんだけ腹の中黒いんだよ、この人。

「あなたと別れたことを聞いたからって、別にチャンスだとは思ってないです。佐久真は、まだ宇野さんのことが好きですし」

「うーん、そのあたりも、いろいろと誤解があるんだけどな」

「……はい？」

　気になる発言に、思わず聞き返す。しかし宇野さんはヒラヒラと片手を振って、その疑問を跳ね除けた。

「まあ、それは本人に聞いてよ。で？　伊瀬くんはまだ珠綺ちゃんに『好き』って伝えないの？」

　直球すぎる質問に、グッと息を詰める。俺は視線を外しながら、しぶしぶ呟いた。

「……言ってませんよ。こないだ勢いで言おうとしたら、その直前に『嫌い』って言われましたから」

「ぶっ」

　思いっきり吹き出す音がしたから、顔を向けてみれば。宇野さんは口元を片手で押さえてうつむきながら、笑いを堪えるように体を震わせていた。

　思い出すだけで胸が苦しくなる記憶を、わざわざ話してやったというのに……。この人、一回くらいぶん殴っていいよな。

　俺から向けられる不穏な視線に気づいたのか、ようやく笑いを抑え込んだらしい宇野さんが顔を上げる。

「あーうん、そっかー。あれだけお膳立てしたのに、まだくっついてないのかー」

「……なんの話です？」

「ふふ、こっちの話」

　じゃあ俺、そろそろ行くからー、と軽い調子で言って、宇野さんは無駄に爽やかに去っていった。

　最後まで、意味がわからないことばかり言う人だ。あの人の頭の中、いったいどうなってるんだ。いや、別にわかりたくもないけど。

　またひとつため息をついて、俺も廊下を歩きだす。今日はこれから新商品関連の打ち合わせで外出しなければならない。

　もうすぐ社長への〝お披露目会〟もあるし、気合いを入れないと。

　だけど、ひとりになると、思い出してしまう。あの雨の日の佐久真とのことを。

　――俺の家で、宇野さんとの別れ話の経緯を聞いていたとき、なんとか怒りを抑え込みながらも宇野さんを非難する俺に、佐久真は辛そうに目を伏せた。

『私も悪いところあったんだよ。だから、宇野さんのことばかり責められないの』

　そう言って、佐久真はポロポロと涙を流した。

　いつも気丈に振る舞っている佐久真が、俺の前で素直に泣きじゃくっている姿に胸が締めつけられた。

　だけどそれは、彼女がそれだけ宇野さんのことを想っていたということだ。

『な、なんで、伊瀬……』

『いいじゃん、傷の舐め合い。俺もちょうど溜まってたし』

『な……なに、言って……』

　無理やり重ねた唇は、それでも甘く、柔らかかった。

　どうせ叶わない想いなら、めちゃくちゃになってしまえばいい。

　そう思いながら、抵抗する彼女の両手を押さえつけて、床に押し倒した。彼女を守る服を乱して、その肌に触れた。体を震わせながら絶え間なく涙をこぼす目元を、何度も拭った。

　……泣くな、佐久真。アイツのことを想って、泣くなよ。

『いいよ、今……なにも考えられないように、してやる』

　すべてが終わった後、ぐったりとベッドに沈む彼女の頬を撫でながら、俺は激しい後悔に襲われていた。

　もう元のような関係には戻れない。最低なことをしてしまった、と。

　ただ、それでも俺はどこかで、自虐にも似た安心感を持っていたんだと思う。俺のことを仲のいい友人としか思っていないからこそ、優しい佐久真はこの一回の過ちだけでは、俺を嫌いにならないって。……嫌いには、なれないって。

　アイツは最初から、俺のことを男としてカウントしていない。だからきっと、今まで通りの〝同期の伊瀬〟を求めて、今後も普通に接してくるだろうって。

　最低で、打算的で、自分勝手な、行為。傷の舐め合いだなんて建前をうそぶきながら、結局俺が我慢できなかっただけなのだ。

　俺の部屋にいて、俺の貸した服を着て、それでも他の男のことを想って泣く佐久真の姿に、理性が耐えられなかった。

　あのとき、『好きだ』と伝えられない分、何度も彼女の名前を呼んだ。

　名前を呼びながら、自分が今まぎれもなく〝佐久真 珠綺〟に触れているという事実に、溺れた――。

　下りのエレベーターを待ちながら、「ふう」とひとつ、息を吐く。

　あんなふうに佐久真を泣かせた宇野さんに対する憤りも、バカなことをした自分への後悔も消えない。

『伊瀬なんて、嫌い……っ』

　そう言った彼女の表情を思い出すたび、胸が痛む。

　だけど、今さらどうでもいいことだ。彼女に嫌われてしまった以上、もうすべて、どうでもいいことなんだ。




　　　＊　＊　＊




「――それでは、今回の新ＣＭのコンセプトは、そういう方向で行くということで」

「はい。お疲れさまでした」

　提携している広告会社との打ち合わせを終えて、俺はひとり、会社への帰途についていた。

　地下鉄の駅から地上に出て、銀行前の横断歩道を渡ると、すぐにブルーバード本社が見える。

　黒い石造りの階段の手前まで来たところで、ふと視線を上げる。談笑しながら階段を降りてくる見知ったふたり組を見つけて、思わず足を止めた。

　そのふたりも、俺の姿に気づいて、同じように立ち止まる。

「……あ、伊瀬さん」

　呟いたのは、木下さん。そして隣に立つ佐久真は、黙ったまま、俺から視線を逸らした。

　彼女の態度に、胸の奥がズキリと軋きしむ。

「お疲れさまです、伊瀬さん。今戻ったんですか？」

「ああ、お疲れさま。部長は直帰だけどね、俺だけ仕方なく戻ってきた」

「あはは、仕方なくですか」

　俺の軽口にクスクス笑っている木下さんの横で、相変わらず佐久真はうつむいている。

　これはもう、ダメだな。完全に俺のことを拒否してる。

『伊瀬くんさ、俺の転勤の話を知ってるなら……珠綺ちゃんとのことも、知ってるんでしょ？』

『チャンスって、思わなかった？』

　つい一週間ほど前、宇野さんに言われたセリフが、不意に頭の中によみがえる。

　……こんな態度の佐久真を目の当たりにして、そんなこと思えないよな。

　珍しく定時で帰るつもりらしい佐久真と、元来定時上がりの木下さんを、これ以上引き止めるのも忍びない。俺は一歩、階段へと足を踏み出した。

　足を動かすたびに、佐久真と木下さんとの距離は縮まっていく。

　ふたりとすれ違う間際、木下さんは小さく会釈してくれたけれど、佐久真はチラリともこちらを見ようとはしなかった。

　自業自得。因果応報。そんな言葉が頭をよぎるけれど、聞き分けが悪い胸は素直に痛んだ。

　自然と彼女の姿を追っていた視線をようやく外し、前を向く。その瞬間、「きゃあっ」とふたり分の女性の悲鳴が聞こえて、俺はとっさに後ろを振り返った。

「たっ、珠綺さん……っ」

　ふたり分の悲鳴は、おそらく佐久真と木下さんのものだろう。俺が振り返ったときに見えたのは、慌てて階段を降りる木下さんと、階段を降りきったアスファルトの上にペタリと座り込む佐久真の姿だった。

　彼女の周りに靴や持っていたバッグが散乱していることから、佐久真が階段から落ちたのだということは、容易に想像がつく。

　さあっと血の気が引いて、俺もすぐに階段を駆け降りた。

「珠綺さんっ、大丈夫ですか!?」

「いたた……」

　痛そうにうめきながら、佐久真は片手で後頭部を押さえている。

　意識がしっかりしているらしいことに、ひとまずホッとする。オロオロと佐久真のそばにしゃがみ込んだ木下さんにならい、俺も傍らに膝をつけた。

「大丈夫か？　佐久真」

　俺の言葉に反応して、佐久真はビクリと肩を震わせた。一瞬ためらいを見せた後、目は合わせずにただひと言、「……へーき」と小さく呟く。

　周りにいる社員や通行人たちも、何事かとこちらの様子をうかがっているようだ。

　不安げな表情のまま、木下さんが佐久真の靴を拾って手渡した。

「珠綺さん、本当になんともないですか？　頭、打ってたみたいですけど……」

「ホントか？」

　木下さんの言葉を受けて、すぐに尋ねてみるも、やはり佐久真は頑として俺と視線を合わせようとはしない。

「大丈夫、だから。気にしないで、伊瀬は行ってよ」

　その瞬間、俺の中のどこかで、不穏な感情が頭をもたげた。今まで自分の内側に抑え込んでいた不満や悲しみ、やるせなさが、みるみるうちに膨らんでいく。

　……なんだ、それ。いくら俺のことが嫌いだからって、心配もさせてもらえないのかよ。

「ああ、そう」

　荒ぶった気持ちを必死で抑えつけ、素っ気ない声音で言い放つ。そのまま立ち上がろうとしたところで、ふと、いまだ床に座り込んだままの佐久真の手元に目がいった。

　灰色の硬いアスファルトの上で、肌の色が白くなるくらい強く握りしめられている彼女の両手が、小さく震えていることに気づく。

　……ああ、もう。

　俺もまた、膝の上に置いた自分のこぶしをグッと握りしめた。

「木下さん、それ貸して」

「え」

「早く」

「あ、はい」

　突然の俺の言葉に、木下さんはなにがなんだかわからないような顔をしつつも、持っていた佐久真のバッグを俺に寄越してくれた。

「ありがとう」

　お礼を言いながら受け取り、再び佐久真へ向き直る。そして……。

「っな、わぁ……っ」

　彼女の膝裏と背中にすばやく手を回すと、抵抗される隙も与えないまま、その体を持ち上げた。

「俺、コイツを医務室に運んでくるから。木下さんは、気をつけて帰って」

「え、あ……で、でも伊瀬さん」

「ごめん、俺に任せて。佐久真が注意力散漫なの、たぶん俺のせいだし」

　佐久真を抱え上げたまま、木下さんに向けて薄く笑みを浮かべる。

　不意を突かれたような表情で、それでも木下さんがコクリとうなずいたのを確認し、俺は踵を返す。

　腕の中の佐久真は、驚いて声も出せないようだった。

　暴れられることも覚悟していた俺は、今のところおとなしくしている彼女の様子にこっそり安堵しつつ、会社のエントランスへと続く階段を上がっていく。

「い、伊瀬……私、自分で歩ける……」

「うるさい。おとなしくしとけ」

「…………」

　前を向いたまま真顔で言い放つ俺に、彼女は口をつぐんで押し黙った。

　素直な佐久真の様子に、不謹慎にも笑いそうになってしまう。

　冷静ではなかったあの雨の日はともかく、こんなふうに佐久真を抱えるの、新入社員研修のとき以来だな。こうして歩いていると、抱えた感じ、あの頃より少し痩せた気がする。佐久真は、いつもがんばりすぎなんだ。




「――はい、じゃあ、これは？」

「大丈夫、です」

「うん、もう楽にしていいよ」

　社内にある医務室で、椅子に座る佐久真の前に跪ひざまずいているのは、ここに常駐している四十代の女性保健師だ。彼女は逐一問いかけながら、佐久真の手首や足首などを動かしていたが、ひと通り確認し終わったのか、うなずいて立ち上がる。

「手足の捻挫はないみたいね。でも、もし今後腫れるようだったら、我慢しないで病院に行って」

「はい……」

「意識も受け答えもハッキリしてるし、打った頭も大丈夫でしょう。タンコブはしばらく痛いだろうけど」

「ありがとうございます」

　階段にぶつけたあたりを片手で撫でながら、佐久真がペコリと会釈した。

　保健師は笑顔でうなずいてから、なぜか今度は怪しい笑みを浮かべると、俺のほうへ意味ありげな視線を向ける。

「彼氏くん、よかったね。彼女、大したことなくて」

「……お騒がせしました」

　あえて訂正はしないで、俺は若干苦い顔で呟く。

　ニヤニヤ笑いを隠そうともしない保健師は、俺と佐久真の関係を完全に誤解しているらしい。

　まあ、いわゆる〝お姫様だっこ〟でいきなり医務室に現れれば、無理もないか。それにしても、完全に楽しんでるな、このオネーサン。

「じゃあ私は、ちょっと出てくるから。あなたたちはひと休みしたら、勝手に帰っていいよ」

　テキパキと言い残して、保健師は医務室を出ていった。

　ふたりきりになった室内が、途端に静寂に包まれる。

　……どうしたもんかな、この状況。

　椅子におとなしく座っている佐久真へ、チラリと視線を向ける。

「……よかったな、ケガなくて」

「…………」

　また、だんまりか。

　ため息をつきたい衝動を、腕を組んで天井の模様を見つめることで、なんとか堪える。

　まあ、この反応は仕方ないか。それなりに人通りがある社内を、あんなふうに抱えて歩いたんだから。俺もあのときは頭に血ぃ上ってたし、あまり気にしてなかったけど……今になって思えば、ちょっとまずかったかな。

　佐久真、俺のこと嫌いらしいしな。それに今、彼女は宇野さんとのことでも社内で密かに話題にされているというのに……さらにまたネタにされるようなこと、俺が進んでぶちまけてどうするんだ。

　でも、あのときの俺は我慢できなかったんだ。口では『大丈夫』だと虚勢を張るくせに、その手は小さく震えていたから。

　きっと本当は、階段から足を滑らせたとき、驚いて怖くて痛くて、泣きたくなっていたはずなのに。強がりの佐久真は、それを必死で隠そうとする。

　そして、そんな彼女の虚勢や強がりに気づくたび、俺はいつも、たまらなく愛しいと思ってしまうんだ。

「それじゃあ、俺はもう戻るから。今度は気をつけて帰れよ」

　足にも異常はなかったみたいだし、このままひとりで帰しても大丈夫だろう。

　そう考えた俺は、佐久真にひと声かけてから医務室を後にしようとした。

　返事は、最初から期待していない。だけど俺の言葉に、佐久真がピクリと反応した。

「な……なんで……」

「え？」

　小さく声が聞こえたから、思わず聞き返す。

　目は合わせないようにうつむいたままだったけど、佐久真は確かに、俺に向かって言葉を発していた。

「なんで、伊瀬……私なんかに、構うの？　こないだ私、ひどいこと、言ったじゃん。……なのに、なんで、こ、こんなふうに、優しく……っ」

　無理やりしぼり出したような、たどたどしい言葉。それを遮って、できる限り優しく、佐久真の頭にポンと片手を乗せる。そのまま彼女の前に跪いて、両頬を挟むように手を添えた。

「お前にひどいことをしたのは、俺だ」

　すぐそばにある佐久真の瞳に、ゆらゆらと涙が浮かぶ。

　あんなに逸らされていた視線が、今はしっかりと交わっている。

　久しぶりに、こんなに近くで佐久真の顔を見られたことがうれしくて、自然と口元に笑みが浮かんだ。

「あの日、お前の弱みにつけ込んでお前を抱いた。今さら許してもらおうとも、思ってない」

「伊瀬……」

　涙声で俺を呼ぶ佐久真はしおらしく、いつものハツラツとした雰囲気はない。

　泣き虫なくせに強がりで、繊細なのに我慢ばっかりしてて。がんばりすぎの佐久真は、いつもボロボロだ。宇野さんは知っていたのだろうか。そんな佐久真の弱いところ。

　例え、知っていたとしても……俺は宇野さんより、もっとずっと、彼女の弱い部分を見てきたと自負している。

　佐久真はかわいい。そして、こんな彼女の弱々しい表情を俺以外、他の誰にも見せたくないと思う。

　だけど彼女の泣き顔は、何度見ても胸が締めつけられた。親指の腹で、彼女の目尻に溜まった涙をそっと拭う。

「泣くな、佐久真。お前に泣かれるの、本当にこたえるんだ。お前が俺のことを嫌いでも……」

　ああ、そうだ。伝えたいことは、たくさんあるけれど……本当はずっと、この言葉を言いたかった。

「俺はずっと、お前のことが好きだったんだ」

　届かないとわかっていて告げる想いは、切ない。でも、後悔はなかった。

　もう、この気持ちを隠し続けていることのほうが辛いんだ。

「……え」

　一拍遅れて言葉の意味を理解したらしい佐久真が、驚いたように目を見開く。

　両頬を俺の手に挟まれたまま、その顔がカアッと赤く染まった。










気づいた恋心




「……ふーん、で、アンタはそのまま逃走した、と。一世一代の告白をしてくれた伊瀬くんのことは放置して、そのままなにも言わずにダッシュで逃走しやがった、と」

「あの都サン、私を見る眼差しが、すごく冷たいです……」

「当たり前でしょ、冷たくしてるんだから」

　肩にかかったキレイな巻き髪を妖艶な動作で後ろに払いのけるその美女は、まったく容赦がない。座布団の上で体育座りをして縮こまる私に、都はズバズバと冷ややかな言葉と視線を投げつけてきた。

　胸の前にある丸型クッションをギュウッと抱きしめて、私は「うーっ」と小さく唸る。

「な、なにも言わず、ってことはないよ。あのとき私、伊瀬にひと声かけてから出てったもん」

「へぇ、なんて？」

「し、『失礼しましたー！』って……」

「大勢に影響なし！　アンタが伊瀬くんの気持ちを踏みにじったことに変わりはありません!!」

　ベッドに腰かけて、細い脚を組んだ都が、ビシッとこちらを指差した。

「うぅっ」

　どんどん追いつめられる私の精神状態に比例して、腕の中のクッションがかわいそうなくらい形を変えている。

　ここは、私が住むマンションの一室。会社の最寄り駅から、電車で三駅離れたところにある。

　医務室での一件の後、逃げるように家に帰ってきたものの、ひとりで部屋にいるだけでは、どうやっても落ち着けそうになかった。

【今日時間ある？】とメールで都に連絡を取ったところ、まだ会社にいた彼女は、自宅への帰路途中にある私の家に、わざわざ寄ってくれたのだ。

　あの、ていうか……。

「都、なんで驚かないの？」

「え？　なにが？」

　テーブルの上のグラスに手を伸ばしながら恐る恐る尋ねた私に、都はキョトンと目を瞬かせて、同じくグラスに入ったアイスティーを口に含む。

「なにって……あの、伊瀬が私のこと、好きって言ったんだよ？　普通、そんなの聞いたら、びっくりしない？」

「だって、別に知ってたし」

　あっさりと言われ、危うくアイスティーを吹き出すところだった。すんでのところで耐えて、グラスを勢いよくテーブルに置く。

「しっ、知ってた!?」

「うん。だいぶ前から」

「えー！」

　伊瀬が私のことを好きって、都サン知ってたって!?

「なによ、うるさいわよ」

　都が面倒くさそうに言い放つ。

「な、なにそれ!?　なにそれ……っ」

「言っとくけど、伊瀬くんはわかりやすかったわよ。アンタが超絶ニブチンなだけ」

「え……えぇ……」

　呆れ顔の呆れ声でそんなことを言われたら、もう口をつぐむしかない。

　……私、ニブチン？　いやいや、でも今まで伊瀬、全然そんな素振り見せてなかったよね？

「だからアタシ、よく言ってたじゃない。『伊瀬くん、かわいそ～』って」

「う……」

「あまりにも珠綺が気づかないから、逆に伊瀬くんが不ふ憫びんで仕方なかったわぁ」

「ううっ……」

　確かに思い返してみれば、都はしょっちゅうそんなことを言っていた。自分の知らないところで生暖かく見守られていたのかと思うと、恥ずかしい。

　心を落ち着かせるために、アイスティーで喉を潤す。

　そこでふと、ひとつの疑問が浮かんだ。

「ねぇ、都」

「んー？」

「その……伊瀬が私のこと……って、だいぶ前から知ってたって、いつくらい、から？」

　なんとなく聞きづらくて、視線を落としながら、言葉も途切れ途切れになってしまう。

　都は考えるように顎に手を当てて、「うーん」と天井あたりに目を向けた。

「アタシが気づいたのはー、入社して三年目くらいの頃。いつもの同期八人でキャンプ行ったの覚えてる？」

「あー……」

　あったあった、同期でキャンプ。ちょっと遠出して、すっごい自然に囲まれてる、キレイな川があるところに行ったんだよね。キャンプの定番っぽくバーベキューをしたんだけど、絶対にバーベキューで焼かないような物とか持ってきてる人がいて、バカみたいに笑った記憶がある。

「あのときさ、みんなでふざけて、川に入って遊んだじゃない。そうしたら珠綺がコケそうになって、だけどそれを伊瀬くんが間一髪で助けたの」

「……うん」

「そのときの伊瀬くんの反応見て、気づいたかな」

　そう言って、都が微笑む。

　確かに、そんなこともあった。でも、その出来事は覚えていても、あのとき伊瀬がどんな様子だったか、全然思い出せない。……伊瀬はあのとき、どんな表情をしていたっけ？

「まあ、あくまでアタシが気づいたとき、だからね。いつから好きなのかとかは、知らないけど」

「……そう」

　うなずいて、またギュウッとクッションを抱きしめる。

　伊瀬は、いつから私のことを好きでいてくれたんだろう。というか、そのキャンプだって、もう三年ほど前の話だ。もしかして、それからずっと好きでいてくれたの？

　入社してすぐ、バラバラの支社に配属された私たち。けれども私も伊瀬も都も、入社直後の約半月間の新入社員研修では、同じグループで研修を受けていた。

　全体の人数で言えば、同期と呼べる人は五十人ほどいるけれど、そのときのメンバー八人が、やたらと馬が合った。それぞれが別々の支社で働き始めてからも、年に数回は、同期会という名目で集まりの場を設けていたのだ。

　だから、入社四年目で同時に本社へ異動してくる前から、私と伊瀬はなんだかんだと、定期的に顔を合わせていた。もちろん、他の同期たちも一緒ではあったけれど。

　そんなに伊瀬、わかりやすかった？　私、思い当たる節が全然ないんだけど……。

　コトリと小さく音を立てて、都がテーブルの上にグラスを置いた。さっきより少しだけ心配そうな表情で、私の顔を覗き込んでくる。

「ていうかさ、少し前……珠綺と宇野さんが別れたあたりから、アンタと伊瀬くん、雰囲気が微妙だったらしいじゃん。アタシ、それ聞いた時点で、伊瀬くんがとうとう珠綺に告ったんだと思ってたよ。それって、結局なんだったの？」

　都の質問に、私は答えられない。

　……だってあれは、完全に私と伊瀬、ふたりだけの間に起こった事故なわけで。あの話を他の人にするのは、いくら相手が都でも、さすがにはばかれる。

　きっと伊瀬も、誰にも話してないだろうし。というか、私が気まずい。

　今だって、あのときのことを思い出すと、胸が痛くなるのと同時に恥ずかしくて恥ずかしくて、顔を覆いたくなるんだもん。

　私が押し黙っていると、都は「ふう」と小さく息をついた。

「ま、別に言いたくないんなら、いいけどね」

　そう言って肩をすくめる都は、なんだかんだで優しい人なのだ。いつも周りの空気を読んで、本人がしたくない話だと感じたら、こんなふうに無理強いはしないでくれる。

　都のそういうところに、私はしょっちゅう助けられている。

「ごめん、都」

「別に。謝るようなことないでしょ」

『仕方ないなぁ』という表情で笑う彼女に、私も自然と笑みを返した。

　そこで私は、はたと気がつく。

　……待って、待って待って。伊瀬が、私のことを好きだったとすれば……あの雨の日、いったい彼はどんな気持ちでいたんだろう。

『ちょうどいいや。俺も最近、振られたばかりなんだ』

　あのとき伊瀬は、確かにそう言っていた。

　振られたばかりって……私、伊瀬に振られたと思わせるようなこと、してないよね？　仮にその振られた相手が、私以外の誰かだとすれば……そもそも、こないだ私にした告白はなんだったの？っていう話になる。

　それにあのときの伊瀬は、今思い返してみると、なんだかとても辛そうな顔をしていた。『泣くな』って言いながら、私の涙を拭ってくれた。目尻をなぞる指先はとても温かくて、少なくともあのときの私には、その手はとても優しいものに感じられた。

　彼はあの日、どんな気持ちで私に触れたのかな。私が宇野さんと付き合い始めたと知ったときは、どんなふうに感じていたのかな。

「うー……」

「急に黙りこくったと思ったら、今度はなにを唸ってるの。で、どうすんのよ」

「へ？」

　都の言葉に、うつむかせていた顔を上げる。パチパチと目を瞬かせると、都は呆れたように腕を組んだ。

「『へ？』じゃないわよ。伊瀬くんへの返事、どうするのかって聞いてるの」

「へ、返事……」

　そ、そうか。告白されたってことは、それに対する返事をしなくちゃいけないのか。

　つまりは、好きか嫌いか、付き合うか付き合わないか。えーとえーと、でも……。

「わ、私、今まで伊瀬のこと、そういう括くくりで考えたことなくて……」

「じゃあ振るの？」

「えっ」

「じゃあ付き合うの？」

「えっ」

「……結局どっちなのよ!!」

　痺れを切らしたらしい都がベッドから立ち上がり、私の頭を両手でわし掴んで、ぐわんぐわん揺らした。

「あわわわわわわ」

　の、脳みそ、シャッフルされてる。これって、ますます頭が働かなくなると思うんですけど！

　しばらくされるがままになっていたけれど、そのうち唐突にパッと頭を解放されて、私は力なく床に手をついた。

「うう……」

「なっさけないわねー。珠綺は普段サバサバしてて決断力のある〝なんちゃってデキる女〟のくせに、こういう話になるとホント、ダメなんだから」

「なんちゃってデキる女って……それ褒めてないし……」

「うん、褒めてはいない」

　切れ味抜群な言葉を真顔で発する都に、涙が出そうだ。また体育座りに戻って、私は膝を抱える。

　好きか、嫌いか。その二択なら、間違いなく伊瀬は、私の中で〝好き〟な人間だ。だけど、それが恋愛に絡んだ感情なのかと問われれば、途端にわからなくなってしまう。

　私は、ついこの間まで宇野さんと付き合っていて、彼のことを好きだと思っていた。だけど……。

『そうかな。君も、俺を利用してたと思うよ』

　宇野さんにああ言われて、私は、自分の恋愛に関する感覚に自信がなくなってしまったのだ。

　好きだと思っていた。でもそれは、他人からすると恋ではなかったと言う。

　誰かを好きになるって、どんな感覚だった？　そもそも私は、誰かを好きになったことがあるの？

　あの日から、ずっと胸の中で宇野さんの言葉がくすぶっている。

「み、都サン」

「あん？」

　再びベッドに腰かけてふんぞり返っている都サンに、恐る恐る話しかける。

「す、好きって、なんでしょう……」

「……マジで言ってるの？　え？　アンタの恋愛偏差値は小学生以下なの？」

　思いきって尋ねてみたのに、ものすごくドン引きされてしまった。

　し、仕方ないじゃん。私、実は、今まで付き合った人って宇野さんがふたり目だったんだよ。しかも最初の人は、大学生のとき、なんとなく流れで付き合った同級生と、なんとなく自然消滅したって感じで……。

　ほぼ恋愛経験皆無の私。この歳になって、誰かを好きになることがわからなくなるとは……。

「ねぇ、もしかして珠綺って、まだ宇野さんに未練あったりする？」

「え、それは違うよ。宇野さんのことは、私だって応援してるもん」

　神妙な顔をする都に、私はあっさりと答えた。

　伊瀬に言った、宇野さんの本当に好きな人は九州支社にいる、という話を、相手のことは伏せて都にもしてある。

　あまりにも迷いのない即答だったからか、彼女はなんだか面食らったような表情をした。

「ふぅん。……ま、とにかく今まで散々サボらせてきた恋愛脳を働かせて、伊瀬くんのことを真剣に考えてあげることね。明日も顔、合わせるんだから」

「……あい」

　そうは言うものの、まったく自分の気持ちがわからない。それに、これだけ都に後押しされても、少しだけ伊瀬の告白を疑ってもいた。

　だって私は、伊瀬に好きになってもらえるような女じゃないよ。いまだに実感はないとはいえ、付き合った人を無意識に利用するような、ダメなヤツなんだよ。私に伊瀬は、もったいないよ。

　その日の夜は、いつもより早めにベッドに入ったけれど、私を好きだと言った伊瀬の顔が何度も頭に浮かんできて、なかなか寝つけなかった。
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「佐久真。悪いんだけど、針使わないホチキス貸してくれる？」

　デスクでタイピングをしていた姿勢のまま、私は顔だけを横に向けて硬直していた。

　視線の先には、〝いつもと同じ〟真顔の、伊瀬の姿。

「ほら、前にも借りた、紙で留めるヤツ」

「……あ、ああ、はい、ホチキスね」

　デスクの引き出しを開けて、文房具をしまってあるポーチを取り出した。なんとなく焦りながら中を探って、お目当ての物を見つける。

　今は席を外しているさなえちゃんのデスク横に立っている伊瀬に、そろそろと差し出した。

「あっ」

　伊瀬の手にホチキスを乗せようとしたとき、指先が少しだけ触れた。思わずビクリと手を引っ込めかけたら、ガチャン！と盛大な音を立てて、ホチキスが床に落ちた。

　その音に驚いた私は、膝の上に乗せていたポーチの中身までバラまいてしまう。

　や、やってしまった……！

　慌てて椅子から降り、床に散らばった文房具を拾おうとする私の頭上で、ため息が聞こえる。

「……なにやってんだ。相変わらずそそっかしいな」

　呆れたように呟きながら、同じように伊瀬も目の前にしゃがみ込んだ。

　……顔、近い。

　床に転がるホチキスへ伸ばされた右手が、あの雨の日に私に触れたことを思い出して、反射的に目を逸らした。

　彼と目を合わせないようにしながら、ひたすらペンや定規を拾っていると……。

「佐久真、今まで悪かった」

「えっ？」

　突然小さく聞こえたから、ドクンと心臓が跳ねて、思わず動きが止まった。

　前髪が触れそうなほどの距離、誰にも聞こえないような低い声で、伊瀬が私の耳元でささやく。

「もう、混乱させるようなことは、しないから」

　とっさに顔を上げようとしたときには、もう彼は立ち上がっていた。

　拾った文房具を私のデスクの上に置いて、「じゃ、少しの間借りるな」とホチキスを片手に、自分のデスクへと戻っていく。

　ここ最近の、私たちの間にある微妙な雰囲気を感じ取っていたオフィス内の同僚たちが、固唾を呑んで成り行きを見守っていたのには気づいていた。けれど、その視線がどうでもよくなってしまうくらい、今の私は呆然としてしまっていた。

　……な、なに、あれ。なんで、あんな、ふ、普通の態度。それに、『今まで悪かった』って……？

　今日出勤するまで、どんな顔をして会えばいいのかわからなかった。告白に対する答えも結局出せていなくて、ものすごく重い足取りでオフィスへ足を踏み入れたというのに、今朝からの私に対する伊瀬の態度は、まさにいつも通りだった。

　そう、ここしばらくの微妙な雰囲気すら、なかったことにしているような、〝今まで通り〟の伊瀬なのだ。

　まるで昨日のことがなかったみたいに。私にした告白が嘘だったみたいに。……私のことなんか、好きじゃないみたいに。

　斜め前のデスクにいる伊瀬を、チラリと盗み見る。

　彼は、なにやら資料や私が貸したホチキスなどを抱えると、席を立ってオフィスから出ていってしまった。

　周りにいる同僚たちが、「なんだ、今日は普通じゃん」なんて、ひそひそ話しているのが聞こえてくる。

　確かに普通だけど……でも、『今まで悪かった』？　『もう、混乱させるようなことは、しない』？　もしかして伊瀬は、気安く話せる同僚だった頃に戻ろうとしているのだろうか。体を重ねてもいない、告白もしていない、あの頃に。

　……だけど、それはもう無理だよ。少なくとも私は、あんなふうに想いを告げられて、なかったみたいになんてできないよ。

　キーボードの前に置いた両手のこぶしをギュッと握りしめる。

「ごめん佐久真ー、ビアガーデンでやるビンゴ大会の景品のことなんだけど、ちょっといい？」

「あ、はいっ」

　席を立ち、景品リストの紙を持って内川さんの話に相づちを打ちながらも、私は別のことに意識を飛ばしてしまう。

　……伊瀬は、ずるい。勝手に謝って、なかったことにして。自分だけスッキリしたみたいな顔をして。私に『好きだった』って伝えたら、それで満足なの？　私の答えは、いらないの？　もしかして、もう好きじゃないの？

　内川さんとの打ち合わせが終わり、椅子を引いたタイミングで、デスクの上のスマホがメールの受信を知らせた。

　おもむろに手を伸ばしてディスプレイを確認すると、差出人は都だった。

【伊瀬くんに、返事した？】

　私は思いっきり眉を寄せてから、返信ボタンをタップする。

【返事、する必要ないみたいなので！】

　……伊瀬なんて。伊瀬なんて、もう知るか！
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　八月ともなると、夕方になっても気温はゆうに三十度を超えている。

　黙っていてもジワジワ浮かんでくる汗に、果たして今の自分は、ちゃんと化粧の乗った顔をしているのかと、こっそり心配になってしまう。特に、今日のような屋外のイベントでめまぐるしく動き回っているときは。

　ここは、ブルーバード本社の屋上庭園。今まさにここで、年に一度の、取引先や協力会社の方々を招待してのビアガーデンが開催されている。

　ビアガーデンは立食式で、適度に間隔を空けて配置したテーブルの上には、簡単につまめるオードブルを用意していた。

　ここでの私の仕事は、顧客が退屈しないよう話し相手をしたり、テーブルの上のオードブルを取り分けたり、サーバーからビールを注いで持っていったり。マーケティング部の他の面々も、主催者側の立場として、おもてなしをするために忙しく動いていた。

　私が主に準備に携わっていたビンゴ大会は、目立ったトラブルもなく、先ほど無事に終了した。量販営業部時代、お世話になっていた取引先の社員さんが高級空気清浄機を手にして、かなりご満悦だったことがうれしかった。

　景品を用意するのも、けっこう大変だったんだよね。予算内で収めて、なおかつ、もらって困らない物。まあ、自社のビール類製品詰め合わせとかでも、割と喜ばれるんだけどね。

　協力会社の男性と話しているところにウチの課長が交じってきたから、私は失礼してドリンクコーナーに戻った。

　ドリンクの置かれた長テーブル周辺は、バタバタとお酒を取りに来た社員たちでせわしない。招待客の要望にできるだけ応えられるように、ビール以外にもワインや焼酎、日本酒なども用意してあるのだ。

　小さく息をつきながら、なにげなく屋上を見渡す。すると、さっきまで屋上の中央付近で大手取引先の課長さんと談笑していたはずの伊瀬の姿が見えないことに気がついた。

　用があって、社内に戻っているのだろうか。本当に、彼はいつも忙しそうだ。

　一週間と少し前――あの告白の翌日から、伊瀬が望む通りに、以前と変わらない態度を私も心がけているつもりだ。だけど果たして、それがうまくできているのか、自分ではよくわからない。

　返事はしないというメールを送った後、都からは『ちゃんと話し合いなさい』というようなことを、いろいろ言われた。けれどそれも全部、ほとんど投げやりに『もういいから』と一蹴してしまった。

　伊瀬が同僚としての態度でいるなら、こちらもそうするしかない。私だって、今後自分はどうしたいのか、わかっているわけではないのだ。

　きっとこのまま私と伊瀬は、気まずくなる以前のような気安い関係に自然と戻っていくのだろう。……うん、戻っていければいいと思う。

　それにしても、今日は蒸し暑いし、疲れたな。

　お祭りなんかでよく見るような、氷水を張った大きな容器を覗くと、私の好きなペットボトルのオレンジジュースが目に入った。

　取り出したそれをタオルで拭いてから、その辺にあった紙コップになみなみと注ぐ。

　物陰にしゃがみ込みながら、オレンジジュースでこっそり喉を潤していると、なにやら慌てた様子の浅尾さんがやってきた。

「おお、佐久真、今ヒマか!?　ヒマだよな！」

「そんなヒマヒマ言わないでくださいよ。ちゃんと働いてますって！　これはちょっと、ひと息入れてただけです！」

「はいはい、働いてんの見てた見てた。で、ちょっと頼まれてほしいんだけど」

　うわー、あんまりいい予感はしないなぁ。

　そうは思いながらも、私は立ち上がる。

「はい、なんですか？」

「松まつ田ださんがさ、コーヒーを飲みたいって言うんだよ。ちょっと、中の自販機で買ってきてくれねぇ？」

　松田さんといえば、提携している広告会社の部長さんだ。

　私はつい先ほど自分がジュースを取り出した、青い容器を指差した。

「コーヒーなら、この中にもありますよ。ペットボトルの」

「ミル挽きのホットコーヒーが飲みたいんだと。十二階にあるヤツ」

「……了解でーす」

「悪いな。キリマンジャロのブラックでよろしく」

　浅尾さんは自分のお財布から千円札を取り出すと、私に押しつけるようにして、そそくさと踵を返した。

　彼が向かう先には数人の中年男性がいて、浅尾さんが戻るなり、バシバシ肩を叩いている。

　うーん、浅尾さん、気に入られてるみたいだなぁ。あれじゃあ、なかなか抜け出せないや。

　ひとつ息を吐いてから、私も屋上の出入口へ歩きだす。

　エレベーターホールにたどり着き、下矢印のボタンを押した。

　あれ、これって後で経費で落ちるのかな。あの自販機、レシートなんて出ないよね？　……まあいいや、浅尾さんのポケットマネーだし。

　若干、失礼なことを考えながら、ドアを大きく開いて私を待ち受けるエレベーターに乗り込んだ。




　赤いランプが【終了】のところに来たタイミングで、自動販売機の扉が開く。

　蓋がセットされた熱々のコーヒーを中から取り出して顔を上げたところで、廊下の向こう側から話し声が聞こえることに気がついた。

　他にも、誰か降りてきてるのかな？

　軽い気持ちで、曲がり角から顔をヒョイと覗かせる。

「すみません伊瀬さん、重いほう持ってもらっちゃって……」

「はは、大丈夫だよ」

　視線の先にいたのは、ちょうどマーケティング部のオフィスから出てきた、伊瀬とさなえちゃんだった。ふたりともビニール袋を片手に提げていて、伊瀬が持っているほうはいかにも重そうなほど大きい。

　そのツーショットを見た瞬間、ドクンと心臓が嫌な音を立てた。

　なぜか見ていたくないと思うのに、目が逸らせない。

　ふたりは、私の存在にはまだ気づいていないようだ。楽しげに会話をしながら、こちらに向かって歩いてくる。

「しっかし、このお菓子、すごい量だな。お客さん食べ切れないと思うんだけど」

「ふふふ。西川さんが『余ったらマーケティング部でお菓子パーティーしよう！』って、張り切ってましたよ」

「なんなんだろうね、あの人。バカなのかな」

　神妙な顔で話す伊瀬に対し、さなえちゃんが片手で口元を押さえながら、かわいらしく声を上げて笑う。

　すると不意に、彼女がその場に足を止めた。

　それに気づいた伊瀬も、さなえちゃんより数歩進んだところで、立ち止まる。

「木下さん？」

『どうかした？』というような意味が込められた伊瀬の声に、さなえちゃんは、うつむかせていた顔を上げた。頬を赤く染め、伊瀬をまっすぐに見つめる顔は、今まで見てきたどんな彼女の表情よりも、可か憐れんで魅力的だった。

「……好きです」

「え？」

　伊瀬が意表を突かれたような声を出す。

　私は思わず片手で口元を覆った。

　彼はこちらに背を向けているから、その表情は見えない。

「伊瀬さんのことが、好きです。……よかったら私を……彼女に、してくれませんか？」

　そこでようやく、私は角から顔を引っ込めた。口元は押さえたまま壁に背中をつけて、呆然と自分のつま先を見つめる。

　……さなえちゃんは、伊瀬のことが好きだったの？　今までずっと、気づかなかった。考えたこともなかった。

「木下さん……」

　彼女を呼ぶ伊瀬の声にハッとする。私の鼓動はドクドクと、いつもよりも速い。

　どうして私が、こんなに緊張してるの……？

「好き、なんです……っ」

　廊下の向こう側から小さく届くさなえちゃんの告白は涙声で、必死さが伝わってくる。

　そこで、伊瀬がフッと柔らかく微笑んだような気配がした。

「……ありがとう」

　その言葉を耳にした瞬間、私はそこから逃げるように去った。

　足音を立てないように、だけどできるだけ速く、廊下を進む。

　ようやくエレベーターホールまで来ると、ボタンを連打して、すぐに開いたエレベーターに飛び乗った。

　屋上を示す【Ｒ】ボタンを押して、私はフラリと壁に寄りかかる。

　さなえちゃんは、かわいい。でも、告白したさなえちゃんは、いつも以上にかわいかった。顔を赤くしながら、必死に想いを伝えようと言葉を紡いで……。

　エレベーターが屋上にたどり着き、ホールの床に足を踏み出してからも、私はすぐには動けなかった。

　……そういえば以前、伊瀬は自分の好きなタイプを『守ってあげたくなるような女の子』って、言ってたな。それって、まさにさなえちゃんじゃん。前にも、自分からさなえちゃんのことを進言したことがあったのに、どうしてすぐ思いつかなかったんだろう。

　なんとか屋上庭園に出て周りを見渡すと、すぐに浅尾さんは私に気がついて駆け寄ってきた。

　コーヒーとおつりを無事に渡し、お礼を言う彼に曖あい昧まいに笑って、私は忙しいフリをしながらサーバーの周りを片付けてみたりする。

　ビアガーデンは、相変わらず騒がしい。話し声、笑い声、グラスを合わせる音。その中で自分の周りだけ、この景色から切り取られたみたいだ。

『ありがとう』って、伊瀬、言ってた。それはつまり、さなえちゃんの告白を受け入れたということなんだろう。

　……そっか、あのふたり、付き合うんだ。伊瀬はもう私のことなんてどうでもいいみたいだし、あのふたりならお似合いだよね。

　そのとき、不意にポケットの中のスマホが震えて、私はビクンと肩を跳ねさせた。

　取り出してみると、ディスプレイは都からの着信を知らせている。

　辺りを見回し、誰にも見えないような場所を見つけると、そこにしゃがんで通話ボタンをタップした。

「……もしもし」

《あ、もしもし珠綺？　今、仕事終わったんだけどさー、アタシもそっち行ってもいい？》

「……ん。大丈夫だよ」

　仕事終わりの解放感からか、明るい声音の都に言葉を返す。

　すると一瞬の間の後、探るような声がスピーカーから伝わってきた。

《ねぇ珠綺、なんかあった？》

「……別に、なにもないよ」

　なんとかシラを切ろうとする。しかし……。

《嘘、絶対なんかあった》

　間髪入れずに、きっぱりと断言された。

　……本当に、都には敵わないな。

　思わず漏れた苦笑は、彼女の『なんかあった？』という問いを肯定するものだ。

　少し迷ってから、私は口を開く。

「さっき、さなえちゃんが伊瀬に告白してるところ、見ちゃった」

《えっ!?》

　都が驚いたように声を上げる。

　私はギュウッと膝を抱えて、体を縮めた。

《さなえちゃんって、あの子でしょ？　マーケティング部のゆるふわモテガール》

「うん、そう」

《『そう』って……伊瀬くんは、なんて？》

　尋ねられて、私は思い出す。あの優しい響きを持った声を。

「『ありがとう』って、言ってたよ。だから、付き合うんじゃない？」

《珠綺は、それでいいの？》

　なんだか質問されてばっかりだ。

　マイクが拾わないように注意して、私は「ふ」と短く息を吐いた。

「いいもなにも。伊瀬と私は、そんなんじゃないってば」

《…………》

　電話口の都は、私の言葉に押し黙った。

　私はさらに続ける。

「そもそも、なにかの間違いだったんだよ。伊瀬が私のこと、好きだったなんて」

《……珠綺》

「あのふたり、お似合いなんだよ。伊瀬とさなえちゃんが恋人同士になるなら、私もうれしい――」

　私の言葉を遮るように、《珠綺》と、ひときわ強く名前を呼ばれた。

　そのタイミングで、グスッと鼻をすする音を漏らしてしまう。

　スピーカーからは、都の呆れたような、苦笑いのような声が届いた。

《バカだなぁ、珠綺は。なんで、そんなになるまで鈍感なの》

「み、都、私……」

　いつの間にか溢れてしまっていた涙を、スマホを持っていない右手で拭った。胸がズキズキ痛む。

　本当は、さっきの告白シーンを見なくても、伊瀬が私になにもなかったかのように振る舞ったあのときから、ずっと痛かった。

「私、伊瀬が私を今までみたいに同期として扱うたび……く、苦しかったの」

《うん》

「勝手、だよね。今まで私だって、散々そうしてきたのにっ」

　頬を伝った涙が、ポタポタと私の膝を濡らしていく。

　ああ、こんな姿、誰にも見せられない。みんなは私のこと、元気でいつも明るくて、悩みなんてないガサツ女だって思ってるもん。

　……でも、ホントは違う。私だって悩むよ。元気じゃないときだって、あるんだよ。

　芽生えてしまった感情が痛くて、泣いてしまうこともあるんだよ。

「さなえちゃんと伊瀬が一緒にいるのを見て、嫌な気持ちになったの」

《うん》

「こ、告白も、聞いちゃって……すごく、焦って、それで……っ」

《……うん》

　すうっと息を吸い込む。そして小さく、だけどハッキリと、私は自分の気持ちを吐き出した。

「私、伊瀬のこと、誰にもとられたくない……！」

　電話の向こうで、都が笑った。

《仕方ないなぁ》とため息をついて、また優しく言葉を紡ぐ。

《答え、出たじゃない》

　ああ、そっか。なんですぐに、わからなかったんだろう。こうやって遠回りしないと、自分の気持ちにすら気づけない。

　ホントに私は鈍感だ。たった一センチの身長差に固執するくらい、きっと私は今までずっと彼のことを意識していたのに。

「……うん。私、伊瀬が好きだ」

　初めて会った日、苦しくて辛くて、もうダメだと思っていたときに、目の前に現れたり。身長がそう変わらないのに、軽々と私を抱き上げたり。

　そうだ、伊瀬は最初から……。

『よかったね』

『え』

『俺が偶然、佐久真さんのこと見つけて』

　私の中で、ヒーローだったんだよ。










トリックスターの種明かし




　伊瀬のことが、好き。

　そんな自分の気持ちに気づいてしまっても、私は彼に対してなにもできずにいた。

《ちょっと珠綺、どんだけ奥手なのよ。サッサと告んないと、あのゆるふわモテガールに、完全に伊瀬くん持ってかれちゃうわよ》

　電話越しの呆れたような都の声が、元々弱っている心にグサリと刺さる。




「だ、だって……」

　私はベッドの上で体育座りしながら、ギュウッと強くクッションを抱きしめた。

「あのふたり、もう付き合ってるだろうし……今さら私が告白したって……」

《その考えが奥手だってのよ！　好きなら奪え。以上!!》

　さなえちゃんの告白を偶然目撃してしまい、伊瀬に対する自分の気持ちを自覚してから、数日。都は毎晩、こうして電話をかけてきては、行動を起こせない私にお説教をかましている。

　まあ、私のことを考えて電話してくれているわけだし、ありがたいんだけどさ。でも……ちょっと怖いです。

《一緒に仕事してるとき、ふたりは付き合ってる雰囲気出てるわけ？》

「ふ、普通に仕事の話してたり、普通に雑談してたり……」

《はいはい、超絶ニブチンの珠綺ちゃんに聞いたアタシがバカでした》

「な、なによう。そんなのがわかるの、都みたいに恋愛経験豊富な人だけだってば」

　不満げに唇をとがらせていると、《はあっ》と大きなため息がスピーカー越しに聞こえる。

《まあ、当たって砕けろ、までは言わないけどさ。だけど、自分の気持ちはちゃんと伝えないと、絶対、後悔するよ》

「……うん」

《じゃあ、そろそろおやすみ。明日からの土日で、ちゃんと覚悟決めときなよ？》

「う……が、がんばる」

《マジでがんばりなよ？》

「……はい。おやすみ」

　通話が切れたのを確認して、スマホのディスプレイを見つめたまま、深く息を吐いた。

　そのまま、ボスンと後ろに倒れ込む。ふかふかのベッドは多少軋みながら、私を受け止めた。

　がんばるといっても……もう彼女がいるかもしれない人を相手に、どうがんばればいいのやら。しかも、その彼女が、あのさなえちゃんだし。どう考えても私、勝ち目ないでしょ。

　さなえちゃんが伊瀬に告白していたシーンを思い出すたび、キュウッと胸が苦しくなる。

　あんなにかわいい女の子が、あんなに必死に想いを伝えて、ほだされない男なんて、いないと思う。……それに私は、今も宇野さんの言葉が頭に引っかかっているのだ。

　私の〝好き〟は、〝恋〟じゃないと言った。それなら、今、私が伊瀬に対して抱いている気持ちも、他の人から見たら、〝恋〟じゃないんじゃないの？

　そのとき、ベッドに放り投げていたスマホが「ピロン」と音を鳴らす。メールの受信音だ。

　また都からか、と緩慢な動作で差出人を確認すると……。

「え？」

　ディスプレイに表示されていた意外な人物の名前に、思わず声を漏らした。




　　　＊　＊　＊




　――コンコン。

　ドアを軽く、二回ノックする。

「はい、どうぞ」

　すぐに中から聞き覚えのある声が飛んできて、手をかけていたノブを回した。

「久しぶり、珠綺ちゃん」

　変わらない笑顔を向けてくれたその人に、私も笑みを返す。

「……お久しぶりです、宇野さん」

　金曜日の夜、私にメールを送ってきたのは、目の前にいる宇野さん。内容は、月曜日――つまり今日の昼休みに、十五階のミーティングルームに来てほしいというものだった。

　すでに室内のパイプ椅子に座っていた彼に促され、私もその隣に腰を下ろした。

「ごめんね、わざわざ来てもらっちゃって。ここの廊下、人通り少ないからさ」

「いえ、大丈夫です。宇野さん、いよいよ来週から九州支社ですね」

「うん」

　私の言葉に、宇野さんがうれしそうにうなずいた。

　当たり前だ。ずっと好きだった人のところに行けるのだから。

　宇野さんの様子に、私までうれしくなってしまう。難しいのかもしれないけれど、どうか彼らがうまくいけばいい。

「そう、だからね、向こうに行く前にもう一度だけ、珠綺ちゃんとゆっくり話がしたくて」

　ニッコリと笑いかけてくれる宇野さんのセリフに、今度は顔がこわばる。

　……話？　もしかして、私が彼を利用していた、という、あの件についてだろうか。

　心臓がいやにドキドキして、膝の上に置いた両手をグッと握りしめる。

「あのさ、珠綺ちゃ――」

「私が、宇野さんを利用していたからですか？」

「え？」

　彼の言葉を遮った私の目の前で、宇野さんがキョトンと呟いた。

　その顔を見られないまま、再び口を開く。

「ずっと考えていました。私は宇野さんのことを、どんなふうに利用してたのかなって……」

「…………」

　宇野さんは、静かに私の話を聞いてくれている。

　一度小さく息をついて、私は続けた。

「でも結局、わからなくて……。私のことが許せないなら、いくらでも謝ります。だけど、私のなにが悪かったのか、それだけは、教えてほしい、です」

　言い切ってから、しばらく自分の膝だけを見つめる。だけど、目の前から不意に「ぷっ」と吹き出すような声が聞こえて、私は弾かれたように顔を上げた。

　目の前の光景に、唖あ然ぜんとする。宇野さんが、お腹を抱えて爆笑していたからだ。

「あ、あははっ、あはは……っ！　た、珠綺ちゃん、そんなことをずっと真剣に悩んでたの!?」

「え……」

「くくくっ、ま、まあ、俺の言い方も悪かったと思うけど……っ」

　この状況を理解できず、間抜けな顔で、ただただポカーンと宇野さんを見上げる。

　ひとしきり笑い終わったのか、彼は目尻に溜まった涙を拭って、ようやく呼吸を整えた。

「ご、ごめんね珠綺ちゃん、いきなり笑ったりして」

「い、いえ……」

「ふは、うん、ホントごめん。俺も君の鈍感ぶりは、わかってたはずなのにね」

　どこか遠くを見るように私から視線を外して、宇野さんは呟いた。それから再び、まっすぐにこちらを見つめる。

「俺も、この件について、ちゃんと話したかったんだ。あの『利用してた』って言葉はね、実はそんなに悪い意味で使ったわけじゃないんだよ」

「え？」

「珠綺ちゃんは、俺のことが好きだったでしょう？」

　その質問に、私はためらうことなく、うなずいた。

　付き合った当初は、恋愛対象には思えなかった。だけど、宇野さんと過ごす時間は、とても優しいもので……。

　いつだって私のことを見守ってくれているような、そんな安心感をくれる彼の隣は、とても居心地がよかったのだ。彼に対する好意の大きさは、付き合う前より、今のほうがずっと大きい。

　肯定を示した私を見て、宇野さんがまた微笑む。

「うん。俺も、珠綺ちゃんのこと好きだよ。だけどそれは、たぶんお互いに家族愛に近いものだったんだと思う」

「……か、ぞく？」

　思いも寄らない言葉が彼の口から飛び出して、目を瞬かせた。

「そう、家族」と呟いて、宇野さんがうなずく。

「珠綺ちゃんは、がんばり屋さんだよね。同じ部署で働いてたときも、いつも男性社員と同じくらい遅くまで残ってて」

　……がんばり屋、なのかな。自分では、よくわからないけど。でも、自分のせいで誰かに迷惑はかけたくないとは、いつも思っている。

「君はいつだって気丈に振る舞っているから、なかなか周りは気づきにくいけど……たぶん、あの頃の珠綺ちゃんはけっこう疲れてしまってたと思うよ」

　あの頃。きっとそれは、宇野さんが私に告白してくれた頃のことだろう。確かにあの時期は、毎日ヘトヘトになりながら家に帰っていたけれど……。

「そ、それが、どうして……」

「うん。俺はね、そんな君を近くで見てたから、心配だった。君はかわいい後輩で、恋愛感情はなくても……大切な存在だったから」

　そう言って優しく笑いかけてくれるから、思わず涙が出そうになる。

　そんな私の頭にポンと手を乗せて、宇野さんは続ける。

「あの頃の君には、誰か寄りかかる存在が必要だと思った。そして俺は、そんな君を甘やかそうと思った」

「宇野さん……」

「でも、それは恋じゃない。……たぶん俺たちの関係は、兄妹みたいなものだったんだと思う」

　その瞬間、頭の中でパチンとなにかが弾けたような気がした。

　兄妹みたいな、存在？　宇野さんと、私が？

「俺と珠綺ちゃんは、なんとなく馬が合ってたし、席が近かったから、よく話してたもんね。懐かれてるなぁ、とは思ってたけど、全然悪い気はしなかった」

「私、長女だから……だからずっと、お兄ちゃんかお姉ちゃんが、欲しくて……」

「ふふ、うん。最初は恋愛感情かもって、警戒してたけど。弟がひとりいて自分は長女だって話を聞いて、妙に納得したんだよね」

　クスクス笑いながら、宇野さんが私の頭を撫でてくれた。

　その手のぬくもりに、安心する。

　ああ、そうだ。私はこの手に、いつも甘やかされていた。

「俺も、君が好きだった。……妹みたいな君が」

「う、宇野さん……」

「ふふふ。そして、そんな妹の口から、しょっちゅう出てくる決まった男の名前に、実は密かにおもしろくないなぁと思っていたわけです」

「え？」

　キョトンと目を瞬かせると、見上げた先の宇野さんは、イタズラっぽく口角を上げる。

「一緒に出かけてても、普通に伊瀬くんの話をしてくるからさぁ。お兄さん参っちゃったよ」

「……私、伊瀬の話なんてしてました？」

「してたしてた。『マーケティング部にいる同期がすごいんですー』って、得意げに。同じ部署に異動してからは、余計に増えたしねー」

　そんなことを言われてしまって、思わず顔が熱くなる。

　私、そこまで伊瀬のことを話題にしてたのか。うう、恥ずかしい……。

「だからね、伊瀬くんのことは恋愛対象で見てるんだろうなぁって、なんとなく思ってたんだ。だからつい、彼を挑発するようなことばかりしちゃったし。ちなみに、ウォーターパークで君らをふたりきりにしたのもさ、珠綺ちゃんが伊瀬くんへの想いを自覚することを期待したんだよ。それで、俺が別れ話をするまでもなく珠綺ちゃんから振ってくれないかなぁって、ちょっと思ってたんだよね」

「え、そ、そうなんですか？」

「はは、うん。それから、別れた後、俺のことは気にせず、すぐ伊瀬くんのほうに行けるように『利用してた』なんて遠回しに言ったんだけど……。珠綺ちゃん、想像以上に鈍感だったね！　あはは！」

　ケラケラと笑う宇野さんに対し、私はさらに赤面する。

　ひ、ひどいです宇野さん……。ていうか私、その頃から伊瀬のこと、ちゃんと恋愛対象で見てたの？　自分のことなのに、全然わかんない……。

「……私、伊瀬のことが好きなんです」

「あ、やっと気づいたの？」

　あっさり言われたから、つい肩から力が抜ける。気を取り直して、また口を開いた。

「でも実は、強力なライバルがいまして……」

「あー、木下さんね。あの子は手強そうだね」

　宇野さん、そこも気づいてたの？　ウォーターパークに一緒に行っただけで？

「し、しかも、もしかしたら、ふたりはすでに付き合ってるかもしれなくてですね」

「なにそれ。珠綺ちゃん、奪っちゃいなよ」

　すごいな、この人のアクティブさ。やっぱり王子は違うな。

　完全に脱力してしまって、思わず遠い目をしてしまう。

　本当はずっと前から、私は伊瀬のことが、好きだったのかな。仲のいい同僚という、つかず離れずの生ぬるくて心地いい関係を壊したくなくて、考えないようにしてただけなのかな。

　自問してみても、答えは見つからない。

　情けなさすぎて、泣けてくるよ。

「はは、また涙目だ。珠綺ちゃんって、実はけっこう涙もろいよね」

　そう言って宇野さんは私の両頬をつまんで、ぷにぷにと横に引っぱった。

「ううっ」と涙を堪えながら、体をひねって、ささやかに抵抗する。

「い、いひゃいれす……」

「かわいい、かわいい。あー、珠綺ちゃんはかわいいなぁ」

　解放された頬を押さえつつ、私は唇をとがらせた。

「……私、かわいくなんてないです。女らしくないし、大ざっぱだし」

「そうかな。俺からすれば、君はすごく〝オンナノコ〟に見えるけど」

　こんなに大真面目に、そんなことを言ってもらえたのは初めてだから、また顔が熱くなった。

　ホントにもう……この人には、羞恥心というものがないのだろうか。

「とはいえ、俺がちゃんと気づけたのは、付き合い始めてからなんだけどね。……珠綺ちゃん、周りが勝手に作り上げたイメージを演じなくていいんだよ。街でかわいいワンピースを見つけて目を輝かせるのも、動物の映画を観て号泣しちゃうのも、全部ホントの君なんだから」

　優しく言い聞かせるように、ゆっくりと話す宇野さん。その言葉が胸にしみるのは、やはり彼が私にとって兄のような存在だからなのだろう。

「……そして、このことに気づいているのは、実は俺だけじゃないのです」

「え？」

　おどけるように言われて、首をかしげた。

　ブルバ本社の王子様は、その端正な顔に極上の笑みを浮かべる。

「さて、それはいったい誰でしょう？」

　イタズラっぽく、そして私からの返答を待っているのか、いないのか、図りかねる微妙なニュアンスで、宇野さんは話した。

　彼の言葉に対する答えをあいにく持ち合わせていない私は、「え？　え？」と、困惑するけれど……。

　宇野さんはそんな私に構うことなく、サッサとパイプ椅子から立ち上がった。つまり、さっきの微妙なニュアンスの理由は、おそらく後者だったのだろう。

「う、宇野さん、さっきの質問の答えって……」

「んー？　ふふ。自分で考えて」

　後を追って出入り口のドアに向かうけれど、彼はあっさりと私の言葉をかわす。

　宇野さんがこういう態度を取るときって、もう周りがなにを言ってもダメなパターンだ。

「……はぁ」

　それなりの年月、彼との付き合いがある私は、それ以上の追及をしぶしぶ諦める。そして兄のような存在の先輩とともに、ミーティングルームを後にした。










あと一センチのスピカ




　宇野さんと一緒にミーティングルームを出てから、約四時間後。ポケットの中のスマホが一度震えて、メールの受信を知らせる。

　廊下を歩きながらなにげなく目を向けると、【Ｆｒｏｍ：青木 都】の文字がディスプレイに表示されていた。

　本文も絵文字もなく、ただひと言、件名に【がんばれ!!】って、なんのこっちゃ。

　ひとつ息をついてから、スマホをチノパンのポケットに突っ込む。

　そうして階段の前を通り過ぎようとしたところで、耳に馴な染じみのある声が聞こえたような気がして、つい足を止めた。

　階段の上から落ちてくる声は、ふたり分。片方は、聞き間違いようもなく伊瀬のものだ。

　この位置からは姿は見えないけれど、おそらく階段の踊り場にいるのだろう。

「――いやあ、本当に評判通りの有能ぶりだね、〝マーケティング部の若〟くん。とても楽しいミーティングだったよ」

「恐れ入ります」

「はっはっは。君みたいな若くて優秀な社員がいれば、ウチは安泰だなぁ」

「そんな……褒めすぎですって」

　あの声、鳥海社長だ。そっか、今日は伊瀬が開発に携わっていた新商品の〝社長お披露目会〟だったっけ。

　創業者の血縁者であり、ポヨンと丸いお腹がチャームポイントで、いつもニコニコ笑顔な社長。最近はメタボを気にして、よく階段を利用しているって社内報に載ってたな。

　偶然通りかかっただけとはいえ、こんな盗み聞きみたいな真似はすべきじゃない。だけど私はどうしてか、その場から動けなかった。壁に背中を預け、聞こえてくる会話に耳を澄ませる。

「伊瀬くんが開発したあの炭酸飲料、『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』ね。私はすごく好きだな～」

「社長にそう言っていただけると、自信が沸きます」

「なに言ってんの、元から自信満々で商品説明してたくせに」

「はは、参ったなぁ」

　そっか、お披露目会、うまくいったんだ。よかった。伊瀬、がんばってたもんね。私も、もっとがんばらないと。

「スピカは、確かおとめ座の一等星のことだっけ。輝く星と炭酸の弾ける様子をかけたネーミングもいいね。それとＣＭも、すごくよかった。あの構成も、伊瀬くんが考えたんでしょ？」

「はい、僭せん越えつながら」

「出演してたあの女の子、最近テレビによく出てる子だよね。なんてったっけ、ほら、朝のドラマにも出てる……」

「『タカハシプロダクション』の大おお嶋しま 郁いくさんですね」

「ああ、そうそう！　あの子も、いい演技してくれてたなぁ」

　伊瀬が構成を考えたＣＭかあ。私も早く見てみたいな。大嶋 郁ちゃん、好きなんだよね。

　階段の踊り場で、まだ会話は弾んでいるようだ。よっぽど社長は、伊瀬の開発した炭酸飲料をお気に召したらしい。

　そろそろ、私もここを離れよう。

　そう考えて、一歩踏み出しかけたけれど……。

　さらに聞こえてきた会話に、また足が止まってしまう。

「あの『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』のキャッチコピー、【一等星は、キミだ。】っていうのも、伊瀬くんが考えたんだって？」

「ええ」

「あれも、いいね。こう、ズドンと胸に来る感じが。あ、もしかして、君にもそういう相手がいるのかな」

　冷やかすような社長のセリフに、ドクンと心臓が跳ねた。

　一瞬の間の後、伊瀬が小さく笑い声を漏らす。

「ははっ、お恥ずかしながら。……あと一センチ、届かないんですけどね」

　あと、一センチ……。

　その言葉で、伊瀬が私のことを思い浮かべているのだと理解した瞬間……。

　胸の中に、なんとも言えない気持ちが広がっていく。切なくて、苦しくて、だけど、とても愛しい気持ち。

　……伊瀬。あと一センチ届かないなんて、そんなの私のほうこそ思っていたことだよ。あと一歩、アンタに届かない。あと一歩が踏み出せない。

　だって、いつだって伊瀬は、私の少し前を歩いていたから。手が届かない存在だったから。

「若いっていいねぇ」なんて快活な笑い声とともに、ひとり分の足音が遠ざかっていく。

　それを確認して、私は壁に預けていた背中をゆっくりと浮かせた。

「……佐久真？」

　踊り場から今まさに足を踏み出そうとしていた伊瀬が、私に気づいて驚いたように名前を呼んだ。

　そんな彼を、まぶしいものでも見るように目を細めて見上げる。

　階段の上にいる伊瀬と、下にいる私。私は今まで無意識に、伊瀬との間にこれくらいの距離感を感じていたのかもしれない。

　伊瀬は優秀で、強くて、落ち着いていて、優しくて。ずっとずっと前を歩いているから、仕事の面でも、たぶん心の距離も……私なんかじゃ、手を伸ばしても届かないって、諦めて。

　伊瀬はいつだって、私の隣を歩いていてくれたのに。

「……伊瀬」

　名前を呟いて、一段ずつ階段を昇っていく。

　彼は、その場に留まって、私を見つめながら待ってくれている。

　たったそれだけのことでも、今の私には、とてもうれしいことに感じられた。

　彼がいる踊り場の数段下で、立ち止まる。

　うまく言えるだろうか。うまく伝えられるだろうか。

　だけど今、伊瀬がそうしてくれたように、私も彼にちゃんと自分の気持ちを伝えたい。

「どうしたら……」

「え？」

「どうしたら、伊瀬に手が届くんだろうって、ずっと思ってたの」

　伊瀬は口を真一文字に結んでいて、その瞳は戸惑いに揺れている。

　そんな彼を見上げて、私は小さく微笑んだ。

「だって伊瀬は仕事ができて、いつだってカッコよくて。私なんかじゃ、全然追いつけなくて……。たぶん私、そんな伊瀬にいつも憧れて……ちょっとだけ嫉妬もしてたんだと思う」

　ポツリポツリとこぼれるような私の告白を、伊瀬は黙って聞いてくれている。

　もう一段だけ、私は彼に近づいた。

「伊瀬に『ずっと好きだった』って、言ってもらえて……私、素直にうれしかったんだよ」

「佐久真……」

　私の言葉に目をみはる彼の表情は、なにを思ってのものなのだろうか。

　……やっと言えた。伊瀬の告白が、うれしかったって気持ち。

「でも……」と、私は意を決して続けた。

「ホントは、私……周りの人たちが思っているような強い人間じゃない。だから、伊瀬にそう言ってもらえても、どうしても自分に自信が持てなかった」

　言いながら泣きそうになって、私はうつむいた。

　伊瀬が好きだと言ってくれた私は、もしかしたら、いつも笑っていて悩みなんてなさそうな、明るい〝佐久真 珠綺〟なのかもしれない。でも……。

「だけど、あのときの伊瀬の言葉が嘘じゃないなら、私はその気持ちに、ちゃんと応えたいと思ったの」

　うつむいていた顔を上げる。

　やっぱり伊瀬は驚いたような表情をしていて、それが少しだけおかしかった。

「もう、今さら、なのかもしれないけど……」

　泣きそうになりながら、私は、精いっぱいの笑顔を浮かべる。

「本当は、嫌いだなんて一度も思ったことない。……私は、伊瀬のことが好きです」

「っ、佐久……」

「ほ、本当に……大好き、です……っ！」

　溢れる涙を堪えようと、またうつむきかけたとき、グッと強く腕を掴まれた。そのままの勢いで、私の体は簡単に引き上げられる。

　目の前にいる伊瀬をポカンと見つめると……。

　私を軽々と踊り場に上げた彼は、一瞬切なげに眉を寄せた後、さらに強い力で私を抱き寄せた。

　私の肩に額をこすりつけて、伊瀬が深く息を吐く。

「……やっと、届いた」

　低くかすれた呟きを聞いた瞬間、私の胸に熱いものが込み上げる。またジワリと瞳が潤むのを感じながら、ためらいがちに伊瀬のシャツの背中を掴んだ。

「う、嘘だぁ」

「は？　なんで嘘なんだよ」

　私の肩口から顔を上げた伊瀬が、訳がわからないという顔をする。

　そんな彼を見つめて、スンと鼻をすすった。

「さ、さなえちゃんは？　付き合ってるんでしょ？」

「付き合ってないけど。なにそれ、なにがどうなって、そうなったんだよ」

「え、だ、だって……」

　抱きしめられた体勢のまま、私はビアガーデンの日に見た一部始終をポツポツと話す。

　最後まで聞き終えた彼は、呆れたようにため息をついた。

「まあ、木下さんに告白されたのは本当だけど……その後、俺、ちゃんと断ったからな。お前は聞いてなかったみたいだけど」

「そ、そうなの？」

「本当に佐久真は、そそっかしいな。つーか、そんなすぐに他のヤツと付き合ったりできるわけないだろ」

　伊瀬が不機嫌そうに私の頬を撫でる。

「……俺はずっと、お前のことだけ見てたんだから」

　まっすぐ視線を合わせながら言われて、カアッと顔が熱くなった。

　な、なにこれ、照れる。伊瀬の顔なんて見慣れてるはずなのに。距離が近いだけで、こんなにも恥ずかしい……。

　思わず顔を逸らそうとすると、それを許すまいとするように顎を掴まれて、また彼のほうを向かせられた。

「それから、なんかグダグダ言ってたけど……。佐久真が強くないことなんて、俺はとっくの昔に知ってる」

「え……」

　予想もしなかったことをサラリと言われて、息を呑む。

　指先で私の頬を撫でながら、彼は続けた。

「お前がホントは繊細で傷つきやすいことも、実は泣き虫なことも。けっこう少女趣味で、こっそり目立たないように猫のキャラクター物のボールペン使ってることも知ってるし」

「な、なぜそれを……」

　誰にも気づかれていないと思っていたことまで言い当てられて、照れ隠しについ睨む。

　そんな私を愛おしそうに見つめて、伊瀬が微笑んだ。

「初めてちゃんと話した新人研修の後。俺の腕の中で小さくなりながら、今にも泣き出しそうに『ありがとう』って、俺に言ってくれたときから……佐久真は俺の中でずっと、かわいくて守りたい〝オンナノコ〟だったよ」

　ああ、もう、本当にこの人は……。

　うれしくて、だけど恥ずかしくて、フニャリと泣きそうに顔が歪んだ。

　そんな私を見て、伊瀬は笑った後、不意に表情を曇らせた。

「それよりお前は、もういいのかよ」

「え？」

「……宇野さんのこと」

　言いにくそうに呟いた彼に、誤解させたままでいたことを申し訳なく思う気持ちが沸き起こる。背中に回した手に、ギュッと力を込めた。

「あのね。宇野さんは、恋じゃなかったんだ」

「は？」

「私も宇野さんも、お互いに兄妹みたいに思ってたの。だから、なんの未練もなく、ちゃんとお別れできたんだよ」

　言い切って、伊瀬の顔をチラリとうかがった。

　彼は私の話を呆然とした表情で聞いていた。けれどすぐにその顔を崩して、ため息をつきながら、また私の肩に額を乗せた。

「は、マジかよ……」

「な、なんか、ごめん」

「宇野さんとお前が駅でキスしてるの見たとき、俺がどんな気持ちで……」

　危うく聞き流しかけた呟きに、私は慌てて伊瀬の体を離す。

「ちょ、ちょっと待って。……え、駅でキス、って……もしかして、ウォーターパークのとき!?」

「……そうだけど」

　答える伊瀬は、どこか子どものように拗すねた表情を浮かべている。

　私だけが動揺しながら、アワアワと落ち着きなく目を泳がせた。

「えっ、え……あ、あのとき伊瀬、見てたの!?」

「見てたよ。つーか、あれは見せつけてたんだろ、宇野さんが」

「え、ええええ」

　み、見られてないと思ってたのに。ななな、なに考えてるの、宇野さん！

　顔を真っ赤にして、私はうつむきながら下唇を噛みしめた。

　すると伊瀬が、私の両頬をフワリと掴んで顔を上げさせる。すぐ目の前にあるのは、ものすごく不機嫌そうな、彼の端正な顔。

「……やっぱり俺、あの人嫌いだ」

　呟いたかと思うと、いきなり唇を重ねられて、私は目を見開く。

　今さらだけど、ここは会社で、誰に見られているかもわからない。すぐに抵抗しようとしたけれど、彼の激しいけれど優しいキスに、簡単に体の力が抜けてしまった。

「はあ」と熱い吐息とともに唇が離れた瞬間、また強く抱き寄せられる。

「とりあえず、あの駅での分はこれで許す。とりあえず」

　と、とりあえずを二回言ってるあたり、なんだか怖いです伊瀬サン……。

　頬を押しつけられている真っ白なシャツから、伊瀬の匂いがする。ドキドキするけど、落ち着く匂い。鎖骨のあたりに額をこすりつけながら、私は再び彼の背中に手を回した。

「宇野さん、も、確かに大事な人だけど……」

　そう切り出すと、顔は見えないけれど、一瞬にして伊瀬から不穏な雰囲気が醸し出されたのがわかった。私はギュウッと強く彼のシャツに顔をうずめる。

「恋愛感情で〝好き〟なのは、伊瀬だけ、だよ」

「は――」

　言葉を失った伊瀬が、息を呑んだのがわかった。

　恥ずかしくて、彼の顔は見られないまま、小さな声で続けた。

「宇野さんに振られたあの日……い、伊瀬とエッチしたときだって、宇野さんのこと、全然思い出してなかったもん」

　頭上から、深いため息が降ってくる。

　怒ってるかな、と顔を上げかけたけれど、伊瀬がまた強く私を抱きしめたことによって、叶わなかった。

「なんだそれ。そんなん言われたら、死にそうなんだけど」

「え……し、死んじゃやだ」

「それ以上かわいいこと言うな。今すぐホテルに連れ込みたくなる」

　笑い交じりに言っているけれど、その声音に本気を感じて、また頬を染める。

　伊瀬は私の頭を撫でると、両頬を手で挟んで上向かせた。

　しっかりと目を合わせた彼は、とてもうれしそうに笑っていて……。

「それじゃあ、改めて。……佐久真、好きだ。俺と、付き合ってください」

「……はい」

　ずっと、こんなに近くに、あったんだ。

　私だけの、一等星。




　　　＊　＊　＊




「あ、スピカだ」

　私の呟きに、伊瀬が手にしている本から顔を上げた。

　ここは、もう何度も訪れている伊瀬の部屋。彼氏彼女の関係になってから二ヶ月ちょっとが経ち、ちまちまと私が持ち込んだ物も増えてきた。今まさに抱えているクッションも、実は自分で勝手に持ってきた物だったりする。

　ベッドに腰かけている私と、そのベッドに背を預けて床に座っている伊瀬。ふたりの視線は、テーブルを挟んだ向こう側にある液晶テレビへと向けられている。

「このＣＭね、私の友達にも評判いいんだよ。彼氏が開発したんだって自慢してやった」

「……自慢するなよ。恥ずかしいヤツ」

　呆れたように言うけれど、その顔はどこかうれしそうだ。

　少し前から全国で放送している『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』のテレビＣＭ。今、流れているのは三十秒のロングバージョンで、セーラー服姿の女の子が、青々としたプールに裸足をつけながら《好きだバカー!!》と叫んでいた。

《ココロキラメク炭酸飲料、ブルーバード『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』、新発売》

　女の子の声で吹き込んだナレーションと同時に、テレビ画面には商品の写真が大きく映る。

　最後にもう一度女の子のアップになり、《一等星は、キミだ。》と、切ない声でキャッチコピーを呟いた。

『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』は、発売以来なかなか好調な売れ行きで、社内での伊瀬の評判はさらに上がっているようだ。

　そして、そんな彼と私が付き合っていることは、実はブルーバードの人間には内緒にしている。

　だ、だって、今まで全然そんな雰囲気じゃなかったのに、急に『実は私たち付き合ってます～』なんて言ったら、いろんな人にからかわれそうで……。ほら、先輩たちも前に、休憩スペースで『おもしろい』とか言ってたし！

　伊瀬のほうは別に話しても構わないと思っているみたいだけど、ヘタレな私のワガママに、彼も付き合ってくれているというわけだ。

　そんなわけで今のところ、私たちのことを知っているのは、都とさなえちゃんのふたりだけ。

　まあ、他の人にもバレたらバレたで、それは仕方ないとは思うんだけど。

　宇野さんと付き合い始めた頃は、感じなかった羞恥心。こ、これが、恋というものなんですね……。

　テーブルの上の、甘いカフェオレが入ったマグカップを持ち上げて、口元に運ぶ。この猫のイラストが描かれたマグカップは、いつの間にかすっかり私専用だ。

　コクンとひと口甘い液体を飲み込んで、少し低い位置にいる彼へチラリと視線を向ける。

「……〝若〟にしては、かわいいキャッチコピーつけたね？」

「ん？」

「スピカの。【一等星は、キミだ。】って」

　そう言うと、伊瀬は「あー」と納得したように呟いて、ちょっと拗ねた表情で私を振り返った。

「あの頃、いろいろ患ってたからな。どっかの誰かさんのせいで」

「えー、なんか引っかかる言い方だなぁ」

「事実だろ、鈍感女王」

　ど、鈍感女王って……なにそれ、全然うれしくないんですけど。

　ムウと唇をとがらせる。

　そんな私にフッと笑って、再び伊瀬は本の世界に戻った。視線は活字を追いながら、彼の右手が本を離れて、テーブルに置いたマグカップを掴む。

　それが口元に運ばれたタイミングで、また私は話しかけた。

「……ねえ、昴」

「んー？」

　プライベートでだけ呼ぶ、その名前は、いまだに少しだけくすぐったい。

　本から視線を上げないまま生返事をする彼に、私は続けた。

「おとめ座のスピカって、別名『真珠星』ともいうんだって？」

「ぶっ」

　その瞬間、伊瀬がコーヒーを吹いた。ゴホゴホと咳せき込みながら、なんとか本とマグカップをテーブルに置く。マグカップを口元に当てたままだったからか、コーヒーが周りに飛び散る大惨事は避けられたようだ。

　私の中で少しだけ罪悪感が頭をもたげたので、ボックスティッシュを差し出してやる。

「……珠綺」

　口元をティッシュで拭い、キロリと涙目で睨んでくる彼に、ニッコリ笑顔で対抗する。

「ふふふ、まさか私が知ってるって思わなかった？　まあ、ついこないだ教えてもらって、初めて知ったんだけどさー」

「…………」

　彼から少し黒いオーラが見えるけれど、ハイ、無視無視ー。

「私の名前、佐久真 珠綺の真ん中にも『真珠』があるよねぇって、都がニヤニヤしながら言ってたよ」

「……はあ」

　深くついたため息は、きっと我らが同期・都サマへの抗議で満ちている。

　本当に、都にはお世話になりっぱなしだ。後で知ったことだけど、私が伊瀬に自分の気持ちを伝える直前、都がくれた【がんばれ!!】メールは、どうやら彼女がさなえちゃんに伊瀬との交際の真相をわざわざ確認し、そして付き合っていないと本人の口から聞いた上で、私への激励として送信されたものらしい。

『わかりにくいよ！』と、一応苦情は申し立てたけれど……『だって、後は本人たちの問題だったし』と、あっさり返されてしまった。……ホント、あの美人な同期には頭が上がらない。

　私はベッドから降りて、伊瀬の隣にペタリと座った。期待を込めた眼差しで、彼を見つめる。

「ね、ホントはどうなの？　スピカって、私の名前から取ったの？」

「…………」

　一瞬、考えるように、伊瀬は私から視線を逸らす。だけど次の瞬間、すばやい動作で、伊瀬は私を床に押し倒した。

「っひゃ」

「……教えない」

　しっかりと私の両手を床に押しつけながら、ニヤリと笑って彼が言う。

　やられた、と思って、掴まれた手首を動かそうとしてみるけれど、予想通りびくともしない。

「あ、あの、伊瀬くん、放して……」

「嫌だ。仕掛けてきたのは、そっちだからな」

　し、仕掛けるって！　私はただ、名前のこと聞いただけじゃん!!

　そうは思うけれど、彼はすっかり、その気の様子だ。私の首筋をペロリと舐め上げ、体をビクビク跳ねさせる私の反応を見て楽しんでいる。

　う、うう……また伊瀬のペースだ……！

「ぅ、や……っ」

「嫌？　『イイ』の間違いだろ」

　普段は優しくしてくれるのに、こんなときばっかり意地悪だ。妖しく口角を上げながら、伊瀬のゴツゴツした手が私の服のボタンを開けていく。

　こうなったら、抵抗するだけ彼を喜ばせるだけだ。

　おとなしくなった私を見て、伊瀬が「いい子」と額にキスを落とす。そしてそのまま、私の唇に自分のそれを寄せたけれど……。

　重なる一センチ手前で、動きがピタリと止まった。

「……昴？　どうしたの？」

「いや……」

　息がかかりそうなほどの距離で、イタズラっぽく彼が笑う。

「一センチって、めちゃくちゃ近いなって思って」

　そんな彼の言葉に、目を丸くする。だけど、すぐに私も笑みを浮かべた。

「ふふっ、うん」

　ああ、そうだね。この一センチが、あんなに遠く感じたこともあったのに。今はこんなに近くにあるなんて、不思議だ。

　きっと、もう見失うことはない。

　私の一等星は、君。

　何度でも手を伸ばして、何度でも、捕まえにいくよ。

「珠綺、好きだ。愛してる」

「……私も、愛してる」

　あなたと私の間にある距離は、一センチ。

　今日は私から近づいて、その隙間をゼロにした。







特別書き下ろし番外編










告白　―木下さなえの場合―




　あの人を好きになった瞬間、この恋の結末は、わかっていた。

　だってあの人はいつだって、少し不器用だけど優しい、笑顔が素敵な私の大好きな先輩のことを、見つめていたから――。




　　　◇　◇　◇




「……木下さん！」

　自分を呼び止める聞き慣れない声に、思わず立ち止まった。

　振り返ると、廊下の向こう側から、見覚えのある人物が小走りに近づいてくるところだった。

　ええっと、確かあの人は、珠綺さんの同期で財務経理部の……。

「……青木さん？」

「あ、アタシの名前知ってたのね。うれしーわ」

　目の前まで来た彼女が、ニコッと私に笑いかけた。

　近くで見ると、またすごく美人だ。パーマがかかった髪をひとつにまとめているだけなのに、妙な色気がある。

　そんな青木さんが、ちょっとだけ周りを気にしてから、こそっと耳打ちしてきた。

「ちょーっと、木下さんとお話したいことがあるの。今、時間いいかな？」

「……大丈夫ですよ」

　その話の内容がなんとなくわかった気がして、思わず苦笑しながら答える。

「じゃあ、こっちね」と言って歩き出した青木さんに続いて、私も足を動かした。

　たどり着いたのは、人ひと気けのない廊下の突き当たりだ。

　クルリと振り返った青木さんは、なんだか申し訳なさそうな、困っているような、そんな微妙な表情をしていた。

「ごめんね、いきなりこんなとこ連れてきて。我ながら、お節介だなぁとか余計なお世話だよなぁとか思うんだけど……でも、どうしても確かめたいことがあって」

「……はい」

　たぶん、私の予想は当たっている。だって、この女性は珠綺さんと仲よしだ。

「単刀直入に聞くけど、木下さんって、伊瀬くんと付き合ってるの？」

　ああ、ほら、やっぱり当たった。

　私はゆっくりと視線を床に落とした。

「……付き合ってません。単なる私の片思いでした」

「でも、こないだ告白したんでしょ？　それに伊瀬くんが『ありがとう』って答えたって、聞いたんだけど……」

　ホントに、すごく直球な人だなぁ。こんなふうに臆することなく意見を言えるの、憧れる。

　うっすらと笑みを浮かべながら、私は答えた。

「そうですね。でも私は、きっぱりと振られましたから」

　そして思い出す、あの数日前のことを――。




「――伊瀬さんのことが、好きです。……よかったら私を……彼女に、してくれませんか？」

　屋上庭園で行われたビアガーデンの日。

　偶然、想い人の伊瀬さんと、オフィス前の廊下でふたりきりになったとき、震える声で私は想いをぶつけた。

　最近の伊瀬さんはずっと元気がなくて、私のように、あなたのことを心配している人もいるんだということを伝えたかったのかもしれない。

「好き、なんです……っ」

　何度言ったって、足りなかった。

　だって私は、ずっと彼のことを見ていた。ずっと彼の〝特別〟になりたかったのだ。

　突然の私の告白に、驚いたような表情をしていた伊瀬さん。けれど、その口元に小さな笑みが浮かんだ。

「……ありがとう」

　そう言って、だけどすぐに息を詰めて、困ったように笑った。

「そう、言うべきなんだろうな、本当は」

　微笑みを、真剣な表情に変える。伊瀬さんが私に向かって頭を下げた。

「ごめん。俺は、木下さんとは付き合えない」

　……ああ、やっぱり。ちゃんとわかっていた、この恋の結末は。だけど、伝えずにはいられなかった。それくらい、あなたのことを想っていたの。

「木下さん、俺は――」

「わかってます」

　ポツリと呟いた私の言葉に、伊瀬さんが押し黙る。

　今度は私が、困り顔で笑みを浮かべる番だ。

「ちゃんと、わかってます。伊瀬さんが、珠綺さんのことしか、見てないって」

「……ごめん」

「謝らないでください。私だって、珠綺さんのことが大好きです。伊瀬さんが惹かれるのも納得できます」

　溢れそうになる涙を堪えて、精いっぱいの笑顔で、まっすぐに伊瀬さんを見つめる。

「それに伊瀬さんは……私の気持ちに気づいていたのに、冷たくしたりしないで、普通に接してくれていました。……それが、すごくうれしかった」

「…………」

　無言の伊瀬さんは、私が自分の気持ちを悟られていることに気づいていると、知らなかったのだろう。なんともいえない表情をしている彼に、気を抜けば震えてしまいそうになる声で、語りかける。

「伊瀬さんと珠綺さんがうまくいくように、私も願ってます。大好きなふたりですから」

「……ありがとう、木下さん」

　伊瀬さんがフワリと笑う。

　だけどきっと、この微笑みは私に向けられてるものじゃない。たぶん、珠綺さんのことを、想って……。

　そこで伊瀬さんが、ふと視線を床に落とす。

「……でも、どうかな。佐久真は俺のこと、なんとも思ってないから」

「そんなこと……！　おふたりのことを見てたら、お互い大事に想ってるんだなぁって、わかりますよ！」

「……そうかな」

　口角を上げてはいるけれど、そう呟いた彼は、どこか悲しげだ。

　やっぱり最近、ふたりの間になにかあったのだろう。だけどそれは、私なんかが口を挟んでいいことじゃない。

　だから私は、ただ願う。

　大好きなふたりが、一番いい形で幸せになれますように。

「伊瀬さんは、大丈夫です。いつもみたいに、珠綺さんの前ではカッコつけてればいいんです」

「ふは、ひどいなぁ、木下さん」

　憧れてたまらなかった彼が、私の言葉に笑ってくれた。

　もう、それだけで充分だ。

　再びエレベーターに向かって歩きだしながら、伊瀬さんが前を向いたまま口を開く。

「俺も、木下さんが幸せになれるように、願ってるよ」

「……っ！」

　彼の小さな呟きに、思わず目頭が熱くなった。

　ああ、もう、だから私は、この人に……。

「やっぱり伊瀬さん、カッコつけだ」

「ひどいな」って、彼がまた笑う。

　最後に、これが最後だからって胸の中で言い訳しながら、お菓子がたくさん詰まっているビニール袋を持つ手に力を込めた。

「でも、好きでした。……大好き、でした」

「……うん、ありがとう」

　しばらく胸は痛むと思う。きっと顔を見るたびに泣きたくなってしまう。

　だけど、大好きだから。大好きな人だから、幸せになってほしい。

　その気持ちに嘘なんて、ひとつもない。だから私は、前を向く。

　いつか、『あのとき私を振ってくれましたよね』なんて、笑い話にできたらいい。

　そんなことを思いながら――。




「……あの、というか……」

「ん？」

　私は思いきって、ずっと気になっていたことを口にした。

「私が告白したとき、珠綺さん、近くで聞いてたと思うんです。私が振られたの、知らなかったんですかね？」

「え!?」

　青木さんが驚いたように目を見開く。

　え、あの……なにかまずいこと、言ったかな？

「木下さん、珠綺が近くにいたこと知ってたの？」

「あ、はい。曲がり角から、私たちを覗いているのが見えたので」

「さすがあの子、詰めが甘いわ……」なんて言いながら、青木さんが遠い目をする。

　それからクルリと、再び私に視線を向けた。

「じゃあ木下さんは、珠綺がいるの知ってて、告白したんだ？　勇気あるな～」

「……そんなんじゃ、ないですよ。私が振られることで、背中を押したかったというか……珠綺さんも、最近明らかに伊瀬さんのこと気にしてたので。もういっそ、早くくっついてほしかったんですよね」

「木下さん、いい子いい子」

　そう言いながら、なぜか青木さんは私の頭を撫でてくれた。

　うれしい、けど……なんかこれ、考えてみれば、すごい状況だよね。一応私たち、今日初めて話した気がするんだけど。

「珠綺ね、伊瀬くんが『ありがとう』って言った時点で、その場から離れたらしいのよ。だから、ちゃんと最後まで聞いてなかったのね」

「そ、そうだったんですか」

「ああ、もう。ホントに珠綺は鈍感というか、残念というか」

　ひとり言のように呟いて、青木さんがため息を落とす。

　じゃあ、珠綺さんはこうしてる今も、私と伊瀬さんが付き合ってるかもしれないって思ってるの？　そ、それは、よくない！

「あのっ、青木さん。私と伊瀬さんはなんでもないんだって、珠綺さんに教えてあげてください！」

「うーん、それはどうしようかな」

「へっ？」

　思いがけない返事に、つい間抜けな声が漏れた。

　え？　え？　どういうこと？

「聞いといてアレだけど、やっぱりこういうのって、本人同士の問題だしね。誤解を解くのに、アタシがわざわざ口を挟むことじゃないっていうか」

「あ、青木さん？」

「とりあえず、まあ、ハッパだけかけとこうかしら」

　バチンと魅力たっぷりにウインクをして、青木さんはどこからか、ラベンダー色のカバーをつけたスマホを取り出した。

　私にも見えるようにメールの新規作成画面を開くと、そのキレイな指先をすべらせて、軽やかに文字を入力していく。

　本文はなし。ただ件名には、【がんばれ!!】のひと言。

「送信、っと」

　呟きながらボタンをタップして、青木さんが「うふふ」と笑った。

「さぁて、これからどうなるかな～？」

　この上なく楽しげな様子で話す彼女に、私は唖然。

　珠綺さん、伊瀬さん。おふたりの同期サマ、とってもかっこよくて、クレイジーです！




　　　＊　＊　＊




　私の所属するマーケティング部のオフィスがあるこの十二階には、自動販売機とベンチを設置した簡易的な休憩スペースがある。

　仕事がひと区切りついたとき、飲み物でも買ってこようとお財布を持って席を立つと、「あっ」と隣のデスクから声がした。

「さなえちゃん、もしかして自販機ー？」

　椅子から立ち上がって、そう尋ねてきたのは、珠綺さん。

「はい」と言いながらコクリとうなずくと、珠綺さんも同じようにお財布を手にして私の隣に並んだ。

「じゃあ、一緒に行こ！」

　ニッコリと人懐っこい笑顔を向けてくれる彼女に、私も笑みを浮かべて答えた。

「はい！」

　ふたりで他愛ない話をしながら、休憩スペースを目指して廊下を歩く。

　そこで私は、あることに気がついた。

「珠綺さん、なにかいいことでもありました？」

「へ？」

　私と並んで歩きながら、キョトンと目を瞬かせる珠綺さん。そんな彼女の様子が、いつも以上に楽しげに思えたのだ。

　ジッと目を見つめていると、「うう」と小さく呟いた珠綺さんが、今度はどこか恥ずかしそうな表情で、自分の両頬を手のひらで包む。

「私、そんなニヤけた顔してるかな？」

「ニヤけたっていうか……機嫌よさそうですね」

「そ、そっか……」

　ムニムニと頬を撫でる彼女の様子に、私はピーンとひらめく。

「もしかして、今日仕事終わったら、伊瀬さんとデート、とかですか？」

「えっ！」

　根拠のない思いつきにもかかわらず、私のセリフを聞いた珠綺さんが、わかりやすく赤面して、図星をつかれた顔をした。

　自分より年上ではあるけれど、いつだって表情豊かな先輩の様子に、かわいいなぁ、と思わず頬が緩む。

「さ、さなえちゃん、なぜそれを……」

「なんとなくです。そういえば今日の伊瀬さんも、いつにも増してすごい集中力で仕事してましたもんね」

　きっと伊瀬さんも、業務後のデートを楽しみにして、残業にならないようにしているんだろう。

　本当に、うらやましいくらいに相思相愛だ、このふたりは。

『――さなえちゃん。私、伊瀬と、付き合うことになったんだ』

　今みたいに並んで廊下を歩きながら、珠綺さんから報告を受けたのは、もう一ヶ月も前のことだ。

　その話を聞いた直後、私は一瞬、息が詰まった。だけど次の瞬間には、『おめでとうございます』と、心からの笑顔を浮かべて彼女に言うことができた。

　少しだけ胸の痛みは感じながらも、私は嘘偽りのない気持ちで、ふたりを祝福することができた。大好きなふたりが結ばれて、本当によかった、と。そして自分が素直にそう思えたことに、とても安心したのだ。

　ちょうど会話が途切れたところで、休憩スペースにたどり着く。

　なにを買おうかなぁ、と自販機を見上げていると、珠綺さんがさっきよりも少しだけ浮かない表情をしていることに気がついた。

　あ、もしかして……。

「珠綺さん。もしよかったら、なんですけど」

「え？」

　いつも珠綺さんが私にしてくれているみたいに、ニッコリと笑顔を向けて話す。

「デートの前に、珠綺さんの髪、少しいじらせてもらえませんか？」

「え……え？」

　突然の私の提案に、珠綺さんが困惑した声を漏らした。

　構うことなく私は続ける。

「珠綺さん、とってもキレイに髪伸ばしてるのに、あんまりアレンジとかしてないみたいだから、もったいないなぁって思ってたんです。せっかくのデートですから、いつもはしないオシャレをしましょうよ」

「え、で、でも……」

　珍しく弱気な様子で視線を床にさまよわせる珠綺さん。

　たぶん彼女は、少し前まで伊瀬さんに片想いしていた私に、遠慮しているのだと思う。

　以前、珠綺さんが伊瀬さんとのことを直接私に報告してくれたのは、どうやら伊瀬さんの進言によるものらしかった。

　彼には、ふたりのことを応援していると明言している。珠綺さんへもその話は伝わっているだろう。それでも、彼女は私に対して後ろめたい思いがあるにちがいない。

　私に報告してくれたときも、どこか辛そうな顔をしていた珠綺さん。さっきだって、私が伊瀬さんの名前を出した瞬間、ちょっとだけ表情を暗くした。

　まったく気にしてないと言ったら、それはたぶん嘘になる。

　だけど、それ以上に私は、この優しすぎる人と大好きだった人が一緒になれたことが、とてもうれしいのだ。

　おもむろに珠綺さんへ近づいて、その両手をギュッと握りしめる。驚いたように目を丸くして私を見下ろす彼女を、笑みを浮かべたまま見上げた。

「ね、珠綺さん。あの、いつも冷静な伊瀬さんにかわいくした姿見せて、驚かせてやりましょうよ」

「さなえちゃん……」

「あ、もちろん、私が珠綺さんのヘアアレンジをしたってこと、伊瀬さんには後で伝えておいてくださいね。ちょっとくらい、伊瀬さんの胃が痛くなるようなことさせてください」

　そう言って、今度はイタズラっぽくニヤリとしてみせる。

　珠綺さんは私の言葉に、ポカンとした表情を浮かべたけれど、すぐに「あはは」と、声に出して笑った。

「うん、そうだね。じゃあ、お願いしようかな！」

「ふふふ、了解です！」

　顔を見合わせて、ふたりで笑い合う。

　すると珠綺さんは、シャキーンとかっこよくお財布を自分の顔の前に掲げて、キリッとした表情を作った。

「よし、じゃあここは、私が飲み物おごっちゃおうかな！」

「わーい、ありがとうございます！」

　チャリンチャリンと珠綺さんが自販機に小銭を入れて、私がボタンを押す。

　自販機の小さな扉の向こうで紙コップにコーヒーが抽出される様子を眺めていると、隣に立っている珠綺さんがポツンと呟いた。

「……ありがとね、さなえちゃん」

　不意打ちの言葉に一瞬、息が詰まったけれど、すぐに私はフニャリと破顔する。

　うん、よかった。私はこの人に出会えて、本当によかった。

「いいえです、珠綺さん」

　……ああ、願わくば、大好きなふたりが、ずっとずっと幸せに歩んでいけますように。










リライト・デイ




　ううーん、いい天気だなぁ。

　ジリジリと照りつける太陽に目を細めながら、私は思いきり伸びをする。

　ブルーバード本社にある、屋上庭園。この場所は社員用に普段から開放されていて、天気がいい日なんかは、昼休みをここで過ごす人も少なくない。

　私も今日は、久しぶりに持ってきた手作りのお弁当を膝の上に広げ、日陰のベンチでひとり、悠々とランチを楽しんでいる。

　もうすぐカレンダーは九月に突入するといえど、日中はまだまだ暑い。だけど今日はいい感じの風が吹いているから、日陰は割と快適だ。

　お手製の唐揚げを箸でつまんで、パクリと口に含む。

　ふへへへ、おいしいなぁ。これね、お肉に玉ねぎのすりおろしを揉み込むのが決め手なんだよね。あと、二度揚げ。これでカリッとジューシーよ！

　至福の表情で、それを咀嚼していると、不意に後ろから軽く肩を叩かれる。クルリと振り向くと、そこにあったのは見慣れた真顔だった。

「あ、伊瀬」

「すっごい幸せそうな顔して食うよな、お前」

　呆れたように言う伊瀬に、私は自分の頬を人差し指でプニッとさして笑顔を向けた。

「へへー。だって、おいしいもん」

「ふーん」

　伊瀬が背後から、私のお弁当箱にヒョイと手を伸ばす。

　あ、と思ったときには、私が焼いた黄色い卵焼きは、彼の口元へと運ばれていた。

「うん、うまい」

「わ、私の、卵焼き……っ」

「まあ、これなら、合格かな」

　伊瀬がニヤリと微笑んだ。そのセリフに、グッと言葉を詰まらせる。

　それは、どういう意味ですか。も、もしかして……お、お嫁さん、的な……？

「つーか佐久真、こんなとこで〝ぼっち飯〟か」

　ベンチの背もたれに手をつきながら、哀れみに満ちた眼差しを私に向けて伊瀬が言う。

　その言葉に、ムウッと唇をとがらせた。

「そうですよー！　今日はたまたま、みんな予定入ってたの！」

「ふーん。それで、ぼっち飯」

「ぼっちぼっち言うな！」

　少し前から一応、恋人同士な私たちだけど、こういうところは相変わらずだ。私がいくらヒートアップしても、伊瀬は淡々と言葉を返してくる。

　そんなだから、もしかしたら私たちは、バランスが取れているのかもしれない。

「ていうか、伊瀬はどうしたの？　ひとり？」

　今さらながら尋ねてみれば、彼は小さくため息をつく。

「いや、違うよ。西川さんが『たまには屋上で食いたい』って言うから、一緒に来たんだけど……」

「その西川さんの姿が見当たりませんが？」

「パン食って、とっとと中に戻った。『日焼けするのやだ』って」

「なにそれ。女子か」

　思わず真顔でツッコむと、伊瀬がフッと笑みを浮かべた。

　その表情の変化に、ドキンと胸が高鳴る。

　な、なにこれ。なんだか私、恋する乙女みたいだ。……いや一応、乙女、なんだけど！

「ああそうだ、佐久真」

「ふぇ、なに？」

　名前を呼ばれて、少しだけ熱くなってしまった顔を上げる。

　うう、なんか、変な返事しちゃった。き、気にして、ないよね？

　いつもより高い位置にある、伊瀬の整った顔。無表情に戻った薄い唇が、言葉を紡ぐ。

「佐久真、明日仕事終わってから、なにか予定ある？」

「明日？」

　確か、明日はなにも用事はないはずだ。

「ううん、ないよ」

　そう答えれば、伊瀬はうなずいた。

「ん。じゃあ明日、仕事終わったらウチに来て」

　ウチっていうのは、伊瀬が住んでる、あのマンションのことだよね？

　私はあっさりと首を縦に振る。

「伊瀬の家？　うん、いいよ」

　しかし私の返事を聞くなり、なぜか伊瀬は半眼になって、ものすごく残念なものを見るような顔をした。「はあ」と深いため息をついて、呆れたように私を見下ろす。

「あのさぁ、わかってる？　明日、俺の家に泊まりに来いって言ってるんだけど」

「へ……っ」

　その瞬間、カアッと頬に熱が集まった。

　そっ、そうか。仕事終わってから、イコール、夜だしね……。そ、そりゃあ、その時間に家に行って『じゃあ今日はそろそろ帰ります～』とは、ならないよね。

「そう。その反応を最初から期待してたんだけど」

「う……」

　赤くなっている私の顔を見て、淡々と伊瀬が言う。そして、ニヤリと意地悪っぽく口角を上げた。

「まあ、明日ヒマって言質は取ったし。逃げんなよ」

「に、逃げるかバカ……！」

　こちらの悪態には無言で余裕の笑みを返して、伊瀬は屋上から去っていった。

　その背中が消えた方向をしばらく睨みつけていたけれど、頬が熱くなってしまっているのは、ごまかしようがない。

　そう、少し前から一応、恋人同士な私たち。付き合ってから二週間ほどが経つけれど……実はその間一度も、ふたりで出かけたりすることがなかったのだ。

　寝る前に少し電話をしたり、とかならある。だけど伊瀬は、例の『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』の発売準備で忙しくしているし、私は私で、休日はなんだかんだと予定が入ってしまっていた。

　付き合ってから、初めてのデート。それが、いきなりお泊りって……。う、うわあああああ!!

　猛然と熱くなった顔を両手で覆って、ガバリと勢いよくうつむく。

　そんな私の様子に、屋上にいる他の社員たちが不審げな眼差しを向けているだろうけど、とりあえず無視だ。

　ど、どうしよう、恥ずかしい。めっちゃ恥ずかしいんだけど、明日どうすればいいの!?　その前に、まずは午後の業務だ。伊瀬は同じ部署で、しかも席は斜め前ですよ。……ていうか、なにこれ。私、初めて彼氏ができた純情女子高生か。

「と、とりあえず、ご飯食べよう」

　そうひとりごちて、ようやく顔を上げる。

　お弁当に箸を伸ばすけれど、明日のことを考えると今から緊張してしまい、さっきまでおいしく堪能していたはずのご飯は、なかなか喉を通らなかった。




　　　＊　＊　＊




「どうぞ」

「お、おじゃまします……」

　金曜日の、十八時半。

　恐る恐る、といった調子で、私は二度目になる伊瀬の部屋の玄関へ足を踏み入れた。

　私が通る間、ドアを手で押さえてくれていた伊瀬が、鍵をかけながら呆れたような声を漏らす。

「別に、いきなり取って食ったりしませんけど」

「……っ！」

　ちょうど靴を脱ごうとしていた私は、そのセリフにビクリと肩を揺らした。

　そ、そういうこと、サラッと言わないでほしい……。

　無事、定時を少し過ぎたあたりで仕事を終えた私たちは、会社近くのコンビニで待ち合わせをして、一緒に伊瀬のマンションへと歩いてきた。

　コンビニでは、パスタやドリア、お酒やおつまみなんかをたっぷり買い込んできた。

　伊瀬、めちゃくちゃザルなんだよね。いくら飲んでも表情が変わらないもん。

　まるで、学生が友達の家でお泊りパーティーするみたいな、そんなラインナップ。だけど私たちは恋人同士で、それなりにいい大人、なわけで……。

　まさか今夜はこのまま、学生のようなどんちゃん騒ぎでお泊まり終了なんて……いくら伊瀬曰く『鈍感女王』な私でも、さすがにそこまで察しが悪いわけではない。

「佐久真、そこに立ち止まられてたら、通れないんだけど」

　背後から聞こえた呆れ声に、ヒィッと私は背筋を伸ばす。

　慌てて廊下の隅に避けると、伊瀬がスタスタとリビングのほうに歩いていった。

　いつもの通勤用バッグとは違う、お泊りセットも入った大きめのトートバッグの持ち手をギュッと握りしめてから、私も彼の背中を追う。

「ご、ごめん伊瀬、荷物全部持ってもらっちゃって」

「いーよ別に、これくらい」

　コンビニの買い物袋をリビングテーブルの上に置いて、伊瀬が私に視線を向けた。

　たったそれだけのことで、私の心臓はドキンと大きく跳ねる。

「適当に座ってて。俺、先に着替えるから」

「あ、うん」

　うなずいて、すぐ横にあるベッドがまず目に入ってしまったから、グリンと顔ごと逸らした。

　だ、だって、このベッドって、あの、前に私が、伊瀬と……。ああもう、なんで伊瀬の部屋は、ワンルームなんだ！

　バッグをテーブルの足元に置いて、その横に腰を下ろす。

　そうして顔を上げたとき、今まさにワイシャツを脱ごうとしている伊瀬の姿が視界に映ったので、あやうく悲鳴を上げそうになった。

「な、なんで伊瀬、ここで着替えてんの!?」

「は？　いや、だってここ、ワンルーム……」

「ちょ、ちょっと、どっか見えないところで着替えてきてよ！」

「家主の俺に玄関で着替えろと？」

　……そういえば、前に私がこの部屋で雨に濡れた服を着替えたときは、トイレで着替えたんだっけ。で、その隙に伊瀬も着替え終わってたんだよね。

「伊瀬さー、なんでワンルームなの？　うちの会社、そこまで給料安いわけじゃないよね？」

　結局、彼に背中を向ける形で座りながら、素朴な疑問を口にする。

　ゴソゴソと背後で着替えつつ、「あー」と伊瀬が答えた。

「俺、必要な物がすぐ手に届く位置にあるのがいいから。どうせ、部屋が何個もあったって使わないし」

「そうですか……」

　なんとも〝若〟らしい理由だ。

　思わずクスリと笑みを漏らしたところで、「もう終わった」と肩を叩かれる。

「佐久真はその格好のままでいいの？」

「あ、うん」

　今日の私の服装は、パフスリーブの淡いピンク色のカットソーに、七分丈のスキニーデニム。一応、モスグリーンのニットカーディガンも持ってきている。

　スカート、も、考えたけれど……な、なんか、狙ってるみたいだし。

　そんなわけで、実用的なパンツスタイルを選んだ。

　私の答えに、Ｔシャツとスウェットのパンツ姿に着替えた伊瀬が、コクリとうなずく。

「ふーん。まあ、着替えるにしても、俺はもうわざわざ出ていかないから」

「へ……っ」

　真顔で爆弾発言をした後、何事もなかったかのように彼は背を向けて、キッチン横の食器棚をゴソゴソしだす。

　ここに来てから、脳の処理速度がＩＳＤＮ並みだ。私はようやくハッとして、ラグの上で膝立ちになる。

「あ、ごめん、私も手伝うっ」

「ふ、いーよ佐久真は。オキャクサンだし」

「いやいや、でも！」

　なおも言い募ろうとする私を見下ろして、伊瀬がフッと笑みを浮かべた。

　その柔らかくて甘い微笑みに唖然として、思わず彼を見上げてしまっていたら、頭の上にポンと優しく手を置かれる。

「いいから、座ってて」

　声音の甘さに、その手の大きさに、キュウッと胸が切なく締めつけられる。

「は、はい……」

　たったそれだけの呟きとともにうなずいた私へ満足げな視線を向けて、再び伊瀬が食器の準備を始めた。

　背中にその気配を感じながら、いつもよりうるさい心臓のあたりの服をギュッと握りしめる。

　少し前までは伊瀬のこと、気安く話せる仲のいい、ただの同期だと思っていたのに。今はこんなにも、伊瀬の一挙一動にドキドキしてしまう。

　……でも、ドキドキしたっていいんだよね。私は伊瀬の彼女なんだから。こんなふうに、平日の仕事終わりに家に来たり、お泊りしてもいい立場なんだ。

　伊瀬は元々、優しかった。だけど今は前よりももっと、甘さを含んだ優しさを向けてくれている気がする。

　その事実が、すごくうれしい。そうやって彼に優しくされると、私はどうしようもなく照れてしまうけれど、それ以上に、すごく幸せだなぁって思うんだ。

　伊瀬は、私だけの彼氏。伊瀬のことは、誰にも渡したくない。

　きっとこれが、宇野さんと付き合っていたときにはなかった、私にとって初めての独占欲ってヤツなんだと思う。

　伊瀬も、そんなふうに思ってくれてたらいい。私のこと、他の誰にも渡したくないって……そう思ってくれてたら、いいのにな。




　ふたりで乾杯して、ご飯を食べて、お酒を飲んで、テレビを観て。〝初めてのお泊り〟の夜は、それなりに緊張しつつ、だけどとても楽しく更けていった。

　元々、同い年の同じ会社のさらには同じ部署で、共通の話題が多い私たち。話は尽きることなく、次々と口をついて出てくる。

　途中、伊瀬の趣味で置いてあったホラー映画のＤＶＤを観たりもした。だけど実はかなりのビビリな私は、伊瀬の影に隠れて、ほとんどのシーンを直視することができなかった。結局、開始一時間で、ギブアップとなった。

　しっとり怖がらせる系も、ワッと驚かす系もダメな私。そんなシーンになるたび、いちいち悲鳴を上げて伊瀬にしがみついてたら、『お前の顔のほうがこえーよ』と言われた。

　仮にも彼女に対して、どうなの、その発言は。

「――もう、こんな時間か」

　タンスの上の時計を見て、伊瀬がポツリと呟く。

　つられて私も目を向ければ、ちょうど短針と長針が揃って真上を指すところだった。

　そうして再び、まっすぐ私と視線を合わせた伊瀬に、ドキンと心臓が跳ねた。

「佐久真、どうする？　先にシャワー使う？」

「え、あ……ど、どうしようかな……」

　曖昧な返事をしながら、自然な流れで彼の口から出た『シャワー』という言葉に、ますます鼓動が早くなっていく。

　だって私たちは恋人同士で、いい大人なわけで。いくら『鈍感だ』と言われる私だって、さすがにこの後、〝そういうこと〟があるんだってことは、ちゃんとわかってる。

　……わかってる、けど……いざそれが近づいてくると、き、緊張して……っ。

「……じゃあ」

　伊瀬のそんな声が聞こえて、床にさまよわせていた視線を彼へと戻す。

　すると彼は、少し驚くくらい真摯な眼差しで、私のことを見つめていた。

「じゃあ、佐久真、ちょっと座って。話、聞いて」

「は、はい？」

　つい敬語で聞き返す。

　だって今まさに私はベッドとテーブルの間にあるラグの上に座っているし、わざわざ言われなくても伊瀬の話ならちゃんと聞いている。

　伊瀬、もしかして酔ってる？　いや、いつものようにまったく顔色変わってないし、視線もちゃんと定まってる、よね。

「佐久真」

　どこか懇願にも感じる声音で、彼が私の名前を呼ぶ。

　少しだけ疑問は残るけれど、あまりにも伊瀬がまっすぐ私を見ているから、私は姿勢を正して彼と向き直った。

「うん。聞くからどんとこい、伊瀬」

　真面目くさった顔をして、コクリと大きくうなずいて見せる。

　そんな私の態度に、伊瀬はフッと口元を緩めて、すぐに真顔に戻った。

「ずっと、ちゃんと謝りたかった。あの日のこと」

　その予想外の言葉に、私は思わず息を呑む。

　あの日のこと。それはきっと、この部屋で思いがけなく伊瀬と私が体を重ねた、雨の日のこと。

　伊瀬は私と向き合って、あぐらをかいて座り、やはり真剣な表情で続ける。

「あのときのことがあるから、今こうして俺たちは一緒にいる。だけど、だからって、あの日の俺の行動が正しかったなんて、そんな都合のいいことは思っていない」

「伊瀬……」

　淡々と話す彼を、なんともいえない切ない気持ちで見つめる。

　真面目で律儀で、優しい伊瀬。そんな彼は、あの日のことをずっと気にしてくれてたんだ。私と付き合い始めてからも、ずっと……。

　不意に伊瀬が右手を伸ばして、私の頬に触れる。

「ごめん、佐久真。謝って済むことじゃないけど……あのとき、たくさん怖がらせて、本当に、ごめん」

「う、ううん、ううん……」

　彼の右手に自分の左手を重ねて、思わず涙目になりながら、私は精いっぱいの気持ちを込めて首を横に振った。

　違うよ。もう、いいんだよ。

　確かにあの日、私は戸惑いと悲しみでいっぱいになって、涙を流した。

　でも、もう許されていいんだよ、伊瀬。だって私は今、こんなにも幸せなんだから。

　今にもこぼれそうなほど瞳に涙を溜めた私を見て、伊瀬が小さく微笑む。

「お前と付き合えることになって、買い物よりメシより、まず初めにここに連れてきたのは……やり直したいって、思ったからなんだ」

「やり直、す？」

　ズビッと鼻をすすりながらの言葉に、彼がうなずく。

「この部屋で、佐久真と俺で、楽しく過ごして……上書きしたかった。あの日の、佐久真の記憶を」

「伊――」

　目の前の彼の名前を呼ぶより先に、フワリと優しく、今度は両手で伊瀬が私の頬を包んだ。

　その切れ長の目が少しだけ潤んでいるように見えるのは、気のせいだろうか。

「好きだよ、佐久真。もう、何回言ったって足りないくらい」

　息が詰まる。心臓も、これ以上ないってくらい速く動いている。

　彼の言葉がうれしくて、うれしくて、必死でこらえていた涙がとうとう決壊してしまった。

「もう俺のせいで悲しませたり、辛い思いをさせたりしない。大事に、するから」

「っう、うん、……うん……っ」

　ボロボロと涙をこぼしてうなずきながら、私はたまらなくなって、伊瀬の首元に抱きついた。

「わ、私、もっ……伊瀬のこと、大事にするよ」

　ああ、やっと私たちは、心の奥深くまで通じ合えた。

　そんな思いで、私は彼をギュウギュウと抱きしめる。

「佐久真、ちょっと、苦しい」

　私の背中に手を回しながら、笑い交じりに伊瀬が言う。

　無視してしがみついたままでいたら、彼の指先が私の耳をスルリと撫でた。

「それに……この体勢のままだと、キス、できない」

「ちょっ！」

　彼の言葉に驚いて、思わずバッと体を離してしまった。

　真っ赤になった私を見て、伊瀬が笑う。

「佐久真、かわいい」

　言い返す前に、唇を塞がれた。最初は触れるだけだったのに、彼の舌がいやらしく私の唇を撫でる。くすぐったさについ口を開いてしまったら、もう後は伊瀬のペースだった。

「んっ、あ……」

　伊瀬の舌が、私の口の中、全部を撫でる。上顎も、歯列も、舌の裏までも。

　その全部が気持ちよくて、恥ずかしくて甘い声を漏らしながら、彼の動きに必死で応えた。

　伊瀬の手が、私の髪をまとめているシュシュを外した。

　それに気づいた私はハッとして、彼の肩を押して唇を離す。

「い、伊瀬……」

「なに？」

　返事をしつつも、伊瀬の左手は、私のカットソーの裾から侵入を果たしている。

　背中をたどる指先に体を震わせながら、情けなくも赤い顔で彼を見つめた。

「あの、えっと……さ、先に、シャワーを」

「却下」

　言うが早いか、簡単に下着のホックを外された。突然、胸を襲った解放感と、あまりにも説得の余地がない彼の様子に、私は焦る。

「え、だ、だってさっきは、シャワーって……！」

「気が変わった。別に後でもいいだろ」

「ぅや、で、でも私、いっぱい汗かいたし……っ！」

「これからまた、汗かくから」

　私の腰や胸の膨らみを器用に指先で撫でながら、伊瀬は淡々と、精神的にも肉体的にも私の逃げ道を奪っていく。

　あ、汗かくって！　生々しすぎるんですけど……。

　頭の中では抗議の言葉が渦巻いているのに、力が抜けてしまった私の体は簡単に傾いて、そのまま床に押し倒された。

「あ……こら、伊瀬……！」

　私の両手首を伊瀬の右手がひとまとめにして、頭上で押さえつけられる。痛くはないのに、外そうとしてもびくともしない。

　伊瀬の舌が私の首筋をペロリと舐め上げた。その瞬間、なんともいえない感覚がゾクリと背中を走って、「あっ」とひときわ高い声が漏れた。

「ここ、弱いよな。あと耳とか、内モモ」

「い、言うな、バカ！」

　意地悪な瞳でクッと笑い声を漏らす伊瀬に悪態をつくけれど、まったくこたえている様子はない。そうこうしているうちに、彼の手はカットソーの裾をまくり上げている。

　さらに、上昇する体温。私は懇願の思いで彼を呼んだ。

「ね、伊瀬、お願い。ちょっと待――」

「珠綺」

　彼の声で初めて呼ばれた自分の名前に、言葉を失った。

　フワリと微笑んだ伊瀬が、私の唇をそっと親指の腹で撫でる。

「ふたりきりのときは、名前で」

「う……」

　目の前の人物をキッと睨みつけた。だけど、そんな私の顔は真っ赤で、瞳は潤んでいて、まったく迫力なんてないのだろう。

「それは、ずるいと思います！」

「そう？」

　しれっとした表情で言って、伊瀬は再び私の首筋に顔をうずめた。

　肌を這う彼の舌に翻弄されながら、それでもなんとか私は口を開く。

「あ、んっ、……で、でも……」

「ん？」

「だ、大好き……すば、る」

　伊瀬はピタリと動きを止め、顔を上げる。そして、とろけきっていながらも言い返してやったぞ、とほくそ笑む私を見て、苦笑した。

「そっちも、充分ずるい」

　コツンと額同士を合わせる。至近距離でクスリと笑い合った私たちは、また唇を重ねた。

　あの雨の日。初めて彼と抱き合ったときは、『どうして？』という困惑の思いばかりが湧き起こり、悲しい気持ちで埋め尽くされていたけれど……。

　でも、今ならわかる。伊瀬は私のことが好きだから、キスをして、こんなふうに触れているんだって。

　そして、私も。彼のことが大好きだから、今この瞬間、こんなにも満たされた気持ちでいられる。

　戸惑いの涙に溺れた、切なくて苦しい、雨の日の、彼のワンルーム。

　だけど今日、甘い記憶への上書きは、見事に完了した。










十二月二十日の星空




「伊瀬さんって、奥様とか彼女さん、いらっしゃるんですか？」

　目の前でニコニコ、優しげな笑みを浮かべる五十代前半の女性。彼女がなにげなく発したその言葉に、私はコーヒーカップを口に運ぼうとした体勢のまま、ギシリと笑顔を硬直させた。

　私の左隣に座る伊瀬がなにか答える前に、その女性――ブルーバードが提携しているこの広告会社でいつも対応してくれているらしい、亀かめ井いさん――は、「あらごめんなさいね」と片手を口元にやって、「うふふ」と笑った。

「だって、ウチの会社の女性陣に、伊瀬さん、すごく評判いいのよ？　『もし彼女いないんだったら、立候補したい』って言う子もいるくらい」

「私もあと三十歳若かったらねー」と、亀井さんはコーヒーカップを片手に笑う。

　……なに、伊瀬。協力会社の人にまでモテてんの？

　ジトリとした視線を横に送り、どう返答するのかな、と内心気にしていると……。

　彼は、社内ではめったにお目にかかれない、ものすごく爽やかな笑顔を浮かべた。

「はは、御社のキレイな女性方にそんなふうに言っていただけているなんて、光栄です」

　……さすが、マーケティング部のエース。完璧な対応だ。

　そう思うのと同時に、よく言うわ、という呆れのこもった眼差しをこっそり送る。

　すると、続けて伊瀬が口を開いた。

「光栄、なんですけどね。実は僕、お付き合いしている女性がいますので」

「あらぁ！　そうなの、残念～」

　目の前でにこやかに繰り広げられる会話に、私は危うくコーヒーを吹き出す寸前。

　まさか伊瀬が取引先の人と、完全にプライベートな話をすると思わなかった。し、しかも、当事者が真横にいるんですけど……。

　いたたまれない気持ちで、私はソーサーの上のカップを弄ぶ。

「伊瀬さんの彼女、年下？　年上？」

「いえ、同い年です」

「付き合ってどれくらい？」

「まだ浅いですよ。そろそろ四ヶ月くらいになりますかね」

　ちょっとちょっとちょっと！　どうして順調に、〝伊瀬 昴の彼女情報〟が次々と公開されていってるのよ。

　亀井さんには見えないように、テーブルの下でスーツの裾をチョイチョイと引っぱる。だけど彼は気づいていないのか、はたまた、わかっていて無視をしているのか、そ知らぬ顔で亀井さんと談笑を続けている。

「うふふ、若い子のコイバナ聞くと、楽しいわ～」

「そんな、亀井さんもまだまだお若いじゃないですか」

「あらやだ、ありがとう。ホント、伊瀬さんみたいな素敵な男性が彼氏だなんて、彼女さんは幸せ者ねぇ。きっと彼女もメロメロのはずよ。あ、もしかして伊瀬さん、その子に猛烈アタックされて付き合うことになったんじゃないの？」

　なにそれ、なにそれなにそれ……。どうして亀井さんの中で、私が伊瀬にメロメロみたいな設定になっているのよ。……いや、否定まではできないけど。ていうか、そもそも亀井さんは、私が伊瀬の彼女だと知らないけど。

　人知れず、さらにいたたまれない気持ちになった私は、膝の上に両手を置いて、ギュッと握りしめる。

　そこで伊瀬が、吐息とともにフッと笑みを漏らした。

「いえ……」

　そう言いながら一瞬、伊瀬の切れ長の瞳が、私の顔を流し見る。

　嫌な予感が体の中を駆け巡り、この話題を打ち切ろうと口を開きかけたけれど……。

　それよりも先に、彼が〝そのセリフ〟を言った。

「彼女に惚れ込んだのは、僕のほうです。なんとか口説き落として、付き合えることになったんですよ」

　あまりにも恥ずかしい彼の言葉に、勢いよく席を立ってしまうところだった。

「まああああ!!」という亀井さんの興奮しきった声が、応接室に響き渡る。

「あらあらまあまあ！　伊瀬さん、彼女のこと大好きなのねぇ！」

「はは。ちょっと恥ずかしいので、他の方にはこの話は内緒でお願いしますよ」

「うふふ、わかったわ～」

　い、伊瀬、このやろう……。

　おそらく赤くなってしまっているであろう顔を隠すようにうつむきながら、信じられない、という思いを込めて彼を睨む。途端に、「佐久真さん」と亀井さんに名前を呼ばれて、慌てて顔を上げた。

「は、はい！」

「ね、佐久真さんは、伊瀬さんの彼女さんのこと知ってるの？」

「え……」

　なんということだ。まさかこんなふうに自分自身のことを聞かれることになるとは。

　とりあえずこの場を乗り切るために、私はかろうじて、引きつった笑顔を浮かべる。

「さ、さあ、よくわかりません……」

　その答えに、「あらそうなのー」と、亀井さんが残念そうな声を漏らす。

　恨みがましく、こっそり伊瀬へと視線を向けてみれば、彼は笑いを堪えるように、口元へこぶしを当てていた。




「なあ、そろそろ機嫌直せって」

　後ろから、イラついているでも困っているでもない、いたって平坦な伊瀬の声が聞こえる。

　背の高いビルが立ち並ぶビジネス街。歩道を進む足は止めないまま、その彼の数歩前から、私は肩越しに振り返った。

「ホント、信じらんない。亀井さんの前であんなこと言うなんて！」

「別に、佐久真の名前は出してないんだから、いいだろ。亀井さんだって疑ってもいなかったし」

　真顔で発せられた言葉に、ますますムーッと眉を寄せる。それから再び、私は彼から視線を外して前を向いた。

　吐き出した息が白い。気づけば、今年ももう終わりを迎えようとしている。

　今日、私と伊瀬は年度末の挨拶と称して、『Ｓｐｉｃａ―スピカ―』の件でお世話になった広告会社を訪問していた。

『きっといつか関わることがあるだろうから』と大谷部長に勧められて、なぜか私まで挨拶に同行することになるとは、予想外だったけれど。

　それでも、担当者の方と和やかに話せて、顔を知っていただくことができて、今日この場に来られてよかったと思っていた。

　なのに、なんだ、伊瀬のあの悪ふざけは！

「亀井さんには、お世話になってるし。多少のサービスは許せって」

「……そうですね。伊瀬さん、あそこでずいぶんおモテのようですしね」

「なに、佐久真、妬いてる？」

　笑い交じりの言葉に、グリン！と再度、勢いよく後ろを向く。

　妬いてる？　私が、顔も知らない女子たちに？　……ええ、その通り。妬いてますとも！

　内心では素直に認めているけれど、それを言葉にして伝えられるほど、あいにく私はかわいい性格じゃない。

　代わりに、ありったけの〝身長縮めエネルギー〟を込めた視線を伊瀬に送ってから、また前に向き直った。

「佐久真」

　私の名前を呼びながら、彼が隣に並んだ。

　拗ねた表情で視線を向ければ、口元を緩ませた伊瀬が私を見つめている。

「言っとくけど、嘘もついてないよ。俺が惚れ込んで、告白しただろ？」

「……バカ」

　つい漏れた悪態に、怒りは含まれていない。

　寒さのせいだけでなく赤くなった私の頬を、伊瀬が右手の親指で撫でる。そして今度こそ、ハッキリと笑みを浮かべた。

「珠綺、顔赤い。……かわいい」

「も、もう……」

　とろけるような微笑みを見ていられなくて、つい顔を逸らした。

　付き合い始めてから、彼はいつもこう。相変わらずのケンカみたいなやりとりの合間合間で、こんなふうに不意打ちで甘い言葉を投げ込んでくるのだ。

　伊瀬いわく、『今までずっと感情を抑えてたせいで、ちょっとタガが外れてる』らしい。

　だけど、そのタガはいったい、いつになったら元通りになるのでしょうか。だってこのままじゃ、私の心臓のほうがもたなくなりそうなんだもん。

　自分の頬に当てていた手のひらとは逆側――左の手を伊瀬がそっと掴んだ。そして、そのまま彼の意外と大きくてゴツゴツした右手に、しっかり絡めとられる。

　いわゆる〝恋人繋ぎ〟に私は焦って、再び彼へと顔を向けた。

「ちょ、ちょっと伊瀬、手……」

「別にいいだろ。今の時間なら、周りに知り合いもいないだろうし」

　ただ今の時刻は、十五時半。確かに平日のこの時間、会社から数駅離れたこの場所をブルーバードの人間が通るとは考えにくいけど……。

　前を向いたまま、しれっと話す伊瀬の横顔を、照れ隠しのしかめっ面でムーッと見つめる。

　あ、そういえば伊瀬、さっき私のこと『珠綺』って名前で呼んでたな……。も、もう。そのうち、うっかり会社でも呼んじゃうんじゃないかって、ちょっとだけ心配だよ。

　先ほど伊瀬も亀井さんに話していたけれど、私と彼は付き合ってから約四ヶ月が経った。そして相変わらずブルーバードの人間には、ふたりの関係は隠したままだ。

　当初は、知られるのがただ恥ずかしいからっていう理由だったけど、最近では『今さら、どんな顔でカミングアウトすればいいのよ！』という、もはや意地のような側面が大きい。

　……まあ、いつかは話したほうがいいんだろうなぁってことは、自分でもわかってるんだけどね。

「あ、そういえば伊瀬」

「…………」

　話しかけているのに、彼は前を見据えたままで返事もない。

　聞こえなかったのかな？、と再び口を開いた。

「ねぇ、伊瀬？」

「…………」

「伊瀬、おーい。……ねぇ、ちょっと、昴！」

「なに？」

　子どもか！　でも、不覚にもキュンとしてしまった。なんか、かわいくて……。

　自分のお手軽さを猛省しつつ、私は軽く咳払いをして、彼へと目を向ける。

「昴は、明日の忘年会、参加なんだよね？」

「あーうん、一応」

　黒いマフラーを指先で直しながら、伊瀬が答えた。

　明日は花の金曜日。業務終了後の十八時半から、我がマーケティング部の忘年会が会社近くの居酒屋で行われる予定だ。

「珠綺も出るんだろ？」と逆に聞かれて、うなずく。

「うん、出るよー。けど、もう西川さんに捕まらないようにしないと。前はそれで終電逃したからなぁ」

　三次会、さらには四次会にまで連れていかれた過去の飲み会を思い浮かべて、私は渋い顔をした。

　そんな私の隣で、伊瀬が涼しい表情でサラリと言う。

「別に、ウチに泊まればいいだろ」

「ちょっと昴、会社の人といるときは、間違ってもそういうセリフを言わないでよね……？　私たち、瞬く間にあの噂好きな人たちの餌食よ」

「言うわけないだろ」

　そうは答えるけど前を向いたままで、まったく私と視線を合わせようとしない。

　私は小さくため息をついて、雪がちらつきそうな灰色の空を見上げた。




　　　＊　＊　＊




　迎えた、十二月二十日の就業後。

　ワイワイ、ガヤガヤと楽しげな話し声や、グラスを合わせる音が入り乱れる居酒屋で、私たちマーケティング部の面々は、思い思いに忘年会を楽しんでいた。

「ははっ、ほんと若は、飲んでも顔色が変わらないよなぁ」

「どれ、試しにこの度数激高のヤツを注文して、飲ませてみるか」

「ヒトで遊ばないでくださいよ……」

　今回マーケティング部が陣取っているのは、普段はふすまで仕切られているのだろう、ふた部屋続いた小上がり席だ。

　私からは少し離れているテーブルの片隅で、伊瀬が先輩たちに囲まれている姿が目に入る。

　昨日の広告会社の女の人たちもそうだけど、伊瀬って男の人にもモテるよなぁ。

　そんなことを思いながら、巨峰サワーのグラスにチビチビと口をつける。

　そういえば、こないだ宇野さんと電話したとき、試しに聞いてみたんだ。『宇野さんって、伊瀬のことは恋愛対象にならなかったんですか？』って。

　そしたら、宇野さんの返事はこう。

《うーん、ぶっちゃけ伊瀬くんって、まったく俺のタイプじゃないんだよねぇ。細いし小さいし》

　だそうで……。まあ、宇野さんが追いかけてった中島さんのこと思えば、それも道理か。なにしろあだ名がクマ……。

　でも、と、私は考える。

　伊瀬って、ああ見えて実はけっこう筋肉ついてるんだよね。高校時代にテニス部部長だったというだけあって、体力もある。

　腕とか胸とか、触った感じ、けっこう硬いし……って、な、なに考えてんだ、私！

　煩悩を追い払うように頭をフルフルと振って、グラスの中の巨峰サワーをグイーッと飲み干す。

「おっ、佐久真、いい飲みっぷりだなー！」

「へへー、あざっす！」

　声をかけてきた浅尾さんにヘラリと笑みを返して、私は立ち上がった。

　少し、頭冷やそ。トイレ、行ってこようかな。

　若干飲みすぎてしまったのか、少しだけ足元がふらつく。

　気合いを入れて一歩一歩畳の上を進み、お店のサンダルをつっかけて、小上がりを離れた。




　洗面台の前でふうっと息を吐きながら、濡れた手をハンカチで拭く。

　そうして女子トイレの外に出たところで、ちょうど男子トイレから出てきた西川さんと出くわした。

「よぉ、佐久真っち！　飲んでる？」

「飲んでます……」

　顔を見るなり大声で絡んでくる、面倒くさい西川さんに、私はげっそりした声を返す。

　彼の顔はパッと見でもわかるくらい上気していて、かなりの量のアルコールを摂取しているのだと、容易に想像がついた。

　というか、足元フラフラだ。私以上に。

「一緒に戻ろうぜ～」との彼の言葉にうなずいたけれど、相手は泥酔状態。覚束ない足どりにハラハラして、仕方なく彼の右腕を掴んで、引っぱって歩くことにした。

「うへへへ、ありがと～」

「ハイハイ」

　へにゃりと笑顔を浮かべる西川さんに苦笑して、ため息をつく。

　西川さんは顔は悪くないと思うのだけど、いかんせん、こういう内面的なところで、ものすごく残念な人だなぁと思ってしまう。

　まったくもう、後輩に引っぱられて歩くなんて、先輩の威厳なしか！

「佐久真っち～い」

　掴んでいた手を振り払われたかと思えば、後ろから突然、ガシッと首に右腕を回された。そのせいで私は軽くバランスを崩して、西川さんのほうへ体が傾いてしまう。

「ちょっ、西川さん、ちゃんとしてください！」

「ねーねー、佐久真っちって、彼氏いんの～？」

「へっ!?」

　歩きながら、相変わらず間延びした調子での思いがけない質問に、すっとんきょうな声を上げた。

　西川さんはアルコールのせいか赤くなった目元で、ジッと私のことを見つめている。

「なんかさあ、佐久真っち、最近みょーにかわいくなったなぁって。それって、彼氏とかの影響？」

「え……い、いや、私は相変わらずの佐久真ですけど」

「ちーがうって！　なーんか、かわいくっていうか、女っぽくなったんだよな～」

　しみじみと言われたセリフに、私は思わず赤面する。

　……かわいく、なったのかな？　自分ではわからない。わからないけど……でも、もし西川さんがそう感じたことが本当だとしたら、それはたぶん、伊瀬のおかげなのだろう。

　もっとかわいく、彼にふさわしくなりたいって。私は伊瀬と付き合い始めてから、そんなことばかり思うようになったから。

「じゃあ佐久真っち、彼氏はいないの？」

　ぼんやりしていた私は、西川さんの言葉にハッとする。

「なあ」とさらに顔を近づけられて、思わず身を引いた。

　彼氏……は、伊瀬だけど。でもそれは、一応、会社の人には内緒にしてて。ていうかこの人に言ったら、さらに面倒くさいことこの上ない展開になると思うんだよなぁ。

　なんていうか、公開処刑？　水を得た魚？　焼け石に水？　とにかく、今後ものすごーくいじられるだろうってことは、簡単に思い浮かぶ。

「い、いません、よ？」

　伊瀬ごめん、と心の中で平謝りしつつ、西川さんから目を逸らしながら答えた。

　ああ、し、心臓が痛い。きっと伊瀬なら、こんな状況でも、もっとうまく立ち回れるんだろうな。

　ここで、会話は終了したかに思えた。けれども予想外に、「じゃあ」と西川さんが口を開いたのだ。

「佐久真っち、俺と付き合うか！」

「はいー!?」

　思いっきり顔を歪ませて、私は声を上げた。

　いきなり、なに言ってるんだ、この人は！　さすがに酔っぱらいすぎでしょ。

　呆れる私の視線の先で、泥酔男、もとい西川さんがヘラヘラ笑う。

「うん、いい考えだろ！　俺は幸せ、佐久真っちも幸せ！」

「まったく幸せじゃないです！」

「なんでだよう、佐久真っち、彼氏いないんだろー？　なら、いいじゃん！」

「いやいやいや、あの……」

　ど、どうしよう……。これは、まったくもって予想外の嫌な展開だ。

　首に回された腕をなんとか外そうと試みるけれど、固くホールドされていて、びくともしない。くそう、西川さんのくせに……。

　ようやく腕を外してくれたかと思えば、すぐに正面から両腕を掴まれた。

「な！　佐久真っち！」

　名前を呼びながら、凄むように西川さんが顔を近づけてくる。

　そろそろ本気で殴っていいかしら、と頭の片隅で考えた、そのとき。背後から私の肩に回された誰かの腕が、西川さんから引き離すようにグイッと私を後ろに引き寄せた。

　不可抗力で、その誰かの体に背中が当たり、自分を救ってくれた人物を慌てて振り返ると……。

「い、伊瀬……」

　ものすごく不機嫌そうな顔の伊瀬が、そこにはいた。

　彼はがっちりと私の体を抱き寄せたまま、剣けん呑のんな眼差しを西川さんへ向けている。

　大好きな彼が助けてくれた安心感で、不覚にもジワリと涙が浮かんだ。

　伊瀬は一瞬、そんな私に目を向けたけれど、ますます眉間にシワを寄せて、すぐに西川さんへ視線を戻した。

「西川さん、悪いんですけど……」

　呆あっ気けにとられた顔をしている西川さんに、彼は表情と同じく剣呑な声音で言い放つ。

「コイツだけは、ダメです」

　そして固まる西川さんの右手に、なにかをポスンと押しつける。

「代わりに、これで」

「へ……」

　つい間抜けな声を漏らしたのは、私だ。

　呆然としていた西川さんだけど、ふと自分の手に握られたものを確認して、その表情をみるみる歓喜のものへと変えていく。

「おい、これって、まぼろしの芋焼酎『黒くろ船ふね』じゃないかーっ!!」

　ぎゃああああ、お前ら、おいこれ見ろよおお!!、という雄叫びとともに、さっきまでの千鳥足はなんだったんだと言いたくなるスピードで、酒瓶を手に、同僚たちがいるほうへと駆けていく。

　その後ろ姿を見送り、いまだ回されたままの伊瀬の腕を見下ろし、彼を振り返った。

「伊瀬、あのお酒どうしたの？」

「お店の人に出してもらった。請求先は西川さんで」

　しれっと答える伊瀬の真顔をしばらくジッと見つめていたけれど、不意にプッと私は吹き出す。

「ふっ、あはは！　伊瀬、ありがと、ナイスタイミング！」

「どうやらあの人とは、今後の付き合い方を改めなければならないようだな」

「い、伊瀬、顔怖い……」

　子どもが見たら間違いなく泣いて逃げ出す物騒な表情で小上がりの方向を見つめる彼に、思わずツッコむ。

　そこで伊瀬は、ようやく私から手を離して、そのまま腕を組んだ。

「お前、いろいろ隙ありすぎ。もう少し気をつけろ」

　呆れたように言われ、私は頬を掻きながらヘラリと笑う。

「いやー、まさかあんなに西川さんが酔っぱらってるとは。読みが甘かったです」

「読みっていうか……」

　そこまで呟いて、伊瀬が深くため息をつく。

「戻るぞ」と踵を返した彼を追い、私も同僚たちがいる席へと足を向けた。

　にしても伊瀬、あんなベストなタイミングで、しかもあんな方法で助けてくれるとは。さすが、ブルーバードの有望株、若様。

　ていうか西川さんの中で、私はお酒以下かい。別にいいけど。

　小上がりに戻って、再び私はさなえちゃんの横のざぶとんに腰を落ち着かせる。

　なにげなく視線を向けてみれば、伊瀬はこれ以上私が絡まれるのを防ぐためか、わざわざ西川さんの隣へ腰を下ろすところだった。

「若殿ありがとー！　黒船めっちゃうめー!!」

「それはよかったです。まだまだ、いっちゃってください」

「おっ、さんきゅー!!」

　さっき自分が渡したお酒を、なみなみと西川さんのコップに注ぐ伊瀬。

　たぶんあれ、潰してやろうとしてるんだろうな。間違いないな。

「珠綺さん、なにか飲みますかー？」

「あ、じゃあ私、次はウーロン茶にしようかなあ」

　ドリンクメニューを渡してくれたさなえちゃんにお礼を言って、近くの店員さんを捕まえる。

　彼女と談笑しながら、私はまた伊瀬にチラリと目を向けた。

　やっぱり伊瀬は、ヒーローだ。私が助けてほしいときに来てくれるんだもん。




「それじゃあ、お疲れさまでーす！」

「二次会行かないヤツは、気をつけて帰れよ～」

　宴もたけなわ、マーケティング部の忘年会は、二十一時少し前にお開きとなった。

　真冬の空気は澄んでいて、都会でもそれなりに星が見える。お店の外では大谷部長が率いる二次会参加組と、そうでない帰宅組で自然と分かれた。

「さなえちゃんは、二次会行かないの？」

「はい。明日、朝から予定があるので」

　そう答えるさなえちゃんの小さな顔は、白いもこもこマフラーにほとんど埋もれていた。

　そんな彼女の言葉に、ふむ、と私も考える。

　今日は、私も帰っちゃおうかなぁ。私はだいたい、二次会までは付き合うタイプなんだけど、今日は西川さんのせいかすごく疲れた。

　というか、ぶっちゃけ、件くだんの人物にもう捕まりたくない。アノヒトどうやら、あれだけベロンベロンなくせに二次会行くみたいだし……。

「あっれー、佐久真っち、二次会行かねーの？」

　隅のほうでコソコソしていた私の背後から、陽気に話しかけられる。

　ビクリと肩を震わせた私は、その聞き覚えのある声と呼び名に、振り返ることを全力で拒否しようとした。けれど、「はあっ」と深くため息をついて、面倒な先輩に断りを入れようと、意を決して振り返りかけたとき……。

「珠綺」

　私を呼ぶ、低いけれどよく通る声に、動きが止まった。

　それは、聞き間違いようもない大好きな人の声。しかし今、ここで聞くには、不自然すぎる呼び方だった。

　呆然と立ちつくす私の視線の先で、ツカツカと伊瀬がこちらへ歩いてくるのが見えた。

「え、伊瀬……」

「なにボーッとしてんだ。帰るぞ、俺の家に」

「へ、ちょ……っ」

　言うが早いか、私の左手を掴んだ彼が、そのままサッサと歩き出す。

　周りにいる同僚たちはみんな、一様にポカーンと間の抜けた表情で、私たちの動向を見つめている。ただひとり、さなえちゃんだけは、興奮しきった笑顔を浮かべて、こちらにブンブンと手を振っていた。

「す、昴……！」

　ほとんど彼に引っぱられるような形で、繁華街の裏手にある道を進んでいく。

　しばらく呆然とした後、なんとか声を出した私をクルリと伊瀬が振り返った。

「なに、珠綺」

「な、なにじゃないよ！　どうすんのアレ、絶対バレたでしょ！」

　ああ、休み明けの月曜日、絶対内川さんあたりに詰め寄られて、浅尾さんあたりからは容赦なくからかわれる……!!

　容易に想像できる状況を思い浮かべて焦る私を見て、彼はピタリと足を止めた。

　すぐ横の道路を通る車のライトが照らす、向かい合った彼の顔は、ものすごく不機嫌だ。

「じゃあ、珠綺はあのまま西川さんに引っぱられて、二次会に行くほうがよかったのか？」

「え、そ、それは、ないけど‥…」

　モゴモゴと答えながら、でも、もうちょっとマシな連れ出し方があったんじゃないだろうかとも思う。

　そんな私の考えを読んだのか、さらに眉間にシワを寄せながら、伊瀬がつぶやく。

「俺は、あのまま珠綺を酔っぱらいの男たちがいる中にいさせたくなかった」

「え」

「お前が西川さんに触られてるの見た瞬間、頭に血が上って、本当はあのニヤけ面に日本酒ぶっかけてやろうかと思ったんだ。俺が節度ある人間でよかったな」

「そ、それはどうも……」

　淡々と告げられる彼の本音に、鼓動がだんだん速くなってくる。

　伊瀬、酔っぱらいの男たちの中に、いさせたくないって。西川さんに触られてるの見て、頭に血が上ったって。ねぇ、それって、つまり……。

「昴、ヤキモチ、妬いてたの？」

　ドキドキしながら尋ねた私に、眉を寄せた彼が恥ずかしげもなく言い放つ。

「そうだよ。悪いか」

　その直後、繋いだままだった腕を引かれて、私はあっさりと伊瀬の胸の中に飛び込んだ。

　カァッと体温が上がるのを感じながら、慌てて体を離そうとする。

「す、昴」

「あのな、この際だから言うけど。鈍感なお前が知らないところで、最近彼女と別れたばかりの浅尾さんが実はお前のこと気にしてることとか、他の部署のヤツらに『佐久真、けっこういいよな』って言われてることとか、正直、全部このやろうって思ってるからな」

　……それって、鈍感が関係あるの？　というか、浅尾さんの件とか、ホントなの？

　そうは思うけれど、がっちりホールドされた彼の腕の中、私はひとり、顔を赤くする。

　……伊瀬がこんなにヤキモチ妬きだったなんて、思わなかった。

　いつも涼しい顔をして、難しい案件も淡々とこなしちゃう、クールな伊瀬。その彼が、今、どこか余裕のない表情で、私のことを見つめている。

「西川さん、お前のこと『最近かわいくなった』って、言ってたけど……」

「う……」

　き、聞いてたんだ……。

　思わず頬を熱くさせて伊瀬を見つめ返せば、彼の指先が私の首筋をスルリと撫でた。

「珠綺は、最初からかわいい。今さら気づいたようなヤツらに、持ってかれてたまるか」

　ああ、もう。この心臓のドキドキ、いったいどうしてくれよう。

　彼の言葉全部に、鼓動が高鳴る。不機嫌なその表情ですら、愛おしく思える。ギュウッと私から、彼の体に抱きついた。

「昴、好き。大好き」

「俺も好きだよ。でも……」

　……でも？

　気になる言葉が聞こえて、彼の肩口から顔を上げる。

　視線が絡まると、私を見据えた伊瀬は、その口元に意地悪な笑みを浮かべた。

「でもそれ、あんまり伝わってなかったみたいだから。これからゆっくり、俺の家で教えることにする」

「……！」

　反射的に逃げようとした腕を、ガシリと掴まれる。

　再び引き寄せた私の頬に、チュッと、伊瀬がキスを落とした。

「好きだよ、珠綺。ちゃんと朝まで、じっくり教えてやるからな？　……ココロにも、カラダにも」

　そんな意味深なセリフを言って、伊瀬が妖艶に笑う。

　対する私は、あまりの恥ずかしさに顔を真っ赤にしながら、口をパクパクさせてしまう。

「や、やっぱり、二次会戻る！」

「無理です。佐久真さんは伊瀬くんの自宅にお持ち帰りです」

「そんな爽やかに笑いながら、なんてことを……！」

　真冬の空気は冷たいはずなのに、繋いだ手は温かい。

　恋人としてはまだ四ヶ月。同期として過ごしたのは、約六年。

　伊瀬の家へと続く道を歩きながら、私は彼とのいろいろな出来事を思い出した。

　新入社員研修の帰り、駅で助けられたこと。宇野さんと別れた雨の夜、彼の部屋で抱かれたこと。会社の医務室で、告白されたこと。

　そして、想いが通じ合った、あの日のこと。

「ねえ、昴」

「ん？」

　首をかしげて、伊瀬が私を見つめる。

　そんな彼に向かって、私は微笑んだ。

「私、幸せ。昴に会えて、幸せ」

　私の言葉に一瞬、驚いたような顔をした後、彼が照れくさそうにはにかむ。

「……俺も、幸せ」

　冷たい空気の中、笑い合ったふたり分の白い吐息が、空へと上っていく。

　澄んだ漆黒の夜空には、私たちを見守るように、真冬の星座たちがきらめいていた。
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あとがき




　はじめまして、春川メルです。

　数ある本の中から、私の初めての文庫『キミとの距離は１センチ』をお手にとっていただき、ありがとうございます。まだ発売前、このあとがきを書きながら、読者さまに少しでも楽しんでいただけたかなあと思い巡らせております。

　第三回ベリーズ文庫大賞にて優秀賞を頂き、書籍化の運びとなった今作。原題『あと１センチのスピカ』は、この本の中でも最終話のタイトルとして使用しています。『スピカ』とは、別名『真珠星』ともいわれるおとめ座の一等星。〝優秀な若年寄〟伊瀬昴にとって、〝鈍感乙女〟佐久真珠綺はすべての女性たちの中で、一番輝いて見える存在でした。切ない彼の想いを表現したこのタイトル、こっそり隠した作者の意図は物語を最後まで読むとわかるので、読者の方から反応をいただけたことは、とてもうれしかったです。

　大賞テーマ【理想の恋愛】に合わせ、このお話には私の理想をたくさん詰め込みました。自分の同期が女の子ばかりだったので、カッコイイ同期の男の子に一途に想ってもらえたら素敵、とか。【理想の恋愛】なので、意地悪なライバルは現れないで欲しい、とか。ただし物語のスパイスとしてライバルの存在は重要だと思うので、そこで私の理想を叶える〝ゆるふわモテガール〟木下さなえと、〝王子様系お兄さん〟宇野修平というキャラクターが生まれました。作中「一体この人たちはいつ意地悪に豹変するの!?」というハラハラ感を味わっていただけたのなら、作者の目論み大成功です。つい疑心暗鬼になってしまうようなふたりですが、そこは大方の予想を裏切り、いい人のままラストを迎えました。

　今回の文庫化にあたり、たくさんの方のご尽力をいただきました。担当の倉持さまをはじめ、思わず番外編にシーンを組み入れてしまうような素敵な表紙を描いてくださった嘉村朗さま、本文改稿を担当してくださった依田さま。そしてこの本に携わってくださったすべての方々に、この場を借りて深く御礼申し上げます。

　最後に、鈍感な珠綺と一途な伊瀬のじれったい恋の行方を見守ってくださったすべての読者さまにたくさんの感謝を込めて、あとがきを締めさせていただきます。
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